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本稿は東京外国語大学語学研究所論集14号から 23号において用いられた調査票の例文をチナン

テク語オスマシン方言に訳したものである。チナンテク語オスマシン方言の例文には形態素分析、形態

素毎の訳、および文レベルの和訳が付されている。また、序論として、言語使用状況、系統分類、およ

び音韻・文法の概説を加えた。 

 

 
Abstract: This article presents translations of the questionnaires for volumes 14 to 23 of Journal of the Institute of 

Language Researches, Tokyo University of Foreign Studies, into Ozumac²n Chinantec. Ozumac²n Chinantec sentences 

are accompanied by morphemic analysis, morpheme-by-morpheme translation, as well as sentence-level translation 

into Japanese. The article also includes a brief introduction to the sociolinguistic background, the geneological 

classification, as well as an outline of phonology and grammar. 
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1.♅♫fi♥◒ ○☻ⱴ◦fi  

 オトマンゲ語族チナンテク語派は総称して「チナンテク語」と呼ばれるが、実際には相互意思疎通の

不可能な10以上の言語ないし方言からなり (cf. Rensch 1989)、そのうちの一つがオスマシン村周辺と近

隣のモンテ・ティンタ村で話される方言群にあたる。本稿では中でもサン・ペドロ・オスマシン村とそ

の周辺で話されるオスマシン方言を扱う。オスマシン方言はメキシコ合衆国南部オアハカ州北東部サ

ン・ペドロ・オスマシン村を中心に近隣のアヨツィンテペク村、サンティアゴ・プログレソ村、モンテ

マリオ村、およびエル・エストゥディアンテ集落を中心に約 6000人の話者を持つ言語で、アヨツィン

テペク村以外では全年齢の話者を有する。農業と牛の牧畜を生業とするほか、アメリカ合衆国への移民 
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による送金に大きく頼っている。エル・エストゥディアンテ集落では隣接するバジェ・ナシオナル方言

との併用が見られ、サンティアゴ・プログレソ村では隣接するコマルテペク方言を多少理解する。北サ

ポテク語リンコン方言の話者との通商や通婚は盛んだが、局地的二言語使用は広域有力言語のスペイン

語に押されて衰退しつつある。メキシコ国内やアメリカ合衆国への移民により、若年人口の多くはスペ

イン語や英語との二言語・三言語話者である。 

 本稿は2022年10 月から 12 月にわたる共著者間の合同調査に基づく。第一著者は 2022年 5 月以降オ

スマシンにのべ 3 ヶ月半程度の滞在を行っており、第二著者は母語話者の翻訳家・通訳者である。先行

研究として夏季言語協会の言語学者によるテキスト（Krotzer 1970; Rupp & Rupp 1994）、新約聖書の翻

訳、文法スケッチつき語彙集（Rupp 2012）が存在するが、 母音長や声調の転写が本稿と一貫しないた

め用いない。なお、調査票の回答はスペイン語を媒介言語として行い、固有名や文化固有の語彙は適宜

変更し、スペイン語にない文法事項はその都度別個の調査を行った。 

 チナンテク語オスマシン方言の音韻目録は以下の通り：23子音/p t kᾬ k kᾱ ᾐ b d[d ~ dz] gᾬ g gᾱ s h tὊ dᾍ m 

n Ὤ Ǽ r[ὸ ~ r] l j w/、10母音音色/a Þ e i ὢ ủ o ß u y/と口・鼻母音/V /、母音長/V VΈ/、発声/V Vᾐ/の対立にく

わえ、音節ごとに12声調/1 2 3 4 5 13 24 35 21 31 41 51/のうち 1つが指定される（/1/が最低調、/5/が最高

調で、数字連続は曲声調）。コーダを持たない短母音には平声調/1 2 3 4 5/しか起こらないが、長母音お

よび/n/ないし/j/を音節末にもつ短母音には平声調/1 2 3 4/に加え曲声調も起こる。また、きしみ声の長母

音には曲声調の分布に関する制限があり、/13 24 35 31 41/のみ生起する。 在来語の音節構造は

((h/ᾐ)C)V(C)で、音節頭の子音連続は声門子音/h ᾐ/と鼻音・接近音/m n Ὤ Ǽ l j w/に限られ、音節末子音は

句や複合語由来の表現、借用語、ないし1人称単数・包括標識 -n か3人称有生標識 -j によるものに限ら

れる。在来語の強勢は語末音節にあり、複合語の非最終要素など非強勢音節では音韻対立が大幅に少な

くなり、複合語の非最終要素では対立の中和による音韻交替が起こる。また、2音節の弱強格からなる

韻律脚の初頭音節では、前後の子音次第で母音の消失が起こるが、母音消失の有無は発話速度にもよる

ため、例文に反映されているものとされていないものがある。 

 なお、基底の語彙的声調は声調プロセスや声調からなる形態素の付加によりそのまま実現しないこと

が多い。声調規則は変調を除いてすべて順行的で、浮遊声調/5/の結合（/(5)/として基底形に表現する）、

上昇調の分配、高声調間の低声調の引き上げ、形態音韻論的ダウンステップ（基底形で//と表現し、

ダウンステップのリセットは/%/と表現する）、ダウンステップによる/13/と/31/の交替、基底の声調/3/の

声調/1/への拡張、上昇調/13/および/24/の遅延、上昇調連続の回避、その他の変調規則などがある。声

調規則については初出時にその都度解説を加えた。 

 形態法は、有生性、譲渡不可能名詞と動作者動詞の人称・数、動詞アスペクトなどが語根と不規則な

融合を見せることを除けば、接頭辞と複合による膠着的なものである。語根は大部分が 1音節からな

る。動詞はヴォイス、随伴移動、時制・アスペクト・モード、極性、従属節化にかかわる最大 6 つの接

頭辞と、人称・数、焦点標示、副詞的意味などを表す後接語を持つ。名詞語彙は無生名詞と有生名詞に

分類され、数詞、形容詞、照応詞、名詞化標識、所有語、自動詞唯一項および他動詞被動者項において

有生性一致を示す。また、大多数の名詞は述語と一体になった慣用表現を除いて語根のみで現れること

はまずなく、複合語以外は「類別詞」と呼ばれる意味が一般的ないし希薄な接頭辞を伴って現れる。代

表的なものは以下の通り： sa2-, tὊa2-, tὊi2-, ja2-, mὢ2-, na2- ~ na3-, wa2- ~ wa3- (cf. Rupp 2012:234) 。 

 統語論的に、基本語順は VSO（動詞・他動詞主語・他動詞目的語）で、被所有物ī所有者など VO言

語の類型論的相関を持つ (cf. Dryer 2007)。名詞句が格標示を欠き、所有関係や述語中心項が拘束代名詞

（含語幹交替）によって標示される点で、主要部標示的言語といえる (cf. Nichols 1986)。中心項名詞句

は一般的に省略可能だが、人称・数後接語は独立形代名詞ないし名詞句と相補分布にある。チナンテク

語オスマシン方言の統語論の分析において欠かせないのが母音延長をともなう声調形態素=Έ1と形態統
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語論的に引き起こされるダウンステップの分布である。声調形態素=Έ1は主に以下の 4つの環境に現れ

る。すなわち、(i)焦点化や主題化などによる基本語順からの逸脱がある場合、(ii)与格項の前、(iii)動詞

連続や従属化が起こる場合、それから(iv)後接語の直前である。後接語直前では声調/1/が付加されない

場合もある。ダウンステップは声調の中和を引き起こす音韻形態論的現象で、( i) 諾否疑問文標識tὊi3の

直後、( ii) 反実仮想 hwa3 の直後、(iii)完了形 ma2-や goΈ24=「たぶん」など特定のアスペクト・モード形

式をとった動詞の直後、(iv)焦点化や主題化などによる述語前構成素の後、(v)一部の動詞連続の境界、

(vi)名詞化標識の直前、ない場合は先行詞の直後、(vii)副詞的後接語の直後、(viii)述語後の与格句・場

所句・時間句などの前、(ix)述語の等位接続境界の後などの形態統語論的環境のうち、最初に出てくる

ものとともに一度のみ起こる。その他、上記の条件外で、(x) 借用語の語境界に起こる。ダウンステッ

プが一度しか起こらない範囲は、(i)休止の後、(ii)逆接語の後、(iii)直接引用の開始時によって限定され

る。母音延長とダウンステップの分布を適切に記述するにはさらなる調査を要する。 

 

2. ≤ ─ ⌐≈™≡ 

 本稿は 10 の調査票に回答するもので、調査票ごとに対応する文法事項があり、それぞれの調査票は

30前後の例文からなる。本稿内の例文は調査票番号と例文番号で特定される。たとえば、調査票 3の例

文 30は(3-30)である。調査票の例文が(4-4-a), (4-4-b)などと分かれている場合もある。また、調査票の同

じ例文に二通り以上の回答をした場合は(2-21-i), (2-21-ii), (2-21-iii) などと記した。 

 それぞれの例文への回答は 6 行で提示され、以下の要素を含む：(1)調査票の日本語文、(2)チナンテ

ク語オスマシン方言訳、(3)チナンテク語例文の形態素分析、(4)チナンテク語例文の形態素毎の訳、(5)

チナンテク語例文の日本語への直訳、(6)チナンテク語例文のスペイン語への意訳。例文によってはそ

の後に解説を含む。解説は、例文からではわかりにくいチナンテク語オスマシン方言の音韻・文法の一

般的な特徴や、調査票の意図に沿った非文などを必要に応じて提示するために用いる。 

 形態素分析および形態素毎の訳に関しては、以下の方針をとった。 

 類別詞は、mὢ2-が丸いもの、sa2-と tὊi2-と tὊa2-が動物、ja2-が抽象的なもの、na3- ~ na2-が細長いものや

薄いもの、wa3- ~ wa2- が自然現象、液体、空間、食器と食事など、と大まかな特徴はあるが、これらの

特徴で説明しきれるわけではなく、また一致などにかかわらない点で名詞語彙の問題なので、一律に

CLF-と略号を振る。 

 無生・有生の別がある語は形態的に有標な有生形を形態素毎の訳で示すが、有生形は語幹の母音と声

調と発声を変えることによって得られ、基底形を措定するのが困難であるため、融合した形態素として

提示する。有生形は:ANと表示する。 

 動詞の時制・アスペクト・モードは接頭辞と語幹交替の組み合わせで表され、本稿で「〜形」と呼ぶ

ものになる。たとえば、否定命令接頭辞 ta1-と命令語幹の組み合わせで禁止形となり、過去接頭辞 ga2-

と完結語幹の組み合わせで過去形となる。しかし、接頭辞と語幹が一対一対応の関係にないため、接頭

辞は分析し、語幹交替は融合した形態素とし、両者に略号をつけた。語幹交替の略号は未完了語幹が

IPFV:、完結語幹が P:、未然語幹が POT:、命令語幹が IMP:である。語幹交替の略号がない場合、語幹交替

を起こさない状態動詞である。個々の時制・アスペクト・モード形については随時解説を加えた。 

 動作者的動詞の人称・数は非常に不規則な語幹交替と後接語によって多重に標示されるが、語幹交替

は動作者的動詞のみに起こり、また語幹交替と後接語で標示する素性が違うので、両者を形態素毎の訳

に反映させた。人称語幹は:1S, :2, :3, :1Pとし、1 人称単数・包括複数の後接語は=1SG/INとし、1 人称単

数・包括複数から 3人称に対する行為を表す融合後接語は=1>3とする。 

 母音延長とダウンステップの機能は分析途上なので、形態素として分析するが機能に基づいた略号は

与えず、それぞれ=LG、DS=と略号を付した。 
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 上記以外は基本的にライプツィヒグロスの略号を用いる。ライプツィヒグロスにあるものを含め、略

号一覧は本稿最後に載せた。 

 

3. ┼─  

1 14 ₈ ₉  

 

1-1-i AはBに叩かれた。（直接受身） 

ḧ͂w«Έ24 ga1k̈͂ᾱaΈ2 kiᾐ3 ̈͂peΈ2 

hw«Έ24 =ga2-kᾱaΈ3 kiᾐ4  peΈ3 

フアン DS=PST-P:与える:3 GEN/DAT:3  ペドロ 

「フアンはペドロを叩いた」 

óJuan le peg· a Pedroô 

 

1-1-ii AはBに叩かれた。（直接受身） 

p̈͂eΈ3 ga1k̈͂ᾱaΈ2 ̈͂hw«Έ13 ̈͂kijᾐ3 

peΈ3 =ga2-kᾱaΈ3  hw«Έ24 kiᾐ4=j 

ペドロ DS=PST-P:与える:3  フアン GEN/DAT:3=3AN 

「ペドロはフアンが彼を叩いた」 

óa Pedro, Juan le peg·ô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言に直接受身は存在しない。ただし、(1-2), (1-3), (1-7)等にある通り、

非人称受身は存在する。また、受身と似た情報構造の操作として(1-1-ii)のように主題化することはでき

るが好まれず、(1-10-ii)にある通り、複文における主題の継続のためにそのような情報構造の操作が好

まれるということもない。 

 なお、(1-1-i)で主語の焦点化によって、(1-1-ii)では主題化によって基本語順 VSOを逸脱しており、

ga2-kᾱaΈ3「彼は与えた」以降の声調はすべてダウンステップ（ =と表示する）により一つずつ下がって

実現していることに注意されたい。ダウンステップにより、/5 4 3 2/はそれぞれ/4 3 2 1/と交替し、/35 24/

は/24 13/と、/51 41 31/は/41 31 21/と交替する。地声の/1 13 21/およびきしみ声の/1 13 31/はそれ以上交替

せず、ダウンステップ後の声調と中和しうる。ダウンステップの効果は特定の韻律ドメインを過ぎると

リセットされ、また語彙的な声調が現れる（%と表示する）。 

 

1-2-i  AはBに足を踏まれた。（持ち主の受身、体の部分） 

ga2ᾐ̈͂ej4 ma2ẗ͂ὢn41 neᾐ1 ̈͂trԐΈ13 

ga2-ᾐe4=j  ma2-tὢ4=n=Έ1  neᾐ1 trԐΈ13 

PST-P:踏む:3=3AN CLF-足:1S=1SG/IN=LG 中で 電車 

「電車の中で（誰かが）私の足を踏んだ」 

óme pisaron el pie en el trenô 

 

1-2-ii  AはBに足を踏まれた。（持ち主の受身、体の部分） 

ga2ᾐ̈͂eΈ13 hwer5te1 ma2ẗ͂ὢn41 neᾐ1 ̈͂trԐΈ13 

ga2-ᾐeΈ13  hwer5te1 ma2-tὢ4=n=Έ1  neᾐ1 trԐΈ13 

PST-PFV:踏まれる とても CLF-足:1S=1SG/IN=LG 中で 電車 
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「電車の中で私の足がとても踏まれた」 

ómi pie fue pisado mucho en el trenô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言では(1-2-i)のように不特定の主語を持つ他動詞文を作ることができ

る。一方で、持ち主を中心項とするいわゆる外部所有構文を持たない。身体部位と一部の親族名称は形

態論的に特殊な所有者標示をするが、統語論的には他の 3 人称目的語と同様に扱われる。なお、「踏

む」など一部の動詞は声調の補充法による非人称形が存在し、スペイン語からの借用語である強意の副

詞 hwer5te1を使えば(1-2-ii)のような文を作ることができるが、天日で乾かす作物が踏まれて汚れてしま

う、ブドウが踏まれることでワインができる、など結果状態への含意がない限り、使われにくい。 

 

1-3  AはBに財布を盗まれた。（持ち主の受身、持ち物） 

da2ᾐ̈͂ủӉΈ
1 ga1ᾐ̈͂ӉΈ

3 lo1mtὊil2p̈͂iᾐ3 kin21 

da2+ᾐủӉΈ
1  =ga1-ᾐӉΈ

4  loΈ2+mo2tὊil3+piᾐ4 kin31 

人+泥棒  DS=PST-P:盗む:3 皮+バッグ+小さい GEN/DAT1SG 

「泥棒は私のバッグを盗んだ」 

óel ratero rob· mi bolsoô 

 

1-4 昨日の夜、私は赤ん坊に泣かれた。それでちっとも眠れなかった。（自動詞からの間接受身） 

dᾍo2ᾐ̈͂loΈ24 ga2ᾐ̈͂oᾐ3 hwer5te1 sa2g̈͂ᾬ׃Έ41, e2h«Έ1 sa2ga2l̈͂aΈ41 ma1g̈͂ᾱὢn13 ̈͂kᾱeΈ41 

dᾍoΈ2+ᾐloΈ24 ga2-ᾐoᾐ3 hwer5te1 sa2-gᾬ׃Έ41 e2h«Έ1 sa2-ga2-la4=Έ1 =ma2-gᾱὢ24(5)=n kᾱeΈ1 

昨日+夜 PST-P:泣く:3 とても CLF-子 それで NEG-PST-P:なる=LG DS=PRF-P:眠る:1S=1SG/IN よく 

「昨夜赤ん坊がとても泣いたので、よく眠れなかった」 

óanoche llor· mucho el beb®, por eso no pude dormir bienô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言に間接受身はなく、与格相当の代名詞でもそのような状況を表すこ

とはできない。 

 チナンテク語オスマシン方言で基底の声調/24 3/を持つ形態素の一部には浮遊声調/(5)/があり、以下の

規則に従って順行的に結合する：(i)指示詞la1、na1、ᾐe3には結合しない；(ii)次の強勢音節より前に強勢

音節より高い声調を持つ音節がある場合、それに結合する；(iii)それ以外の場合、次の強勢音節に結合

する；(iv)発話末等でそれ以降に強勢音節がない場合、次の音節と結合する。基底の声調/24 3/を持つ形

態素のうち浮遊声調/5/を持たない形態素はどれか、どのような声調が浮遊声調を受け取れるのか、ど

のような韻律的条件下で浮遊声調結合が阻止されるのか、などの詳細は調査中である。浮遊声調の結合

の結果、基底の声調が/1/からはじまる場合/51/に、それ以外では/5/となる。(1-4)の最終語である kᾱeΈ1

「よく」は浮遊声調/5/を受け取って/51/となるはずだが、ダウンステップのために/41/として実現す

る。 

 

1-5 新しいビルが（Aによって）建てられた。（モノ主語受身、一回的） 

he2ḧ͂wὢΈ31 la1 ga1l̈͂aΈ31 ̈͂k»Έ1 sa1ᾐneΈ13ḧ͂yᾐ4, ga2ḧ͂meΈ3 ̈͂daΈ2 ga1i1n̈͂Þ3 

he2hwὢΈ31 la1 =ga2-la4=Έ1  k»Έ2 sa2-ᾐneΈ24(5)+hyΈᾐ2 %ga2-hmeΈ3  da2=Έ =ga2-i2nÞ4 

村 ここ DS=PST-P:なる=LG 一 CLF-家+大きい PST-P:する:3 人=LG DS=PST-P:来る:3:PL 

「この村に大きな建物ができた。（よそから）来た人がやった」 

óen este pueblo se hizo un edificio grande, lo hicieron las personas que vinieronô 
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解説：名詞＋形容詞の複合語は、強勢が一つになるが、名詞最終音節の声門化子音や長母音などの音韻

的対立は保持される。また、hyΈᾐ2「大きい」が表層で短母音になるのは、声調と母音長の分布に制約

があり声調/5/が短母音としか共起しないためである。 

 

1-6 カナダではフランス語が話されている。（モノ主語受身、恒常的。動作主が問題にならない場合） 

mo2ḧ͂uΈ3 ̈͂ᾐlủᾐ4 ̈͂da1 ̈͂huΈ3 sa3n̈͂oΈ41 

mo2huΈ3(5)  =ᾐlủᾐ2  da2 huΈ35 sa2noΈ41 

ヨベゴ  DS=IPFV:話す:3 人 言葉 サポテク 

「（隣村の）ヨベゴでは人がサポテク語を話す」 

óen Yovego la gente habla zapotecoô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言の人称動詞に対応する非人称動詞があるかどうかは語彙によって異

なり、「話す」の非人称動詞「話される」は存在しない。 

 huΈ35「言葉」にある声調/35/は、声調/5/を次の強勢音節に渡すと/4/として実現するという特徴がある

が、この例ではダウンステップにより/3/として実現する。sa2noΈ41「サポテク（民族名）」の最終音節は

浮遊声調の結合により/51/となるはずだが、ダウンステップにより/41/として実現する。 

 次末音節が/3/として実現するのは、声調引き上げの規則による。声調引き上げは、強勢のある/4/か

/5/の間に低めの声調である/1/ か/2/ が起こるとき、一旦下がって上がる声調連続を避けるため、中間の

声調を/4/に引き上げる声調規則である。(1-6)では、さらにダウンステップが適用されて/3/として実現

する。 

 

1-7 財布が（Aに）盗まれた。（モノ主語受身、モノ主語の背後に被影響者が想定される） 

ma2ᾐ̈͂ӉΈ
21 lo2mtὊil3p̈͂iᾐ3 kijᾐ3, ma2ḧ͂meΈ3 da2ᾐ̈͂ủӉΈ

1 

ma2-ᾐӉΈ
21 =loΈ2+mo2tὊil3+piᾐ4  kiᾐ4=j  %ma2-hmeΈ3 da2+ᾐủӉΈ

1 

PRF-P:盗まれる DS=皮＋バッグ+小さい GEN/DAT3=3AN PRF-P:する:3 人+泥棒 

「彼（女）のバッグが盗まれた。やったのは泥棒だ」 

ósu bolso fue robado, lo hizo el rateroô 

 

1-8 壁に絵が掛けられている。（モノ主語受身、結果状態の叙述） 

na2ᾐ̈͂iΈ3 ̈͂kᾱaΈ3dro3 doᾐ2 na2ᾐ̈͂jaΈᾐ31 

na2-ᾐiΈ3   kᾱaΈ3dro3  doᾐ2 na2-ᾐjaΈᾐ31 

STAT-ぶら下がっている 絵  上に CLF-壁 

「壁に絵が掛かっている」 

óel cuadro est§ colgado en la paredô 

 

解説：接頭辞 na2-は状態述語の一部に現れ、語根が動作動詞の場合とそうでない場合がある。語根が動

作動詞の場合、結果状態を表す。 
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1-9-i AはBに／から愛されている。（感情述語の受身、特に動作主のマーカーに注目） 

ᾐ̈͂nÞΈ3 hwer5te1 i1b̈͂eΈ2 kiᾐ3 la1hủӉΈ
21 

ᾐnÞΈ3  hwer5te1 =ᾐja2+beΈ3 kiᾐ4 la1hủӉΈ
21 

好かれる  とても DS=女+イサベル GEN/DAT3 全て:AN 

「イサベルは皆からとても好かれている」 

óIsabel es muy querida por todosô 

 

1-9- ii  AはBに／から愛されている。（感情述語の受身、特に動作主のマーカーに注目） 

ᾐ̈͂nÞΈ41 ̈͂da1 hwer4te1 i1b̈͂eΈ2 

ᾐnÞ4=Έ1  =da2 hwer5te1 ᾐja2+beΈ3 

好く:3=LG DS=人 とても 女+イサベル 

「人はイサベルをとても好く」 

óla gente quiere a Isabelô 

 

解説：他動詞「好く」は(1-9-i)にあるとおり対応する自動詞「好かれる」をもつが、他動詞を使う(1-9-

ii)のほうが好まれる。 

 ᾐja2beΈ3「イサベル」の第 1 音節は非最終音節（＝非強勢音節）にあることにより声門閉鎖を失い、母

音削除によって/a/を失い、/j/の母音化によってi2beΈ3となる。 

 

1-10 AはBに／から「é」と言われた。（伝達動詞の受身、特に動作主のマーカーに注目） 

ẗ͂ὊȈΈ24 ma4s̈͂ὢᾐ4 tὊi2b̈͂eΈ3 e2é 

tὊȈΈ24 ma2-sὢᾐ4  tὊiΈᾐ2+beΈ3  e2 

シュン PRF-P:言う:3 子+ベト  NMLZ 

「シュンはベトにéと言った」 

óShun le dijo a Beto queéô 

 

1-10-a  AさんはBさんに呼ばれて、今Bさんの部屋に行っています。  

ẗ͂Ὂi2beΈ3 ga2ẗ͂ủΈ41 kiᾐ3 ̈͂tὊȈΈ13, e2h«Έ1 tὊȈΈ24 ὬeΈ3 ̈͂kᾱaΈ2rto2 kijᾐ3 

tὊiΈᾐ2+beΈ3 ga2-tủ4=Έ1   =kiᾐ4  tὊȈΈ24 %e2h«Έ1 tὊȈΈ24 ὬeΈ3  

 =kᾱaΈ3rto3   kiᾐ4=j 

子+ベト PST-P:呼ぶ:3=LG DS=GEN/DAT3 シュン それで シュン PST:行ってくる:3

 DS=部屋   GEN/DAT3=3AN 

「ベトはシュンを呼び、シュンは彼の部屋に行った」 

óBeto le llam· a Shun y Shun fue a su cuartoô 

 

解説：移動動詞のアスペクト標示はその他の動詞と違う振る舞いを見せる。(2- 1)など参照。 

 

1-10-b  BさんがAさんを呼んで、Aさんは今Bさんの部屋に行っています。 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言は直接受身を欠き、主題の継続のために情報構造の操作をするとい

うことはない。よって、(1-10-a)と(1-10-b)は区別できない。 

 



 

 

 

– 912 – 

 

2 15 ₈▪☻Ɑ◒♩₉  

 

2-1-i ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来た。 

ma2ḧ͂«Έᾐ3 mi3geΈ13 

ma2-h«Έᾐ3  mi1geΈ13 

PRF-P:拠点に来る:3 ミゲル 

「ミゲルはもう来た／来ている」 

óMiguel ya vinoô 

 

2-1-ii ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来た。 

ḧ͂«ᾐ4 mi1geΈ13 

h«ᾐ4  mi1geΈ13 

PST:拠点に来る:3 ミゲル 

「ミゲルはもう来た」 

óMiguel ya vinoô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言には完了形（接頭辞ma2-を伴うもの）と過去形（移動動詞以外で接

頭辞 ga2-を伴うもの）があり、移動動詞以外では完了形と過去形が同じ語幹に別の接頭辞をつけること

で区別されるが、移動動詞でのみ語幹交替によってさらに区別される。主節においては、完了形は参照

時まで影響が及ぶ事象のほか、近過去にたいして一般に使われる。従属節において接頭辞 ga2-を伴う形

は必ずしも過去を示さないので、過去形というのは不適切かもしれないが、暫定的にそう呼んでおく。 

 なお、チナンテク語オスマシン方言の単純直示移動動詞は 4 系列あり、「行く」「来る」（話者の現在

位置へ近づくか、そこから遠ざかるか）のほか、移動する人が自らの出身地や自宅、あるいは学校など

習慣的に行く場所を目的地とするかしないかによって区別される。目的地を指定する動詞が形態論的に

有標で、鼻母音ときしみ声を持つ。この 4 つに加えて、「行って帰ってくる」を表す動詞がある。チナ

ンテク語の移動動詞一般については Westley & Merrifield (1990)も参照のこと。例文(2-1)の「来る」は

「話者のいる出身地・自宅に移動する」であるため、話者は出身地ないし自宅にいて、話者とミゲルは

同郷ないし同居家族であることが示唆される。形態素訳では「拠点に行く」「拠点に来る」と訳す。 

 (2-1-i)の 3音節目では、/1/を置き換えるように前音節の/3/が拡張している。基底形/3/ の声調はダウン

ステップの有無に応じて[3] ないし[2] として実現するが、この声調は次の規則に従って基底ないしダウ

ンステップによって生じた後続の/1/を置き換える：(i)一部借用語の/3/は指示詞には拡張しない；(ii)/1/

をもつ指示詞がある場合、長母音なら下降調/31/ないし/21/を作り、短母音ならば母音を延長して下降

調/31/ないし/21/を作り、それ以降拡張しない；(iii)指示詞に遮られない/1/連続をもつ最後の音節が非文

末ならば、/3/や/2/に置き換わる；(iv)指示詞に遮られない/1/連続をもつ最後の音節が文末で、長母音な

らば、下降調/31/ないし/21/となる；(v)指示詞に遮られない/1/連続をもつ最後の母音が文末で、短母音

の場合、拡張しない。(i) における借用語の/3/ がどのような語の場合拡張しないのかは調査中である。 

 

2-2 ～さん（固有名詞）は／あの人は もう来ている。 

 

解説：(2-1-i)と同様。過去形は使えない。 
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2-3 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ていない。 

sa2ma2ḧ͂«Έᾐ3 i3b̈͂eΈ2 

sa2-ma2-h«Έᾐ3  =ᾐja2+beΈ3 

NEG-PRF-拠点に来る:3 DS=女+イサベル 

「イサベルはまだ来ていない」 

óIsabel no ha venido todav²aô 

 

解説：ᾐja2beΈ3「イサベル」の 1 音節目の声調は、ダウンステップにより/1/となる。しかし、基底形の声

調/3/が後続の声調/1/にたいし拡張するので、/3/として実現する。 

 

2-4 ～さん（固有名詞）は／あの人は まだ来ない。 

tὊi2ẗ͂ὊaΈ2 ǫ3 ̈͂h«ᾐ3 i1b̈͂eΈ2 

tὊi2-tὊaΈ2  =ǫ4  h«ᾐ4  ᾐja2+beΈ3 

NEG:EXT-EXT DS=NMLZ:AN PST:拠点に来る:3 女+イサベル 

「イサベルはまだ来ない」 

óIsabel no viene todav²aô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言には他方言と共通する焦点標識=ba3のほかに、名詞化標識 e2 ~ ǫ2に

由来し声調の異なる e4 ~ ǫ4 という形があり、この方言に特徴的である。関係化された述語と同様に人

称・数の後接語を欠き、有生性による交替を起こす。過去形の肯定形では(2-5-i)のように「まさに」と

いう含意を持つ。 

 

2-5-i ～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る。 

ǫ4 mi1g̈͂eΈ13 ̈͂h«ᾐ3 

ǫ4  mi1geΈ13  =h«ᾐ4 

NMLZ:AN  ミゲル  DS=PST:拠点に来る:3 

「ミゲルはもう来る」 

óMiguel ya vieneô 

 

2-5-ii ～さん（固有名詞）は／あの人は もう（すぐ）来る。 

ẗ͂iΈ4 ̈͂h«ᾐ3 mi1g̈͂eΈ13 

tiΈ4 =h«ᾐ4   mi1geΈ13 

ほぼ DS=PST:拠点に来る:3 ミゲル 

「ミゲルはもう来る」 

óMiguel ya vieneô 

 

2-6 （あ！）～さんが来た！［その人が来るのに気づいた場面での発話］    

ḧ͂«ᾐ4 mi1g̈͂eΈ13 

h«ᾐ4  mi1geΈ13 

PST:拠点に来る:3 ミゲル 

「ミゲルが来た」 

óávino Miguel!ô 
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2-7 昨日～さんが来たよ。 

d̈͂ᾍoΈ2 ̈͂h«ᾐ3 mi1g̈͂eΈ13 

dᾍoΈ2 =h«ᾐ4   mi1geΈ13 

昨日 DS=PST:拠点に来る:3 ミゲル 

「昨日ミゲルが来た」 

óayer vino Miguelô 

 

2-8 昨日～さんは来なかったよ。 

sa2ḧ͂«ᾐ4 mi1g̈͂eΈ13 ̈͂dᾍoΈ1 

sa2-h«ᾐ4   mi1geΈ13 dᾍoΈ2 

NEG-PST:拠点に来る:3 ミゲル DS=昨日 

「昨日ミゲルは来なかった」 

óayer no vino Miguelô 

 

2-9 （私は）あのリンゴをもう食べた。 

ma2k̈͂unᾐ5 mὢ24m̈͂saΈn2 na21 

ma2-kuᾐ5=n  =mὢΈ24+man2saΈn3  na1 

PRF-P:食べる:1S=1SG/IN DS=玉+りんご その 

「私はりんごをもう食べた」 

óya com² esa manzanaô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言は以下 4 系統の指示詞を持つ：la1（話者の近く）, na1（聞き手の近

く）, jo3（両者から遠い）, h«Έ2/ᾐe3（発話場面にない場合；無生／有生の補充法を起こす）。(2-9)では声

調/3/が後続の/1/に拡張するが、単音節語では/1/を保って下降調を作る。下降調は長母音にのみ表れる

ため、母音延長が起きる。 

 

2-10 私はあのリンゴをまだ食べていない。／ 私はあのリンゴをまだ食べない。 

sa2ma2k̈͂unᾐ5 mὢ24m̈͂saΈn3 naΈ31 

sa2-ma2-kuᾐ5=n  =mὢΈ24+man2saΈn3 na1 

NEG-PRF-P:食べる:1S=1SG/IN DS=玉+りんご その 

「私はそのりんごをもう食べた」 

óya com² la manzanaô 

 

2-11 あの人は今（ちょうど）そのリンゴを食べています／食べているところです。 

k̈͂uΈᾐ2 mi1g̈͂eΈ13 mὢ24m̈͂saΈn3 naΈ31 

kuΈᾐ2  mi1geΈ13 mὢΈ24+man2saΈn3 na1 

IPFV:食べる:3 ミゲル 玉+りんご その 

「ミゲルはそのりんごを食べている」 

óMiguel esa manzanaô 
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2-12 窓が開いている／窓が開いていた。 

na2n̈͂aΈ3 o3ẗ͂kiΈ41 

na2-naΈ3  oΈ3+ta2kiΈ41 

STAT-IPFV:開く 口+窓? 

「窓が開いている／窓が開いていた」 

óla ventana est§ abierta / la ventana estaba abiertaô 

 

2-13 私は毎朝新聞を読む／読んでいる。 

ᾐ̈͂ủΈn21 pe2r̈͂jo3di3ko3 la1hủΈ21 ̈͂tiΈᾐ2 

ᾐủΈ21=n   pe2r̈͂jo3di3ko3 =la1hủΈ21  tiΈᾐ3 

IPFV:読む:1S=1SG/IN  新聞  DS=全て  朝に 

「私は毎朝新聞を読む」 

óleo peri·dicos todas las ma¶anasô 

 

2-14 あなたは（あなたの）お母さんに似ている。 

l̈͂«Έᾐ4 la1 ̈͂l«Έ3 ̈͂mkᾬÞӉΈᾐ
13 

l«Έ4=ᾐ  =la1  l«Έ4 maΈ13+kᾬÞӉᾐ
4 

COP:AN=2SG DS=〜のよう COP:AN 母+GEN/DAT2SG:AN 

óeres como es tu mam§ô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言では状態動詞と動作動詞との間に語根レベルの区別があり、一方か

ら他方を得るためには派生ないし補充法を用いる。状態述語には内部屈折によるアスペクト・モードの

区別がなく、過去習慣ma3-など少数の時制接辞が使われうるのみである。 

 上昇調の遅延実現という声調規則がある。maΈ13+kᾬÞӉᾐ4「あなたのお母さん」における/13.4/はダウンス

テップにより/13.3/となるはずだが、上昇調の遅延実現によって/1.13/となる。さらに、この語では語根

と所有代名詞が複合して後部に強勢があり、非強勢音節の母音削除によって第 2 音節の/13/のみが実現

する。上昇調の遅延実現は(3-18)において基底の/24.4/が表層で/2.24/として実現したり、(7-2)において

/2.4.4/がダウンステップを経て/1.1.13/として実現する例にも見られる。 

 

2-15 私はその頃毎日学校に通っていた。 

mὢ2ḧ͂«Έ51 ma3d̈͂anᾐ2 ̈͂skᾱel2 la1hủΈ21 ̈͂hmὢΈ2 

mὢ2ḧ͂«Έ51 ma3-d«ᾐ2=n   =sa2kᾱel3  la1hủΈ21  hmὢΈ3 

当時 PSTHAB-IPFV:拠点に行く:1S=1SG/IN DS=学校  全て 日 

「当時私は毎日学校に行っていた」 

óen aquel entonces yo iba a la escuela todos los d²asô 

 

解説：過去習慣接頭辞 ma3-は動作動詞の未完了語幹ないし状態述語と組み合わされて過去習慣形を表

す。完了接頭辞ma2-は接頭辞の分節音こそ同じだが、声調が異なるほか、完結語幹と組み合わされると

いう点によって区別される。 
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2-16 私は～に（大きな街の名前など）行ったことがある。 

ma2Ὤ̈͂en4 to2k̈͂ᾬo2 

ma2-Ὤe4=n   =to3k̈͂ᾬo3 

PRF-P:行ってくる:1S=1SG/IN DS=東京 

「私は東京に行ったことがある」 

óhe ido a Tokioô 

 

2-17 やっとバスは走り出した／走り始めた。 

a1sta1 ̈͂h«Έ1ga2 ga2l̈͂ßΈ3 ̈͂ ǼủΈ31 pa1s̈͂aΈ2he2 

a1sta1  h«Έ2ga2 ga2-lßΈ3  Ǽủ3=Έ1  =pa2saΈ3he3 

〜になって あと PST-P:始まる IPFV:歩く=LG DS=バス 

「やっとバスが走り出した」 

ófinalmente empez· a correr el autob¼sô 

 

2-18 昨日彼女はずっと寝ていた。 

la1ẗ͂«Έ3 ̈͂hmὢΈ3 ̈͂dᾍoΈ2 ga1g̈͂ᾱӉΈ
2 i2j̈͂o2 

la1t«Έ3 hmὢΈ3 dᾍoΈ2 =ga2-gᾱӉΈ
3 ǫ2+jo3 

ずっと 日 昨日 DS=PST-P:眠る:3  NMLZ:AN+あの 

「昨日じゅうずっとあの人は寝ていた」 

óella durmi· todo el d²a de ayerô 

 

2-19 私はそれをちょっと食べてみた。 

ga2k̈͂unᾐ5 k»2j̈͂piᾐ4 e2n̈͂a1 

ga2-kuᾐ5=n  k»Έ2+ja2-piᾐ4 e2+na1 

PST-P:食べる:1S=1SG/IN 一+CLF-小さい NMLZ+それ 

「それを少し食べた」 

óprob® un poco de esoô 

 

2-20 あの人はそれ（ら）をみんなに分け与えた。 

i2joΈ31 ga1k̈͂ᾱủᾐ3 la1hủӉΈ
21 

ǫ2+jo3=Έ1   =ga2-kᾱủᾐ4  la1hủӉΈ
21 

NMLZ:AN+あれ=FOC  DS=PST-P:〜に与える:3 全て:AN 

「彼は皆に分け与えた」 

ó®l se lo reparti· a todosô 

 

解説：「〜に与える」という動詞は(9-12)にもあるが、kᾱaΈ13「与える」という動詞をきしみ声に変えて

母音の音色を変えることで得られる。母音をきしみ声に変えることで受益者や受害者がいることを表す

動詞のペアは20-30程度あるとみられる。 
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2-21-i さあ、（私たちは）行くよ！ 

maΈn13 

maΈ13=n 

EXH:行く=1SG/IN 

「行こう」 

óvamos / v§monos (inclusivo)ô 

 

2-21-ii さあ、（私たちは）行くよ！ 

ma2nßΈn24 

ma2-nßΈ24(5)=n 

EXH-POT:行く:1P=1SG/IN 

「行こう」 

óvamos / v§monos (inclusivo)ô 

 

2-21-iii さあ、（私たちは）行くよ！ 

da2n̈͂ßΈ24 ̈͂hnÞᾐ3 

da2-nßΈ24(5)   =hnÞᾐ3 

IPFV/POT-POT:行く:1P DS=PRO1EX 

「行くよ（除外形）」 

óvamos / nos vamos (exclusivo)ô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言には包括形・除外形の区別があり、(2-21-i, ii)は包括形、(2-21-iii)は

除外形である。 

 チナンテク語では移動動詞とそれ以外でアスペクト・モード標示の接頭辞が異なることがよくある。

オスマシン方言の勧誘表現では、一般の動詞は、(3-8, 3-25, 9-7, 9-15)にあるように希求接頭辞wa2- ~ wa3-

を用いるが、移動動詞は、(2-21-i)にあるように特別な勧誘形をもちいるか、(2-21-ii)にあるようにおそ

らくこれを元にした勧誘接頭辞を伴った未然語幹を用いて勧誘形を作る。(2-22-iii)の 1 人称複数除外形

は勧誘形ではない。(2-22-iii)にあるように、移動動詞と非人称動詞の一部には未完了形・未然形に共通

の接頭辞da2-が用いられ、この状況で使われるのは未然語幹である。 

 

2-22 地球は太陽の周りを回っている。 

ᾐ̈͂waΈ41 da1ḧ͂ԐΈ3 la1kuΈ2la1ḧ͂ǫΈ3 wa1ᾐ̈͂joΈ31 

ᾐwa4=Έ1 =da2-hԐΈ4   la1kuΈ3la1hǫΈ4 wa2-ᾐjoΈ41 

地=LG DS=IPFV/POT-IPFV:回る まわり  CLF-太陽 

「地球は太陽のまわりを回る」 

óla tierra gira alrededor del solô 

 

2-23 あの木は今にも倒れそうだ。 

na2ᾐ̈͂maΈ41 na1 ̈͂tiΈ3 ̈͂tßᾐ1 

na2-ᾐmaΈ41 na1 =tiΈ4 tßᾐ2 

CLF-木  その DS=ほぼ POT:倒れる 

「その木はまさに倒れそうだ」 
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óese §rbol est§ a punto de caerseô 

 

2-24 （私は）あやうく転ぶところだった。 

m̈͂iΈᾐ2ga3 sa1ma1ẗ͂«nᾐ2 

m̈͂iΈᾐ2=ga3  =sa2-ma2-t«ᾐ3=n 

少し=もっと DS=NEG-PRF-P:倒れる=1SG/IN 

「私はもう少しで倒れるところだった」 

ópor poco me caigoô 

 

2-25 明日客が来るので、パンを買っておく。 

l̈͂an13 i2Ὤ̈͂iΈᾐ13 kiᾐ4 ̈͂ᾐß4, ̈͂hÞΈ21 ̈͂h«Έ2 ̈͂da2 kin31 

la13=n  ja2-ὬiΈᾐ13 kiᾐ4 ᾐß4 hÞΈ21  h«Έ2 da2 kin31 

POT:買う:1S=1SG/IN CLF-パン GEN/DAT3 明日 POT:来る:3 一:AN 人 GEN/DAT1SG 

「私は明日のパンを買う。私に人が来る」 

ócomprar® el pan de ma¶ana, va a venir gente a m²ô 

 

2-26 （私は）〜に（街とか市場とか）行ったとき、この袋を買った。 

ga2lan4 sa2ẗ͂uΈᾐ31 la1 hmὢ2 ̈͂ὬeΈn2 ma1l̈͂oΈ41 

ga2-la4=n sa2-tuΈᾐ31 la1 =hmὢ3 ὬeΈ3(5)=n   ma2loΈ13 

PST-P:買う:1S=1SG/IN CLF-袋 これ DS=〜の時 PST:行ってくる:1S=1SG/IN トゥステペク 

「トゥステペク（地名）に行った時この袋を買った」 

ócompr® esta bolsa cuando fui a Tuxtepecô 

 

解説：例文最終音節の/41/は、準最終音節を飛び越して起こった浮遊声調/5/が最終音節に結合すること

によって/51/となり、ダウンステップによって/41/として実現する。 

 

2-27 （私は）～に（街とか市場とか）行く時／行く前に，この袋を買った。 

ᾐ̈͂nßΈ41ga3 ma2n̈͂ὢn51 ma2l̈͂oΈ31 ga1lan3 sa1ẗ͂uΈᾐ31 la1 

ᾐnßΈ4=1ga3 ma2-nὢ13=n =ma2loΈ13 ga2-la4=n  sa2-tuΈᾐ31 la1 

欲する=もっと PFV-POT:行く:1S=1SG/IN DS=トゥステペク PST-買う:1S=1SG/IN CLF-袋 これ 

「トゥステペク（地名）に行く前にこの袋を買った」 

ócompr® esta bolsa antes de ir a Tuxtepecô 

 

解説：語彙的な声調/13/には、ダウンステップの直後ないしダウンステップと任意の数の/1/の後に現れ

ると、/31/と交替するという規則があり、複数語を跨いで起こることもある。(3-6, 5-2, 5-3, 5-8, 5-28-b)な

どにも類例が観察される。これが起こっていない例もあるようだが、どの環境で起こらないのかは調査

不足である。なお、(2-27)における ma2loΈ13「トゥステペク」の第 2 音節は、2 つ目のダウンステップが

直後の声調/1/を飛び越して声調/13/を見つけることで適用されている。このように、非強勢音節の低い

声調は声調規則において無視される。 
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2-28 （私は）彼が市場でこの袋を買ったのを知っていた。 

ḧ͂nÞ3 mä͂man4 i1j̈͂oΈ21 ga1l̈͂a3 sa1ẗ͂uΈᾐ31 la1 he2ᾐ̈͂moΈᾐ2 

hnÞ3(5) =ma3-ma21=n  ǫ2+jo3=Έ1 ga2-la4 sa2-tuΈᾐ31 la1 he3+ᾐmoΈᾐ3 

PRO1SG DS=PSTHAB-知る:1S=1SG/IN NMLZ:AN+あれ=LG PST-P:買う:3 CLF-袋 これ 〜の所+市場 

「私は彼が市場でこのふくろを買ったのを知っていた」 

óyo sab²a que ®l hab²a comprado esta bolsa en el mercadoô 

 

 

3 16 ₈⸗♄ꜞ♥▫₉  

 

3-1 （その仕事が終わったら）もう帰ってもいいですよ。 

l̈͂e3 ̈͂ gᾱãᾐ5 k̈͂ᾬæᾐ3 ka2 m̈͂laΈ31 ẗ͂aΈ2 kᾬæᾐ3 

le3(5) gᾱ«Έ2=ᾐ =kᾬæᾐ4 ka3ma2-la4=Έ1 taΈ3 kᾬæᾐ4 

POT:なる POT:拠点に行く:2=2SG DS=GEN/DAT2SG 〜次第-P:なる=LG 仕事 GEN/DAT2SG 

「あなたの仕事が終わり次第あなたはあなたの家に帰っていい」 

ópuedes irte en cuanto se acabe tu trabajoô 

 

解説：チナンテク語の所有代名詞は単独で使われ強勢を伴って「〜の家」を意味する。(3-1)の最初に現

れる kᾬæᾐ4は「あなたの家」を指し、次に現れる kᾬæᾐ4は「あなたの」を示す。 

 

3-2-i （腐っているから、あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな。 

sa2l̈͂e3 ̈͂kuᾐ5 e2n̈͂a1 

sa2-le3  kuᾐ5=ᾐ   e2+na1 

NEG-POT:なる POT:食べる:2=2SG  NMLZ+その 

「それを食べてはいけない」 

óno puedes comer esoô 

 

3-2-ii  （腐っているから、あなたは）それを食べてはいけない／それを食べるな。 

ta1k̈͂uΈᾐ4 e2n̈͂a1 

ta1-kuΈᾐ4   e2+na1 

NEG:IMP-IMP:食べる  NMLZ+その 

「それを食べるな」 

óno comas esoô 

 

解説：語用論的には(3-2-i)の可能述語の否定と未然語幹による「食べてはいけない」と(3-2-ii)の禁止接

頭辞と命令語幹による禁止形「食べるな」が同じような役割を果たすことができる。 

 

 

3-3-i （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない。 

hmeΈ21 ̈͂biΈ4 da1n̈͂ßn2 ̈͂hnÞn41 

hmeΈ21 biΈ4 =da2-nßΈ3(5)=n   hnÞn13 

IPFV:する 義務 DS=IPFV/POT-POT:拠点に行く:1P=1SG/IN GEN/DAT1IN 
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「私たちは私たちの家に帰らなければならない」 

ótenemos que regresar a nuestra casaô 

 

3-3-ii  （遅くなったので）私たちはもう帰らなければならない。 

hmeΈ21 ̈͂biΈ4 da1n̈͂ßΈ2 hnÞᾐ2 ̈͂kᾬÞ3 hnÞΈᾐ13 

hmeΈ21 biΈ4 =da2-nßΈ3    hnÞᾐ3 kᾬÞ4 hnÞΈᾐ13 

IPFV:する 義務 DS=IPFV/POT-POT:拠点に行く:1P PRO1EX GEN/DAT1EX 

「私たちは私たちの家に帰らなければならない」 

ótenemos que regresar a nuestra casaô 

 

3-4-i （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ。 

e2 l̈͂aΈ24 sa1k̈͂«Έᾐ13 ᾐma1ᾐ̈͂ǫΈᾐ13 ̈͂goᾐ3 

e2laΈ24 =sa2-k«Έ24=ᾐ  ᾐma2+ᾐǫΈᾐ24 go4=ᾐ 

なぜ DS=NEG-POT:持つ:2=2SG 木+陰  POT:行く:2=2SG 

「なぜ行くときに傘を持っていかないのか」 

óàpor qu® no llevas paraguas al ir?ô 

 

3-4-ii  （雨が降るそうだから）傘を持って出かけたほうがいいよ。 

d̈͂ᾍuΈ41 hwa2 ̈͂k«Έᾐ13 ᾐma1ᾐ̈͂ǫΈᾐ13 he2 ̈͂goᾐ3 

dᾍu4=Έ1 =hwa3 k«Έ24=ᾐ  ᾐma2+ᾐǫΈᾐ24 he3 go4=ᾐ 

良い=LG DS=IRR1 POT:持つ:2=2SG 木+陰  〜の所 POT:行く:2=2SG 

「あなたの行くところに傘を持っていったほうがいい」 

óes mejor que lleves paraguas donde vayasô 

 

解説：語用論的には(3-4i)のほうが普通だが、(3-4ii)のように訳すこともできる。 

 

3-5 歳をとったら、子供の言うことを聞くべきだ／聞くものだ。 

ka3ma2g̈͂ᾬȈΈᾐ1 da1, hmeΈ21 ̈͂biΈ31 ̈͂nuΈj3 eΈ1 na1 ̈͂hÞᾐ2 ̈͂h»Έj2 

ka3ma2-gᾬȈΈᾐ1 =da2 hmeΈ21 biΈ4=1 nuΈ4=j  e2+e2 na1 hÞᾐ3 h»Έ3=j 

〜次第-老いた DS=人 IPFV:する 義務=LG POT:聞く:3=3AN 何+NMLZ そこ IPFV:言う 子=3AN 

「人は歳をとったら子が何を言うか聞くべきだ」 

óhay que escuchar lo que dicen los hijos cuando uno envejeceô 

 

3-6 お腹が空いたので、（私は）何か食べたい。 

k̈͂ᾬonᾐ1 wa2ᾐ̈͂eΈ24, ̈͂ᾐnon4 ̈͂kuΈnᾐ31 ̈͂k»Έ1 e1 ̈͂kuΈnᾐ31 

kᾬ»ᾐ1=n wa2-ᾐeΈ24 ᾐno4=n                   =kuΈᾐ13=n  k»Έ2  

=e2 kuΈᾐ13=n 

空腹だ:1S=1SG/IN    CLF-トルティージ 欲す:1S=1SG/IN     DS=POT:食べる:1S=1SG/IN 一 

DS=NMLZ POT:食べる:1S=1SG/IN 

「お腹が空いた。なにか食べたい」 

ótengo hambre, quiero comer algoô 
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解説：「私は空腹だ」は単独では使われない状態述語 kᾬonᾐ1と主食の wa2ᾐeΈ24「トルティージャ」（熟し

たトウモロコシに石灰を入れて茹でて挽いた生地をのばして焼く薄いパンのようなもの）とが複雑述語

を作ることによって表される。 

 不定名詞「何か」「誰か」は名詞化した述語を繰り返すことによって同族主語・同族目的語を作って

脱焦点化することによって表される。(3-6)では直訳すると「食べるものを食べたい」となる。同様の構

文は(9- 14, 9- 15,  9- 16,  9- 17)にも観察される。 

 2 度目に起こる kuΈᾐ13=n「私は食べるだろう」は、それ以上ダウンステップが観察されないにもかか

わらず、/13/ と/31/ が交替する。ダウンステップが一度しか起こらないのに対し、ダウンステップ環境

で起こるこの声調交替は 2 度以上観察される。本稿ではこのように観察できる場合にのみ 2 度目以降の

ダウンステップを表示する。 

 

3-7 私が持ちましょう。 

ḧ͂nÞ3 ̈͂k«Έn31 

hnÞ3 =k«Έ13 =n 

PRO1SG DS=POT:持つ:1S=1SG/IN 

「私が持とう」 

óyo lo cargar®ô 

 

3-8 じゃあ、一緒に昼ご飯を食べましょう。 

neΈ3 h«Έ1, wa2k̈͂iΈnᾐ3 wa2ᾐ̈͂eΈ24 

neΈ3 h«Έ1 wa2-kiΈᾐ3=n   wa2ᾐ̈͂eΈ24 

じゃあ OPT-POT:食べる:1P=1SG/IN トルティージャ 

「じゃあ食べましょう」 

óvamos (incl.) a comer entoncesô 

 

解説：「私たちはごはんを食べる」ないし「食事をする」という述語は、ki:nᾐ3「私たちは食べる」と主

食の wa2ᾐe:24「トルティージャ」を組み合わされて表現される。これは、近隣のサポテク語やポポロカ

語などにもみられる。「空腹だ」を表す複雑述語の使われる(3-6)も参照のこと。 

 

3-9 一緒に昼ご飯を食べませんか？ 

tὊi3 k̈͂iΈnᾐ2 wa1ᾐ̈͂eΈ13 ko1ḧ͂ßӉᾐ
2 

tὊi3 =kiΈᾐ3=n  wa2ᾐ̈͂eΈ24   ko1ḧ͂ßӉᾐ
3 

Q DS=POT:食べる:1P=1SG/IN トルティージャ  一緒に 

「いっしょに食べませんか」 

óàvamos (incl.) a comer juntos?ô 

 

3-10 明日、良い天気になるといいなあ。／明日は良い天気になってほしいなあ。  

d̈͂ᾍuΈ41 hwa2 ᾐ̈͂joΈ21 ̈͂ᾐß3 

dᾍu4=Έ1 =hwa3 ᾐjoΈ2 ᾐß4 

良い=LG DS=IRR1 晴れている 明日 

「明日天気が良ければいいな」 

óojal§ que haga buen tiempo ma¶anaô 
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3-11 （私はここで待っているから）すぐにそれを持って来なさい。 

i2 k̈͂«Έ51ga3hyΈᾐ31 

i2 k̈͂«Έ51=ga3hyΈᾐ31 

IMP:持ってくる=すぐに 

「すぐに持ってこい」 

ótr§emelo yaô 

 

3-12 そのペンをちょっと貸していただけませんか？ 

tὊi3 sa1 l̈͂e2 mi1 ᾐ̈͂ÞӉᾐ
3 hnæ2 ẗ͂aΈ2ga2hyΈᾐ2 la2 p̈͂jseΈr2 naΈ21 

tὊi3 =sa2-le3   mi2ᾐÞӉᾐ
4-ᾐ hnæ3   taΈ3ga2hyΈᾐ1 la2pi2 s̈͂eΈr3  na1 

Q DS=NEG-POT:なる POT:貸す:2=2SG PRO1SG 少しだけ ペン   それ 

「そのペンをちょっと貸していただけませんか」 

óàno podr§s prestarme tantito ese lapicero?ô 

 

3-13 あの人は中国語が読めます。／あの人は中国語を読むことができます。 

d̈͂aΈ2 na1 ̈͂ liᾐ2 ᾐ̈͂ủ3 hu2 ḧ͂miΈ2 

da2=Έna1 =liᾐ3  ᾐủ4 hu3hmiΈ3 

人=それ DS=知る:3 POT:読む:3 チナンテク語 

「その人はチナンテク語が読める」 

óesa persona sabe leer en chinantecoô 

 

解説：教育言語はスペイン語のみなので、チナンテク語の読み書きができる人は少ない。 

 

3-14 明かりが暗くて、ここに何が書いてあるのか、読めない。 

sa2 ḧ͂nÞΈ31 e1 ḧ͂æᾐ2 he2laΈ21, ᾐ̈͂w«Έ4 hwer5te1 wa2 ḧ͂eΈ41 la1 

sa2-hnÞΈ3=1 =e2 hæᾐ3  he3+la1%  ᾐw«Έ4 hwer5te1 wa2-heΈ41 la1 

NEG-見える DS=NMLZ IPFV:言う:3 〜の所+これ 弱い とても CLF-光 これ 

「ここで何を言っているのか見えない、この光はとても暗い」 

óno se ve lo que dice aqu², la luz es muy tenueô 

 

3-15 （朝早く出発したから）彼らはもう着いているはずだ／もう着いたに違いない。 

i2ᾐe3 ma1i1 n̈͂ÞΈj3 ᾐ̈͂oΈr2 laΈ21  

ǫ2+ᾐe3  =ma2-i2nÞΈ4=j  ᾐoΈ3ra3 la1 

NMLZ:AN+それ DS=PRF-P:着く:PL=3QN 時 この 

「彼らは今頃もう着いているはずだ」 

óellos ya han de haber llegado a estas horasô 

 

3-16 （あの人は）明日はたぶん来ないだろう。 

goΈ24 sa4 ḧ͂æj5 ̈͂ᾐø3 

goΈ24(5)=sa2-hÞΈ21=j  =ᾐø4 

たぶん=NEG-POT:来る:3=3AN DS=明日 
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「たぶん明日は来ないだろう」 

óprobablemente no vendr§ ma¶anaô 

 

解説：浮遊声調/(5)/は次の語の最終音節に結合し、その前の音節は/24.2.5/のように比較的高い声調の間

に低い声調が来ることを避けるために/4/に引き上げられている。浮遊声調の結合が非強勢音節を無視

してその先に適用される例である。 

 

3-17 彼らはまだ来ないなんて、きっと途中で車が壊れたんじゃないか。 

goΈ24 ma4 ᾐ̈͂ԐΈ41 ̈͂ kaΈr2 kijᾐ3, e1h«Έ1 sa1ma1i1 n̈͂ÞΈj3 

goΈ24=ma2-ᾐԐ4=Έ1  =kaΈr3 kiᾐ4=j  e2h«Έ1 sa2-ma2-i2 n̈͂ÞΈ4=j 

たぶん=PRF-P:壊れる DS=車 GEN/DAT:3=3AN それで NEG-PRF-P:来る:PL=3AN 

「たぶん車が壊れたので彼らはまだ来ていない」 

ótal vez se haya descompuesto su carro, por eso no han venidoô 

 

3-18 （昼間だからあの人は家に）さあ、いるかもしれないし、いないかもしれない。 

sa2 m̈͂an21, goΈ2 g̈͂ᾬæj24 ᾐo1 sa1 g̈͂ᾬæj3 

sa2-ma21=n  goΈ24=gᾬæ4=j  =ᾐo2  sa2-gᾬæ4=j 

NEG-知る:1S=1SG/IN   たぶん=座っている:3=3AN DS=あるいは NEG-座っている:3=3AN 

「さあ、いるかもしれないしいないかもしれない」 

óno s®, quiz§s est®, quiz§ noô 

 

解説：選言的接続詞「あるいは」は、スペイン語からの借用語ᾐo2によって表され、ダウンステップを

伴う。 

 

3-19 （額に触ってみて）どうもあなたは熱があるようだ。 

goΈ24 ̈͂ᾐÞΈ3 wa1d̈͂ᾍiΈ2 kᾬÞᾐ3 

goΈ24(5)=ᾐÞΈ3 =wa2-dᾍiΈ3 kᾬÞᾐ4 

たぶん=中にある DS=CLF-熱 GEN/DAT2SG 

「どうもあなたは熱があるようだ」 

óparece que tienes fiebreô 

 

3-20 （天気予報によれば）明日は雨が降るそうだ。 

ma2ᾐ̈͂lủᾐ3 na2l̈͂uΈ2, ̈͂hÞΈ21 wa1ḧ͂maΈ13 ̈͂ᾐß3 

ma2-ᾐlủᾐ3  na2-luΈ2  =hÞΈ21  wa2-hmaΈ24 ᾐß4 

PRF-P:話す:3 CLF-音のする機械 DS=POT:来る CLF-雨  明日 

「ラジオで聞いたが、明日は雨が降るらしい」 

óescuch® en la radio, va a llover ma¶anaô 

 

3-21 もしお金があったら、あの車を買うんだけれどなあ。 

hwa3 ̈͂tὊaΈ31 ̈͂kuΈ2 kin4, ̈͂lan13 ̈͂kaΈr2 naΈ21 

hwa3 =tὊaΈ2 kuΈ3(5) kin31  la13=n   kaΈr3 na1 

IRR1 DS=EXT 金 GEN/DAT1SG POT:買う:1S=1SG/IN  車 その 
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「もしお金があったらあの車を買うんだけどなあ」 

 

3-22 もしあなたが教えてくれていなかったら、私はそこにたどり着けなかったでしょう。 

hwa3 sa1ma1ᾐ̈͂eΈᾐ31 hnÞ2, sa2ma2d̈͂ᾍoΈn2 he1ḧ͂jo3 

hwa3 =sa2-ma2-ᾐeΈ31=ᾐ  hnÞ3 sa2-ma2-dᾍoΈ3=n  he2hjo4 

IRR1 DS=NEG-PRF-P:教える:2=2SG PRO1SG NEG-PRF-P:着く:1S=1SG/IN あそこ 

「もしあなたが教えてくれなかったら私はあそこにたどり着けなかったでしょう」 

ósi no me hubieras ense¶ado, no habr²a llegado ah²ô 

 

3-23 （あの人は）街へ行きたがっている。 

ᾐ̈͂nßΈj4 ̈͂doΈj2 go13l̈͂ÞΈᾐ1 

ᾐnßΈ4=j  =doΈ3=j  goΈ13+lÞΈᾐ1 

欲する:3=3AN DS=POT:行く:3=3AN 故郷+非先住民 

「町へ行きたがっている」 

óquiere ir a la ciudadô 

 

3-24 僕にもそれを少し飲ませろ。 

k̈͂ᾱaΈ13 ̈͂ᾐὢΈnᾐ13 ̈͂miΈᾐ1 e1j̈͂o2 

kᾱaΈ13  =ᾐὢΈᾐ24=n   miΈᾐ2 e2+jo3 

IMP:与える DS=POT:飲む:1S=1SG/IN 少し NMLZ+あれ 

「僕にもそれを少し飲ませろ」 

 

3-25-i これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう。 

wa3k̈͂ᾬԐΈj2 

wa3-kᾬԐΈ2=j 

OPT-IPFV:持っていく:3=3AN 

「あの人に持っていかせろ」 

óque lo lleveô 

 

3-25-ii  これはあの人に持って行かせろ／持って行かせよう。 

wa2k̈͂«Έj24 

wa2-k«Έ24=j 

OPT-POT:持っていく:3=3AN 

「あの人に持っていかせろ」 

óque lo lleveô 

 

解説：希求形は語幹の声調と異化を起こす接頭辞 wa2- ~ wa3-を伴い、未完了語幹(3-25a)と未然語幹(3-

25b)のどちらも使うことができる。両者に意味の違いはないように見受けられる。 

 

 

 

 



チナンテク語オスマシン方言形態統語論の諸相：語学研究所調査票に基づいて, 中本 舜, ロベルト＝カルロス・パチェコ＝アングロ 

Aspects of Ozumacín Chinantec morphosyntax: Based on Institute of Language Research questionnaires,  

Shun Nakamoto, Roberto Carlos Pacheco Angulo 

– 925 – 

3-26 そのテーブルの上のお菓子は後で食べなさい。 

h«1kuΈᾐ2 mὢ13d̈͂uΈs2 ̈͂kᾬeΈ1 nủ2m̈͂eΈs21 

h«1-kuΈᾐ3=ᾐ  mὢΈ24+duΈs3 kᾬeΈ2  nủΈ3+meΈs2 

FUTIMP-IPFV:食べる:2=2SG 玉+菓子  横たわる  顔+机 

「テーブルの上のお菓子はあとで食べなさい」 

ócome el dulce que est§ sobre la mesa (m§s tarde)ô 

 

解説：遅延命令形は接頭辞h«1-を未完了語幹に付加して作られる。 

 「テーブルの上」は「テーブルの顔」と表現される。「顔」にあたる部分が単独で発話できず、「机」

が通常の na3meΈs2と異なり類別詞を欠いた形であることから、「テーブルの顔」は音韻的に複合語であ

ることが示唆される。「テーブルの上」がそのほかに前置詞などを用いることなく斜格句ないし副詞的

機能を果たしているのが「顔」の文法化によるものなのか、あるいはこの言語に一般にみられる空間・

時間表現の統語論的多義性によるものなのかを定かにするには、さらなる分析を要する。 

 

3-27 もっと早く来ればよかった。 

hwa3 ma1ḧ͂aΈn2 ̈͂tԐΈ41 

hwa3 =ma2-haΈ3(5)=n  tԐΈ21 

IRR1 DS=PRF-P:来る:1S=1SG/IN 時間通りに 

「もっと早くくればよかった」 

ódeb² haber venido m§s tempranoô 

 

3-28 あなたも一緒に行ったら（どうですか）？ 

e2l̈͂aΈ24 sa1g̈͂oΈᾐ13 kᾬÞӉΈᾐ
2 ̈͂hneΈ2 

e2laΈ24 =sa2-go4=ᾐ  kᾬÞӉΈᾐ
3 hneΈ2 

なぜ DS=NEG-POT:行く:2=2SG COM PRO1IN 

「あなたも私たちと一緒に行ったらどうですか」 

óàpor qué no vas con nosotros?ô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言では 2 人称に対して「私たちと一緒に」という場面で 1 人称除外形

ではなく 1人称包括形が使われる。 

 

3-29 オレがそんなこと知るか！ 

tὊi3 ̈͂man4 e1n̈͂a1 

tὊi3(5) =ma21=n  e2+na1 

Q DS=知る:1S=1SG/IN NMLZ+それ 

「私がそんなこと知るか」 

óàque yo s® eso?ô 
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3-30 これを作った（料理した）のは、お母さんだよね？／いいえ、私が作ったのよ。 

e4 ga1ḧ͂meΈ2 m̈͂kᾬÞӉΈᾐ
13 la1 lÞΈ2 ðha2ᾐ«4, ga2hmeΈ4 hnÞΈ31ba2 naΈ21 

e4 =ga2-hmeΈ3  maΈ13+kᾬÞӉΈᾐ
4  la1 lÞΈ3% ha2ᾐ«4  

ga2-hmeΈ4 hnÞ3=Έ1=ba3  na1 

NMLZ DS=PST-P:する:3 母+GEN/DAT2SG:AN この TAGQ いいえ  

PST-P:する:1S PRO1SG=LG=DS=FOC その 

「これを作ったのはあなたのお母さんだよねðいいえ、作ったのは私だ」 

ótu mam§ lo hizo, àverdad? ðno, yo lo hiceô 

 

 

4 17 ₈fl◊▬☻≤∕─ ₉  

 

4-1-a （風などで）ドアが開いた。 【自動詞と他動詞の対立】 

kᾬÞӉΈᾐ
3 wa3d̈͂ᾍeΈ2 ma2n̈͂aΈ2 wa2ᾐ̈͂aΈᾐ3 

kᾬÞӉΈᾐ
3 wa3-dᾍeΈ2 ma2-naΈ2  wa2-ᾐaΈᾐ3 

COM CLF-風 PRF-P:開く CLF-扉 

「風でドアが開いた」 

óse abri· la puerta con el aireô 

 

4-1-b （彼が）ドアを開けた。 【自動詞と他動詞の対立】 

ga2n̈͂ÞΈj3 wa2ᾐ̈͂aΈᾐ3 

ga2-nÞΈ3=j   wa2-ᾐaΈᾐ3 

PST-P:開ける:3=3AN  CLF-扉 

「（彼が）ドアを開けた」 

óabri· la puertaô 

 

4-1-c （入り口の）ドアが開けられた。 【自動詞と他動詞の対立】 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言に直接受身はない。調査票 1を参照のこと。 

 

4-2 私は（自分の）弟を立たせた。 【自動詞からの使役、他動詞からの使役】 

ma2ḧ͂men4 ma1n̈͂oΈj1 

ma2-hmeΈ4=n  =ma2-noΈ2=j 

PRF-P:する:1S=1SG/IN=LG DS=PRF-P:立つ:3=3AN 

「私は彼を立たせた」 

óle hice levantarseô 

 

4-3 私は（自分の）弟に歌を歌わせた。 【自動詞からの使役、他動詞からの使役】 

ga2ḧ͂men4 ga1ᾐ̈͂ÞΈj2 ̈͂k»Έ1 ̈͂sȈΈ13 

ga2-hmeΈ4=n  =ga2-ᾐÞ3=j  k»Έ2 sȈΈ24 

PST-P:する:1S=1SG/IN=LG DS=PST-P:歌う:3=3AN 一 歌 

「私は彼に歌を一つ歌わせた」 
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óle hice cantar una canci·nô 

 

4-4-a （遊びたがっている子供に無理やり）母は子供をパンを買いに行かせた。 【強制使役と許可

使役】 

ga2hmeΈ3 ̈͂biΈ4 ̈͂tὊoΈj24 ̈͂ὬeΈj2 na2l̈͂Þj31 i1Ὤ̈͂iΈᾐ13 

ga2-hmeΈ3 biΈ4 tὊoΈ24=j  =ὬeΈ3=j   na2-lÞ41=j   

 ja2-ὬiΈᾐ13 

PST-P:する:3 義務 母:3=3AN  DS=PST:行ってくる:3 PST:AND-買う:3=3AN 

 CLF-パン 

「母は子にパンを買いに行かせた」 

óla mam§ mand· a su hijo comprar panô 

 

4-4-b （遊びに行きたがっているのを見て）母は子供に遊びに行かせた。 【強制使役と許可使役】 

ga2k̈͂ᾱaj2 ̈͂hwủΈ24 ̈͂ὬeΈ2 sa1g̈͂ᾬ׃Έ31 kᾬÞӉΈj
2 na1k̈͂oΈ2 

ga2-kᾱa2=j hwủΈ24 =ὬeΈ3 sa2-gᾬ׃Έ41 kᾬÞӉΈ
3=j na2-koΈ3 

PST-P:与える:3=3AN 許可 DS=PST:行ってくる:3 CLF-子 GEN/DAT3:AN PST:AND-P:遊ぶ:3 

「子に遊びに行く許可を与えた」 

ódej· salir a jugar a su hijoô 

 

4-5-a 私は弟に服を着せた。 【他動詞による表現と使役の違い、直接の行為か間接の行為か】 

ga2k̈͂ᾬԐΈnᾐ13 tὊi1ß̈͂ӉΈnᾐ
13 sa2ᾐ̈͂mὢᾐ2 kijᾐ3 

ga2-kᾬԐΈᾐ13=n  tὊiΈᾐ2+ßӉΈᾐ
13=n  sa2-ᾐmὢᾐ2 =kiᾐ4=j 

PST-P:着せる:1S=1SG/IN 子+キョウダイ=1SG/IN CLF-服 DS=GEN/DAT:3=3AN 

「私は弟に服を着せた」 

óvest² a mi hermanoô 

 

4-5-b 私は弟にその服を着させた。【他動詞による表現と使役の違い、直接の行為か間接の行為か】 

ga2hmen41 ̈͂biΈ4 ga1k̈͂ủӉΈᾐ
2 tὊi2ß̈͂ӉΈnᾐ

13 sa1k̈͂»Έj21 

ga2-hme41=n  biΈ4 =ga2-kủӉΈᾐ
3 tὊiΈᾐ2+ßӉΈᾐ

13=n  sa2-k»Έ31=j 

PST-P:する:1S=1SG/IN 義務 DS=PST-P:着る 子+キョウダイ=1SG/IN CLF-服:3=3AN 

「私は弟に彼の服を着させた」 

óhice vestirse a mi hermanoô 

 

解説：(1-2)では非人称動詞について指摘したが、自他交替は子音・母音長・発声の類似から語彙的に関

連していることがわかるものの不規則であるということが多い。 

 

4-6 私は弟にその本をあげた。 【（物の）授受動詞は恩恵の授受においても助動詞的に使えるか】 

ga2k̈͂ᾱủn21 tὊi2ß̈͂ӉΈnᾐ
13 mo2ḧ͂eΈ41 kijᾐ3 

ga2-kᾱủ21=n  tὊiΈᾐ2+ßӉΈᾐ
13=n  mo2+heΈ41 =kiᾐ4=j 

PST-P:あげる:1S=1SG/IN 子+キョウダイ=1SG/IN 葉+紙 DS=GEN/DAT:3=3AN 

「私は弟に（その）本をあげた」 

óle di el libro a mi hermanoô 
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4-7-a 私は弟に本を読んであげた。【（物の）授受動詞は恩恵の授受においても助動詞的に使えるか】 

ga2ᾐ̈͂ủn4 mo4ḧ͂eΈ41 la1 kiᾐ3 tὊi1ß̈͂ӉΈnᾐ
13 

ga2-ᾐủ4=n   mo2+heΈ41 la1 =kiᾐ4  tὊiΈᾐ2+ßӉΈᾐ
13=n 

PST-P:読む:1P=1SG/IN 葉+紙 この DS=GEN/DAT3 子+キョウダイ=1SG/IN 

「私は弟にこの本を読んだ」 

óle² este libro a mi hermanoô 

 

4-7-b 兄は私に本を読んでくれた。【（物の）授受動詞は恩恵の授受においても助動詞的に使えるか】 

ga2ᾐ̈͂ủΈ3 tὊi2ß̈͂ӉΈnᾐ
13 l̈͂iΈ3bro3 la1 kin21 

ga2-ᾐủΈ3  tὊiΈᾐ2+ßӉΈᾐ
13=n  liΈ3bro3 la1 =kin31 

PST-P:読む:3 子+キョウダイ=1SG/IN  本 この DS=GEN/DAT1SG 

「兄は私にこの本を読んだ」 

ómi hermano me ley· este libroô 

 

4-7-c-i 私は母に髪を切ってもらった。 【テモラウ】 

ga2ẗ͂iΈ3 ̈͂sὢΈ3 mὢ2d̈͂ᾍen4 

ga2-tiΈ3  sὢΈ3  mὢ2-dᾍe4=n 

PST-P:剃る:3 ナルシソ  CLF-頭:1S=1SG/IN 

「ナルシソ（人名）は私の頭を剃った」 

óNarciso me rasur·ô 

 

4-7-c-i 私は母に髪を切ってもらった。 【テモラウ】 

ga2ẗ͂in4 mὢ2d̈͂ᾍen4 kᾬÞӉΈᾐ
3 sὢΈ3 

ga2-tiΈ3=n   mὢ2-dᾍe4=n  kᾬÞӉΈᾐ
3  sὢΈ3   

PST-P:剃る:1S=1SG/IN CLF-頭:1S=1SG/IN  COM ナルシソ   

「私はナルシソ（人名）と私の頭を剃った」 

óme rasur® con Narcisoô 

 

解説：髪を切る人を主語とする(4-7-c-i)のほうが普通だが、(4-7-c-ii)のように、切られる髪の持ち主を主

語にして髪を切る人を具共格でいうことができる。 

 

4-8-a 私は（自分の）体を洗った。 【再帰】 

ma2l̈͂onᾐ4 

ma2-loᾐ4=n 

PRF-P:体を洗う:1S=1SG/IN 

「私は体を洗った」 

óme ba¶®ô 
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4-8-b 私は手を洗った。 【再帰】 

ma2g̈͂inᾐ4 ma2g̈͂on31 

ma2-giᾐ4=n  ma2-go31=n 

PRF-P:洗う:1S=1SG/IN CLF-手:1S=1SG/IN 

「私は手を洗った」 

óme lav® las manosô 

 

4-8-c 彼は手を洗った。 【再帰】 

ma2g̈͂ijᾐ4 ma2g̈͂ooj2 

ma2-giᾐ4=j  ma2-goo2=j 

PRF-P:洗う:3=3AN CLF-手:3=3AN 

「彼は手を洗った」 

óse lav· las manosô 

 

解説：チナンテク語には(6-2-ʩ) にあるように特殊な形の再帰代名詞があるが、(4-8-a)の「体を洗う」は

語彙的な動詞があり、(4-8-b, c)の「手」など身体部位は統語的にその他の目的語と同じ振る舞いをみせ

るため、再帰代名詞が出てこない。 

 

4-9 （自分のために）私はその本を買った。 【自利態】 

ga2l̈͂an4 ̈͂liΈ3bro3 laΈ31 kin21 

ga2-la4=n   liΈ3bro3 la1 =kin31 

PST-P:買う:1S=1SG/IN 本 この DS=GEN/DAT1SG 

「私は私にこの本を買った」 

óme compr® este libroô 

 

4-10 彼らは（／その人たちは）（互いに）殴り合っていた。 【相互】 

ga2k̈͂ᾱaj31 kiᾐ3 ̈͂ßӉΈjᾐ
13 

ga2-kᾱa31=j  =kiᾐ4  ßӉΈᾐ
13=j 

PST-P:与える:3=3AN  DS=GEN/DAT3 キョウダイ=3AN 

「彼らは互いに殴り合った」 

óellos se pegaron (entre ellos)ô 

 

解説：属与格は述語の格枠組みの一部で、相互は人称・数により屈折するßӉΈᾐ13「キョウダイ」によって

あらわされる。親族名称によって相互を表すのはマサテク語やサポテク語などにも見られる。 

 

4-11 その人たちは（みんな一緒に）街へ行った。 【衆動】 

na2n̈͂ÞΈj24 ko1ḧ͂ßӉᾐ
3 na1k̈͂ᾱӉΈᾐ

31 

na2nÞΈ24=j  ko1hßӉᾐ
3 =na2kᾱӉΈᾐ

31 

PST:行く:PL=3AN 一緒に DS=オアハカ 

「その人たちはみんなでオアハカ（地名）に行った」 

ófueron juntos a Oaxacaô 
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4-12 その映画は泣ける（その映画を見ると泣いてしまう）。 【自発】 

ẗ͂Ȉ3 la1 wa2ḧ͂mὢΈ41 mὢ2n̈͂ủn4 ̈͂waΈ2 ga1n̈͂uΈn3 ̈͂su║Έ13 h«Έ1 

tȈ3 la1 wa2-hmὢΈ41 mὢ2-nủ4=n =waΈ3   ga2-nuΈ4=n   su║Έ24 

h«Έ1 

IPFV:落ちる 〜さえ CLF-水 CLF-目:1S=1SG/IN DS=COND2 PST-聞く:1S=1SG/IN  曲 

その 

「その曲を聴くと私の涙が落ちる」 

óse me salen l§grimas al escuchar esa canci·nô 

 

4-13-a 私は卵を割った。 【意志／無意志】 

ga2ḧ͂ßΈn13 ko2m̈͂ὢΈ24 mὢ4ḧ͂lὢΈ41 

ga2-hßΈ13=n  k»Έ2+mὢΈ24  mὢ2-hlὢΈ41 

PST-P:割る:1S=1SG/IN 一+玉  CLF-卵 

「私は卵を一つ割った」 

 

4-13-b （うっかり落として）私はコップを割った／割ってしまった。 【意志／無意志】 

ga2ḧ͂ßΈ3 ̈͂k»Έ2 o3b̈͂aΈs2 

ga2-hßΈ3  k»Έ2 wa3-baΈs2 

PST-P:壊れる 一 CLF-コップ 

「コップがひとつ割れた」 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言では「割れてしまった」ないしスペイン語 óse le rompi·ô「彼（のた

め）に割れた」のようなコンパクトな表現はできず、he3 ̈͂giΈjᾐ3 kᾬa3ẅ͂ӉΈ
2 ga1ḧ͂ßΈ2 ̈͂k»Έ1 wa2ẅ͂ӉΈ

1「（彼が）食

器を洗っていたところ皿が一枚割れた」のような言い方にならざるをえない。 

 

4-14-a きのう私はコーヒーを飲みすぎて（飲みすぎたので）眠れなかった。 【随意の不可能と不随

意の不可能】 

sa2ga2l̈͂aΈ41 ma1g̈͂ᾱὢΈn13 ̈͂nyΈ1 kiᾐ3 ga1ᾐ̈͂ὢnᾐ3 tὊi1m̈͂iΈᾐ1 hmὢ1d̈͂ὢΈ21 

sa2-ga2-la4=Έ1 =ma2-gᾱӉΈ
24=n  nyΈ2 kiᾐ4 ga2-ᾐӉΈᾐ

4=n   

tὊi2miΈᾐ2 hmὢ2dὢΈ31 

NEG-PST-P:なる=LG DS=PRF-P:眠る:1S=1SG/IN 深夜 〜故に PST-P:飲む:1S=1SG/IN 

たくさん コーヒー 

「コーヒーをたくさん飲んだので昨夜は眠れなかった」 

óno pude dormir anoche porque tom® mucho caf®ô 

 

4-14-b きのう私は仕事がたくさんあって（たくさんあったので）眠れなかった。 【随意の不可能と

不随意の不可能】 

sa2ga2l̈͂aΈ41 ma1g̈͂ᾱὢΈn13 ̈͂nyΈ1 kiᾐ3 ma2ẗ͂ὊaΈ31 tὊi1m̈͂iΈᾐ1 ̈͂taΈ2 kin4 

sa2-ga2-la4=Έ1 =ma2-gᾱӉΈ
24=n   nyΈ2 kiᾐ4 ma3-tὊaΈ41  tὊi1miΈᾐ2  

taΈ3(5)  kin31 

NEG-PST-P:なる=LG DS=PRF-P:眠る:1S=1SG/IN  深夜 〜故に PSTHAB-EXT たくさん 

仕事 GEN/DAT1SG 
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「たくさん仕事があったので昨夜は眠れなかった」 

óno pude dormir anoche porque ten²a mucho trabajoô 

 

4-15 私は頭が痛い。 【全体と部分・主体・一時的】 

ḧ͂ǫΈ21 mὢ2d̈͂ᾍen4 

hǫΈ21 mὢ2-dᾍe4=n 

痛い CLF-頭:1S=1SG/IN 

「私は頭が痛い」 

óme duele la cabezaô 

 

4-16 彼女は髪が長い。 【全体と部分・主体・恒常的】 

ḧ͂ủӉΈ
13 mὢ4d̈͂ᾍeΈ3 tὊi2ᾐ̈͂jaΈ31 naΈ21 

hủӉΈ
13 mὢ2-dᾍeΈ3 tὊiΈᾐ2+ᾐjaΈ31 na1 

長い CLF-頭:3 子+女  その 

「その女の子は髪が長い」 

óla chica tiene el pelo largoô 

 

解説：他の声調規則を適用した後に起こる/31/と/51/の次の形態素が非強勢音節にある声調/1/の場合、

長母音や指示詞の場合/21/ として実現し、短母音の/1/は/2/に置き換えられる。これは、声調/31/と/51/

がそれぞれ[312], [512]ともいえる音声的な下降上昇調であることによるのではないかと考えられる。(4-

16)のような指示詞の場合、指示詞の母音が延長し、下降声調/21/が実現するのは、/3/の拡張と同様であ

る。 

 

4-17-a 彼は（別の）彼の肩をたたいた。 【全体と部分・対象・接触／結果状態が継続的】 

i2j̈͂oΈ31 ga1ḧ͂noΈ3 ka2k̈͂ᾬoΈj21 

ǫ2+jo3=Έ1  =ga2-hnoΈ4  ka3kᾬoΈ2=j 

NMLZ:AN+その DS=PST-P:平手で叩く 後ろ:3=3AN 

「彼は彼の肩を叩いた」 

óle dio golpes en el hombroô 

 

4-17-b 彼は（別の）彼の腕をつかんだ。 【全体と部分・対象・接触／結果状態が継続的】 

ga2s̈͂»jᾐ4 sa2k̈͂ᾬoΈj2 

ga2-s»ᾐ4=j   sa2-kᾬoΈ2=j 

PST-P:つかむ:3=3AN  CLF-腕:3=3AN 

「彼は彼の腕をつかんだ」 

óle agarr· en el brazoô 

 

4-18-a 私は彼がやって来るのを見た。 【知覚構文】 

ga2ḧ͂ủӉΈn
4 ̈͂haΈj3 

ga2-hủӉΈ
4=n   =haΈ4=j 

PST-見る:AN:1S=1SG/IN DS=来る:3=3AN 

「私は彼がやってくるのを見た」 
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óvi que vinoô 

 

4-18-b 私は彼が今日来ることを知っている。 【知覚構文】 

m̈͂an21 ̈͂hÞΈj21 ̈͂na3 

ma21=n  =hÞΈ21=j   na4 

知る:1S=1SG/IN DS=POT:来る:3=3AN  今日 

「私は彼が今日来ることを知っている」 

ós® que va a venir hoyô 

 

4-19 彼は自分（のほう）が勝つと思った。 【引用文中の再帰】 

ga2ḧ͂meΈj3 i2d̈͂ủΈ41 ̈͂lijᾐ2 

ga2-hmeΈ3=j ja2-dủΈ41 liᾐ2=j 

PST-する:3=3AN CLF-考え POT:勝つ:3=3AN 

「彼は勝つと思った」 

ó®l pens· que ganar²aô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言は、有生性によるものを除けば、文法的な標識のみで 2 種類の 3 人

称を区別することはできない。 

 

4-20-a 私は（コップの）水（の一部）を飲んだ。 【部分的に及ぶ動作と全体に及ぶ動作】 

ga2ᾐ̈͂ὢnᾐ4 wa2ḧ͂mὢΈ41 

ga2-ᾐӉΈᾐ
4=n  wa2-hmὢΈ41 

PST-P:飲む:1S=1SG/IN CLF-水 

「私は水を飲んだ」 

ótom® agua / tom® el aguaô 

 

4-20-b 私は（コップの）水を全部飲んだ。 【部分的に及ぶ動作と全体に及ぶ動作】 

 

解説：上と同様。 

 

4-21 彼は肉を食べない。 【恒常的な否定文】 

tὊi2ᾐ̈͂jaΈ31 naΈ21 sa1k̈͂uΈᾐ2 wa1῁ǼoΈ13 

tὊiΈᾐ2+ᾐjaΈ31 na1 =sa2-kuΈᾐ3  wa2-ǼoΈ24 

子+女  その DS=NEG-IPFV:食べる:3 CLF-肉 

「その女の子は肉を食べない」 

óesa chica no come carneô 

 

4-22-a 今日は寒い。 【感覚述語・非人称文／感覚主体の存在が感じられない、より客観的な表現】 

 

調査票例文重複のため、(6-17-b)を参照のこと。 
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4-22-b 私は（何だか）寒い（私には寒く感じる）。 【感覚述語・非人称文／斜格主語】 

 

調査票例文重複のため、(6-17-a)を参照のこと。 

 

4-23 人がとても多かったことに私は驚いた。 【（感情主体が受動的である）感情述語】 

ga2n̈͂ßᾐ4ba3 dủn41 hmὢ2 ga1ḧ͂ủӉn
4 ̈͂hwủӉ

2 da1 ̈͂tÞӉΈᾐ
2 

ga2-nßᾐ4=ba3(5) =dủ21=n=1  hmὢ3(5) ga2-hủӉΈ
21=n  

hwủӉ
3 da2 tÞӉΈᾐ

3 

PST-P:驚く=LG DS=驚く:1S=1SG/IN=LG 〜の時 PST-P:見る:AN:1S=1SG/IN  

たくさん 人 中にいる:AN 

「人がたくさんいたことに私は驚いた」 

óme sorprendi· que hab²a mucha genteô 

 

4-24 雨が降り始めた。 【現象文・現場での直接体験】 

ga2l̈͂ßΈ3 ̈͂ᾐiΈ3 ẅ͂hmaΈ24 

ga2-lßΈ3  ᾐiΈ3  wa2-hmaΈ24 

PST-P:始まる ぶら下がっている CLF-雨 

「雨が降り始めた」 

óempez· a lloverô 

 

4-25 この本はよく売れる。 【中間構文】 

da2ᾐ̈͂nὢΈ31 hwer5te1 hmὢ1d̈͂ᾍiΈ2 

da2-ᾐnὢΈ31  hwer5te1 =hmὢΈ2+dᾍiΈ3 

IPFV-売れる とても DS=水+熱い 

「アグワルディエンテ（黒糖焼酎）がよく売れる」 

óse vende mucho el aguardienteô 

 

 

5 18 ₈ ה ₉  

 

5-1-a あの人は青い目をしている 

tὊi2ᾐ̈͂jaΈ31 naΈ21 ̈͂suΈl2 mὢ2n̈͂ủΈj2 

tὊiΈᾐ2+ᾐjaΈ31 na1 =suΈl3 mὢ2-nủΈ3=j 

子+女  その DS=青い CLF-目:3=3AN 

「その女の子は目が青い」 

óesa chica tiene ojos azulesô 

 

5-1-b 青い目の人・目が青い人   

tὊi2ᾐ̈͂jaΈ31 ̈͂suΈl2 mὢ2n̈͂ủΈ2 

tὊiΈᾐ2+ᾐjaΈ31 =suΈl3 mὢ2-nủΈ3 

子+女  DS=青い CLF-目:3 

「目が青い女の子」 
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óla chica de los ojos azules / chica de ojos azulesô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言では先行詞となる名詞がある場合名詞化標識ǫ2を使わないことが多

いが、正確な分布はさらなる分析を要する。(5-1-b)では身体部位に三人称有生拘束代名詞=jがついてい

ないことから、譲渡不可能名詞である mὢ2nủΈ3「〜の目」の所有者項が抜き出された先行詞 tὊi2ᾐjaΈ31「女

の子」によって飽和していると分析できる。 

 

5-2-a あの女｛は／の｝髪が長い・あの女は長い髪をしている 

tὊi2ᾐ̈͂jaΈ31 naΈ21 ̈͂hủӉΈ
31 wa2ḧ͂ὬuΈ31 mὢ1d̈͂ᾍeΈj2 

tὊiΈᾐ2+ᾐjaΈ31 na1 =hủӉΈ
13 wa2-hὬuΈ41  mὢ4-dᾍeΈ3=j 

子+女  その DS=長い CLF-毛  CLF-頭:3=3AN 

「その女の子は髪が長い」 

óla chica tiene el pelo largoô 

 

5-2-b 長い髪の女・髪の長い女 

tὊi2ᾐ̈͂jaΈ31 ̈͂hủӉΈ
31 wa2ḧ͂ὬuΈ31 mὢ2d̈͂ᾍeΈ2 

tὊiΈᾐ2+ᾐjaΈ31  =hủӉΈ
13 wa2-hὬuΈ41  mὢ2-dᾍeΈ3  

子+女   DS=長い CLF-毛  CLF-頭:3  

「髪の長い女の子」 

óla chica del cabello largo / chica de cabello largoô 

 

5-3-a-i あの人には髭がある 

da2Ὤ̈͂yΈᾐ2 na1 ̈͂dᾍeΈ31 wa1ḧ͂ὬuΈ31 wa2ᾐ̈͂oΈj2 

da2+ὬyΈᾐ2 na1 =dᾍeΈ13  wa2-hὬuΈ41  wa2-ᾐoΈ3=j 

人+男 その DS=植っている CLF-毛  CLF-口:3=3AN 

「その男は口の毛が植っている」 

óese hombre tiene barbaô 

 

5-3-a-ii あの人には髭がある 

da2Ὤ̈͂yΈᾐ2 na1 ̈͂tὊoΈ24 wa3ḧ͂ὬuΈ31 wa2ᾐ̈͂oΈj2 

da2+ὬyΈᾐ2 na1 =tὊoΈ35  wa2-hὬuΈ41  wa2-ᾐoΈ3=j 

人+男 その DS=付いている CLF-毛  CLF-口:3=3AN 

「その男は口の毛が付いている」 

óese hombre tiene barbaô 

 

5-3-b 髭の男 

da2Ὤ̈͂yΈᾐ2 hὬuΈ1 wa1ᾐ̈͂oΈ2 

da2+ὬyΈᾐ2 =hὬuΈ2 wa2-ᾐoΈ3 

人+男 DS=毛 CLF-口:3 

「口の毛の男」 

óel hombre de la barba / hombre con barbaô 
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5-4-a あの人には（見る）目がある 

i2n̈͂a1 her1 ̈͂ᾐwaΈ2 mὢ1d̈͂ᾍeΈj2 

ǫ2+na1  =her2  ᾐwaΈ3  mὢ2-dᾍeΈ3=j 

NMLZ:AN+その DS=とても 柔らかい  CLF-頭:3=3AN 

「その人はとても賢い（lit. 頭が柔らかい）」 

ó®l es muy inteligenteô 

 

5-4-b 見る目のある人 

da2ᾐ̈͂waΈ3 mὢ1d̈͂ᾍeΈ2 

da2+ᾐwaΈ3  =mὢ2-dᾍeΈ3 

人+柔らかい DS=CLF-頭:3 

「賢い（lit. 頭が柔らかい）人」 

óla persona inteligente / persona inteligenteô 

 

5-5-a あの人は22歳だ 

i2j̈͂oΈ31 ̈͂ᾐÞӉΈ
2 gi1ẗ͂»3 hi1Ὤ̈͂eΈ1 

ǫ2+jo3=Έ1  =ᾐÞӉΈ
3 gi2t»4 hi2ὬeΈ1 

NMLZ:AN+あの=LG DS=持つ 二十二 年 

「あの人は22歳だ」 

ó®l tiene 22 a¶osô 

 

5-5-b 22歳の人 

ǫ2 ̈͂ᾐÞӉΈ
3 gi2ẗ͂»4 hi2Ὤ̈͂eΈ1 

ǫ2 ᾐÞӉΈ
3 gi2t»4 hi2ὬeΈ1 

NMLZ:AN 持つ 二十二 年 

「22歳の人（など有生物）」 

óel que tiene 22 a¶os / quien tenga 22 a¶osô 

 

5-6-a あの人は優しい性格だ 

ᾐ̈͂w«Έ3 i2j̈͂o3 

ᾐw«Έ3  ǫ2+jo3 

柔らかい:AN NMLZ:AN+あの 

「あの人は優しい」 

ó®l es amableô 

 

5-6-b 優しい性格の人 

da2 ̈͂ᾐw«Έ3 

da2+ᾐw«Έ3  

人+柔らかい:AN 

「優しい人」 

óla persona amable / persona amableô 
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5-7-a-i あの人は背が高い 

ḧ͂ßӉΈjᾐ
24 

hßӉΈᾐ
24=j 

背が高い:AN=3AN 

「あの人は背が高い」 

óes altoô 

 

5-7-a-ii あの人は背が高い 

k̈͂ᾬÞӉΈj
2 

kᾬÞӉΈ
2=j 

背が高い:AN=3AN 

「あの人は背が高い」 

óes altoô 

 

5-7-b 背の高い人 

da2k̈͂ᾬÞӉΈ
2 

da2+kᾬÞӉΈ
2 

人+背が高い:AN 

「背が高い人」 

óla persona alta / persona altaô 

 

解説：(5-4-b, 5-6-b)と同様、先行詞がda2「人」と短い場合はアクセントがひとまとまりになる。また、

(5-7-a-i)に対応する da2ḧ͂ßӉΈᾐ
24は「上司」を意味する語で、同じ形態素を使って構成的に「背が高い人」

を表すことができないことから、名詞と形容詞は複合語を作るものと考えられる。 

 

5-8 あの人は背が190センチもある。 

d̈͂aΈ2 na1 ̈͂hủӉΈ
31 ̈͂sjen2to2no2b̈͂en1ta1 

da2=Έna1 =hủӉΈ
13 sjen3to3+no2b̈͂en3ta3 

人=その DS=長い 百+九十 

「その人は 190センチの長さだ」 

ómide no menos que uno noventa / mide no menos que ciento noventa cent²metrosô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言の借用語は声調規則の適用がいくつかの点で固有語と異なる。ダウ

ンステップに関していえば、複数の借用語からなる句を借用する場合には、借用語間の語境界で再びダ

ウンステップが起こる。 

 

5-9-a その石は四角い形をしている。／四角い（形の）石 

k̈͂ᾬԐΈᾐ13 tὊi2k̈͂ȈΈ3 laΈ31 

kᾬԐΈᾐ13 tὊi2-kȈΈ3 la1 

四角い CLF-石 これ 

「この石は四角い」 

óesta piedra es cuadradaô 
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5-9-b その石は四角い形をしている。／四角い（形の）石 

tὊi2k̈͂ȈΈ3 ̈͂kᾬԐΈᾐ41 

tὊi2-kȈΈ3(5)  kᾬԐΈᾐ13 

CLF-石  四角い 

「四角い石」 

óla piedra cuadrada / piedra cuadradaô 

 

5-10 あの人には才能がある。／才能のある人 

l̈͂iᾐ3 ̈͂da2 na1 

liᾐ3 da2 na1 

知る:3 人 それ 

「その人はできる人だ」 

ó®l sabe / ®l es h§bilô 

 

5-11-a あの人は病気だ 

d̈͂aΈjᾐ3 

daΈᾐ3=j 

病気の=3AN 

「彼は病気だ」 

óest§ enfermoô 

 

5-11-b あの人は熱がある 

ᾐ̈͂ÞΈ3 wa3d̈͂ᾍiΈ2 kijᾐ3 

ᾐÞΈ3  wa3-dᾍiΈ2 kiᾐ4=j 

中にある  CLF-熱 GEN/DAT3=3AN 

「あの人は熱がある」 

ótiene calenturaô 

 

5-11-c 病気の人 

da2d̈͂aΈᾐ3 

da2+daΈᾐ3 

人+病気の 

「病気の人」 

óla persona enferma / persona enfermaô 

 

5-12-a あの人は青い服を着ている 

k̈͂ᾬԐΈjᾐ3 sa2ᾐmὢᾐ3 ̈͂suΈl2 

kᾬԐΈᾐ3=j  sa2-ᾐmὢᾐ3 =suΈl3 

着ている:3=3AN CLF-服 DS=青い 

「青い服を着ている」 

ótrae puesto ropa azulô 
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5-12-b 青い服の男 

ǫ2 ̈͂kᾬԐΈᾐ3 sa2ᾐ̈͂mὢᾐ3 ̈͂suΈl2 

ǫ2 kᾬԐΈᾐ3  sa2-ᾐmὢᾐ3 suΈl3 

NMLZ:AN 着ている:3 CLF-服 青い 

「青い服を着ている人」 

óel que trae puesto ropa azul / quien traiga puesto ropa azulô 

 

5-13-a あの人はメガネをかけている 

ᾐ̈͂ÞΈ3 wa2ᾐ̈͂uΈ41 mὢ1n̈͂ủΈj2 

ᾐÞΈ3  wa2-ᾐuΈ41  =mὢ2-nủΈ3=j 

中にある  CLF-メガネ DS=CLF-目:3=3AN 

「メガネをかけている」 

ólleva lentesô 

 

5-13-b メガネの男 

ǫ2 ̈͂ᾐÞΈ3 wa2ᾐ̈͂uΈ41 mὢ1n̈͂ủΈj2 

ǫ2 ᾐÞΈ3  wa2-ᾐuΈ41  =mὢ2-nủΈ3=j 

NMLZ:AN 中にある  CLF-メガネ DS=CLF-目:3=3AN 

「メガネをかけている人」 

óel que lleva lentes / quien lleve lentesô 

 

解説：他の例にも当てはまるが、da2Ὤ̈͂yΈᾐ2「男」などの名詞を先行詞にする表現ももちろん可能で、そ

の場合名詞化標識は省略可能である。つまり、da2Ὤ̈͂yΈᾐ2 ̈͂ᾐÞΈ3 wa2ᾐ̈͂uΈ41 mὢ1n̈͂ủΈj2とda2Ὤ̈͂yΈᾐ2 ǫ2 ̈͂ᾐÞΈ3 wa2ᾐ̈͂uΈ41 

mὢ1n̈͂ủΈj2も可能である。 

 

5-14-a あの人には妻がいる 

ẗ͂Ὂ«Έ2 ̈͂m±j3 

tὊ«Έ2 m±3=j 

EXT:AN 妻:3=3AN 

「あの人には妻がいる」 

 

5-14-b-i 既婚の人 

h«Έ2 da2Ὤ̈͂yΈᾐ2 na1ḧ͂ԐΈ13 goΈ31 

h«Έ2 da2+ὬyΈᾐ2 =na2-hԐΈ24  goΈ2 

一:AN 人+男 DS=STAT-IPFV:結婚する 結婚する:3 

「既婚の人」 

óla persona casada / persona casadaô 

 

解説：「結婚する」は単独では使われない非人称動詞 hԐΈ24と類別詞のつかない goΈ2「手」からなる複雑

述語で、「手」の部分に人称が表示される。 
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5-14-b-ii 妻のいる人 

da2 ̈͂tὊ«Έ2 ̈͂m±j3 

da2 tὊ«Έ2 m±3=j 

人 EXT:AN 妻:3=3AN 

「妻のいる人」 

óla persona con esposa / persona con esposaô 

 

5-15-a あの人には3人子供がいる 

sa2ᾐ̈͂jaΈ31 naΈ21 ̈͂tὊ«Έ1 ̈͂ȈΈ2 sa1g̈͂ᾬ׃Έ31 kijᾐ3 

sa2-ᾐjaΈ31 na1 =tὊ«Έ2  ȈΈ3 sa2-gᾬ׃Έ41 kiᾐ4=j 

CLF-女 その DS=EXT:AN 二:AN CLF-子 GEN/DAT3=3AN 

「その女には3人の子がいる」 

óesa mujer tiene tres hijosô 

 

5-15-b 3人の子持ちの人 

sa2ᾐ̈͂jaΈ31 ̈͂tὊ«Έ21 ̈͂ȈΈ2 sa1g̈͂ᾬ׃Έ31 kijᾐ3 

sa2-ᾐjaΈ31 =tὊ«Έ2  ȈΈ3 sa2-gᾬ׃Έ41 kiᾐ4 

CLF-女 DS=EXT:AN 二:AN CLF-子 GEN/DAT3 

「3人の子がいる女」 

óla mujer con tres hijos / mujer con tres hijosô 

 

5-15-c あの人の3人の子供 

(la1hủӉΈ
21) ̈͂ȈΈ3 s̈͂gᾬ׃Έ41 ̈͂tὊ«Έ1 kiᾐ3 s̈͂ᾐjaΈ31 naΈ21 (ma1n̈͂nÞΈj13 ma1n̈͂koΈj21) 

la1hủӉΈ
21 ȈΈ3 sa2-gᾬ׃Έ41 =tὊ«Έ2   kiᾐ4   sa2-ᾐjaΈ31 na1  

ma2na2-nÞΈ24=j  ma2na2-koΈ21=j 

全て:AN 二:AN CLF-子 DS=EXT:AN GEN/DAT3 CLF -女                 その  

PFV:AND-P:行く:PL=3AN PFV:AND-遊ぶ=3AN  

「その女のもつ 3人の子（はみな遊びに行った）」 

ó(los) tres hijos que esa mujer tiene (fueron a jugar)ô 

 

5-15-d 妊娠している女性 

ḧ͂«Έ2 sa2ᾐ̈͂jaΈ31 ̈͂kᾬÞӉΈ
21 sa1g̈͂ᾬ׃Έ31 

h«Έ2 sa2-ᾐjaΈ31 =kᾬÞӉΈ
21   sa2-gᾬ׃Έ41 

一:AN CLF-女 DS=持っている:AN:3 CLF-子 

「妊娠している女性」 

óuna mujer embarazadaô 

 

5-16 タコには足が8本ある。 

sa2ẗ͂Ὂaᾐ4 ̈͂tὊaΈ1 ̈͂gᾬaΈ31 sa1k̈͂ᾬoΈj1 

sa2-tὊaᾐ4  =tὊaΈ2 gᾬa4=Έ1 sa2-kᾬoΈ2=j 

CLF-蟹  DS=EXT 十 CLF-腕:3=3AN 

「蟹には腕が 10本ある」 
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óel cangrejo tiene diez brazosô 

 

5-17-a その飲み物にはアルコールが入っている 

kᾬÞӉΈᾐ
3 ta2Ὤ̈͂eΈ51 wa2ḧ͂mὢΈ41 na1 

kᾬÞӉΈᾐ
3 ta2-ὬeΈ51 wa2-hmὢΈ41  na1 

COM CLF-砂糖 CLF-水  その 

「その水には砂糖が入っている」 

óesa agua tiene az¼carô 

 

5-17-b アルコール入りの飲み物 

wa2ḧ͂mὢΈ41 kᾬÞӉΈᾐ
3 ta2Ὤ̈͂eΈ51 

wa2-hmὢΈ41  kᾬÞӉΈᾐ
3 ta2-ὬeΈ51  

CLF-水   COM CLF-砂糖 

「砂糖入りの水」 

óagua con az¼carô 

 

5-18-a あの人はお金を持っている 

d̈͂aΈ2 na1 ̈͂tὊaΈ2 ̈͂kuΈ3 kijᾐ4 

da2=Έna1 tὊaΈ2 kuΈ3 kiᾐ4=j 

人=その EXT 金 GEN/DAT3=3AN 

「その人には金がある」 

 

5-18-b お金持ちの人 

daΈ2  ̈͂tὊaΈ2 ̈͂kuΈ3 kiᾐ4 

da2=Έ tὊaΈ2 kuΈ3 kiᾐ4 

人=LG EXT 金 GEN/DAT3 

「金持ち」 

 

5-19-a おまえのところには犬がいるか？ 

tὊi3 ̈͂tὊeᾐ4 sa3d̈͂ὢΈ31 ̈͂kᾬÞᾐ3 

tὊi3(5) =tὊeᾐ4  sa2-dὢΈ41 kᾬÞᾐ4 

Q DS=立っている:AN CLF-犬 GEN/DAT2SG 

「おまえの家に犬が立っているか」 

óàhay perro en tu casa?ô 

 

5-19-b 犬のいる人 

daΈ2 ̈͂tὊeᾐ4 sa3d̈͂ὢΈ31 kiᾐ3 

da2=Έ tὊeᾐ4  =sa2-dὢΈ41  kiᾐ4 

人=LG 立っている:AN DS=CLF-犬 GEN/DAT3 

「犬のいる人」 

ópersona con perroô 
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5-20-a おまえは（自分の）ペンを持っているか？ 

tὊi3 ̈͂tὊ»Έᾐ3 la1p̈͂jseΈr2 

tὊi3 =tὊ»Έᾐ4=ᾐ   la2pi2seΈ3ro3 

Q DS=持っている:2=2SG ペン 

「ペン持ってるか」 

óàtienes lapicero?ô 

 

5-20-b ペンを持っている人 

h«Έ2 da2 ̈͂tὊ»Έᾐ2 la1pj̈͂seΈr2 

h«Έ2 da2 tὊ»Έᾐ2  =la2pi2seΈ3ro3 

一:AN 人 持っている:3 DS=ペン 

「ペンを持っている人」 

óuna persona que tiene lapiceroô 

 

5-21 あの人は（誰か別の人の）ペンを持っている。 

i2n̈͂a1 ̈͂tὊ»Έᾐ2 la2pj̈͂seΈr3 kiᾐ4 ̈͂hὬÞᾐ2 ̈͂da1 

ǫ2+na1  tὊ»Έᾐ2  la2pi2seΈ3ro3 kiᾐ4 =hὬÞᾐ3  da2 

NMLZ:AN+その 持っている:3 ペン  GEN/DAT3 DS=別の:AN 人 

「その人は別の人のペンを持っている」 

ó®l tiene un lapicero de otra personaô 

 

5-22-a あの人は運がいい 

ẗ͂ὊaΈ2 ̈͂beΈ3 kijᾐ4 

tὊaΈ2 beΈ3 kiᾐ4=j 

EXT 力 GEN/DAT3=3an 

「力強い」 

óes fuerte / es sanoô 

 

5-22-b 幸運な人 

ǫ2 ̈͂tὊaΈ1 ̈͂beΈ2 kijᾐ3 

ǫ2 =tὊaΈ2 beΈ3 kiᾐ4=j 

NMLZ:AN DS=EXT 力 GEN/DAT3=3AN 

「力強い人」 

óes fuerte / es sanoô 

 

5-23-a ここは石が多い 

he3l̈͂aΈ31 ̈͂tὊaΈ1 tὊi1m̈͂iΈᾐ1 tὊi1k̈͂ȈΈ2 

he3+la1  =tὊaΈ2 tὊi2miΈᾐ2  tὊi2-kȈΈ3 

〜の所+これ DS=EXT たくさん  CLF-石 

「ここは石がたくさんある」 

óaqu² hay muchas piedrasô 
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5-23-b 石の多い土地 

k»Έ2 he2 ̈͂tὊaΈ41 tὊi1m̈͂iΈᾐ1 tὊi1k̈͂ȈΈ2 

k»Έ2 =he3(5)  tὊaΈ2 tὊi2miΈᾐ2  tὊi2-kȈΈ3 

一 DS=〜の所 EXT たくさん  CLF-石 

「石がたくさんあるところ」 

óun lugar donde hay muchas piedrasô 

 

5-24-a その部屋には椅子が3つある 

ᾐ̈͂nủ3 ᾐma2s̈͂iΈ3 ̈͂tÞΈᾐ3 ̈͂kᾱar2to2 

ᾐnủ3 ᾐma2+siΈ3 tÞΈᾐ3  kᾱar2to2 

三 木+椅子 中にある:PL 部屋 

「3つの椅子が部屋の中にある」 

óhay tres sillas en el cuartoô 

 

5-24-b 3つ椅子のある部屋 

k̈͂»Έ2 ̈͂kᾱar3to3 ̈͂tÞΈᾐ3 ̈͂ᾐnủ1 ᾐma1s̈͂iΈ2 

k»Έ2 kᾱar3to3  tÞΈᾐ3  =ᾐnủ2 ᾐma2+siΈ3 

一 部屋 中にある:PL DS=三 木+椅子 

「3つの椅子が中にある部屋」 

ócuarto con tres sillasô 

 

5-25-a テーブルの上にスプーンがある 

ẗ͂ÞΈᾐ3 ki2d̈͂ὢΈ3 nủ3m̈͂eΈs2 

tÞΈᾐ3  ki2-dὢΈ3  nủΈ3+meΈs2 

中にある:PL CLF-スプーン 顔＋机 

「テーブルの上にスプーンがある」 

óhay cucharas sobre la mesaô 

 

5-25-b スプーンのあるテーブル 

na3m̈͂eΈs2 he3 ̈͂tÞΈᾐ3 ki3d̈͂ὢΈ2 

na3-meΈs2 he3 tÞΈᾐ3  =ki2-dὢΈ3   

CLF-机 〜の所 中にある:PL DS=CLF-スプーン  

「スプーンのあるテーブル」 

óla mesa donde est§n las cucharasô 

 

5-26-a そのスプーンはテーブルの上にある 

ki2d̈͂ὢΈ3 ̈͂kᾬeΈ2 nủ3n̈͂meΈs2 

ki2-dὢΈ3  kᾬeΈ2  nủΈ3+na3-meΈs2 

CLF-スプーン 横たわる:PL 顔+CLF-机 

「スプーンは机の上にある」 

ólas cucharas est§n sobre la mesaô 
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5-26-b テーブルにあるスプーン 

ki2d̈͂ὢΈ3 e2 ̈͂kᾬeΈ21 nủ2n̈͂meΈs1 

ki2-dὢΈ3  e2 kᾬeΈ2=1  =nủΈ3+na3-meΈs2 

CLF-スプーン NMLZ 横たわる:PL DS=顔+CLF-机 

「机の上にあるスプーン」 

ólas cucharas que est§n sobre la mesaô 

 

5-27-a-i そのペンは私のだ。・そのペンは太郎のだ。 

e2 ̈͂kin31 la1p̈͂jseΈr2 na1 

e2+kin31  =la2pi2seΈ3ro3 na1 

NMLZ+GEN/DAT1SG DS=ペン  その 

「そのペンは私のだ」 

óla pluma es m²aô 

 

5-27-a-ii そのペンは私のだ。・そのペンは太郎のだ。 

la2pj̈͂seΈr3 naΈ31 kiᾐ3 ̈͂peΈ2 

la2pi2seΈ3ro3 na1 =kiᾐ4  peΈ3 

ペン  それ DS=GEN/DAT3 ペドロ 

「そのペンはペドロのだ」 

óla pluma es de Pedroô 

 

解説：(5-27-a-i)はさらに名詞化した「私のもの」による名詞述語で、(5-27-a-ii)は「そのペン」を主題化

して「ペドロの」をそのまま名詞述語にしたものである。 

 

5-27-b-i 私のペン・太郎のペン 

la2p̈͂jseΈr3 kin31 

la2pjseΈr3 kin31 

ペン GEN/DAT1SG 

「私のペン」 

 

5-27-b-ii 私のペン・太郎のペン 

la2p̈͂jseΈr3 kiᾐ4 ̈͂peΈ3 

la2pjseΈr3 kiᾐ4 peΈ3 

ペン GEN/DAT3 ペドロ 

「ペドロのペン」 

 

5-28-a 昨日、学校で火事があった 

d̈͂ᾍoΈ2 ga2k̈͂oΈ2 ̈͂skᾱel2 

dᾍoΈ2 ga2-koΈ2  =sa2kᾱel3 

昨日 PST-燃える DS=学校 

「昨日学校が燃えた」「昨日学校で（何かが）燃えた」 

óayer hubo incendio en la escuelaô 
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解説：チナンテク語オスマシン方言の場所や時間を表す名詞句は明示することなく項名詞句とも斜格句

ともなりうる点で、統語論的に多義である。またこの言語は無生の名詞句を明示する必要がない。その

結果、(5-28-a)のような表現は「学校が燃えた」と「学校で（何かが）燃えた」と二通りの解釈が可能

である。 

 

5-28-b 私は明日用事があります 

ᾐßΈ41 ̈͂tὊaΈ1 k»Έ1 e1 ̈͂hmeΈn31 

ᾐß4=Έ1 =tὊaΈ2 k»Έ2 e2 hmeΈn13=n 

明日=LG DS=EXT 一 NMLZ POT:する:1S=1SG/IN 

「明日私は一つやることがある」 

óma¶ana tengo algo que hacerô 

 

5-29 （この世には）お化けなんていない。 

tὊi2ẗ͂Ὂ«Έ2 sa2n̈͂yΈ51 ̈͂tὊ«Έ21 hmὢ1g̈͂ᾬyΈ41 la1 

tὊi2-tὊ«Έ2  sa2-nyΈ51 =tὊ«Έ2  hmὢ2gᾬyΈ51 la1 

NEG:EXT-EXT:AN CLF-妖怪 DS=EXT:AN 世界 この 

「この世には妖怪などいない」 

óen este mundo no hay chanequesô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言の存在文の否定は二箇所に表示される。最初の表出は存在詞の接頭

辞 tὊi 2- ないし sa2- で、次の表出は存在文の唯一項名詞句のあとに繰り返される存在詞である。 

 

5-30 （そこには）英語を話す人もいるが、話さない人もいる。 

he3ḧ͂naΈ31 ̈͂tÞӉΈᾐ
2 da1 ̈͂ᾐlủᾐ1 huΈ3da4n̈͂uΈ1, he2d̈͂ᾍ«ᾐ4 sa2ᾐ̈͂lủᾐ2 ̈͂huΈ3 ha║Έ41 

he3h+na1 =tÞӉΈᾐ
3  da2 ᾐlủᾐ2  huΈ35+da2nuΈ1% he2dᾍ«ᾐ4 

sa2-ᾐlủᾐ2 DS=huΈ35 ha║Έ1 

〜の辺り+それ 中にいる:AN:PL 人 IPFV:話す:3 言葉+米国人  いくらか:AN 

NEG-IPFV:話す:3 言葉 その 

「そこには英語を話す人がいて、いくらかはその言語を話さない」 

óall§ hay unos que hablan ingl®s y otros que noô 

 

5-31 私より英語ができる人は（ほかに／もっと）います。 

ẗ͂Ὂ«Έ2ga3 ǫ2 ̈͂ᾐlủᾐ2 huΈ4da5n̈͂uΈ1 ̈͂k»Έ2ga3 ̈͂hnÞ2 

tὊ«Έ2=ga3  ǫ2 ᾐlủᾐ2  huΈ35+da2nuΈ1 k»Έ2=ga3  =hnÞ3 

EXT:AN=もっと NMLZ:AN IPFV:話す:3 言葉+米国人 一=もっと DS=PRO1SG 

「私よりもっと英語が話す人はまだいます」 

óhay m§s gente que hablan ingl®s mejor que yoô 
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5-32 ちょっとあなたにお願いがあります。 

῁Ǽὢn4 ko1d̈͂ᾍaΈ1 kᾬÞᾐ3 

Ǽὢ4=n   =ko2dᾍaΈ2 kᾬÞᾐ4 

POT:頼む:1S=1SG/IN  DS=お願い GEN/DAT2SG 

「一つあなたにお願いがあります」 

óte pido un favorô 

 

5-33-a 冬の雨【時間】 

wa2ḧ͂maΈ24 kiᾐ4 ̈͂hǫΈ2 ̈͂gᾬyΈ3 

wa2-hmaΈ24 kiᾐ4 hǫΈ2 gᾬyΈ3 

CLF-雨  GEN/DAT3 時季 寒い 

「寒い季節の雨」 

óla lluvia de la temporada fr²aô 

 

5-33-b-i 東京の家【場所】 

sa2ᾐ̈͂neΈ24 kiᾐ3 ma1l̈͂oΈ31 

sa2-ᾐneΈ24 =kiᾐ3  ma2loΈ13 

CLF-家 DS=GEN/DAT3 トゥステペク 

「トゥステペクの家（町の象徴、町役場など）」 

‘la  casa de Tuxtepec’ 

 

5-33-b-ii 東京の家【場所】 

sa2ᾐ̈͂neΈ24 tὊiᾐ4 ma1l̈͂oΈ31 

sa2-ᾐneΈ24 =tὊiᾐ5  ma2loΈ13 

CLF-家 DS=建っている トゥステペク 

「トゥステペクに建っている家」 

‘la  casa que está en Tuxtepec’ 

 

5-34-a 彼の泳ぎ 

la1 ̈͂gὢΈj3 o2ḧ͂mὢΈ41 

la1 gὢΈ3=j  wa2-hmὢΈ41 

〜のよう IPFV:壊す:3=3AN CLF-水 

「彼が泳ぐようす」 

ósu modo de nadar / como nada ®lô 

 

5-34-b 犬の鳴き声 

la1 ̈͂heΈ3 sa2d̈͂ὢΈ41 

la1 heΈ3  sa2-dὢΈ41 

〜のよう IPFV:吠える:3 CLF-犬 

「犬が吠えるようす」 

óladrido de un perroô 
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5-34-c 火山の爆発【Bが行為を示す名詞である場合の主体】 

la1 ̈͂nὢΈ2 k»Έ2 bol2k«Έ13 

la1 nὢΈ2  k»Έ2 bol2k«Έ13 

〜のよう IPFV:爆発する 一 火山 

「火山が爆発するようす」 

óerupci·n de un volc§nô 

 

5-34-d 車の運転【同じく客体／対象】 

la1 ̈͂koΈjᾐ3 ̈͂koΈtὊ3 

la1 koΈᾐ3=j  koΈ3tὊe3 

〜のよう IPFV:触る:3=3AN 車 

「（誰かが）車を運転するようす」 

óconducci·n de un cocheô 

 

5-34-e 〜の小説【Aの生産物であるB】 

l̈͂iΈ3bro3 kiᾐ4 ̈͂hw«Έ24 ̈͂rul2hwoΈ2 

liΈ3bro3 kiᾐ4 hwan24 =rul3hwo3 

本 GEN/DAT3 フアン DS=ルルフォ 

「フアン・ルルフォの（書いた）本」 

ólibro (de la autor²a) de Juan Rulfoô 

 

5-35a Xさん（固有名詞）のお母さん【親族】 

tὊoΈ24 ̈͂peΈ2 

tὊoΈ24 =peΈ3 

母:3 DS=ペドロ 

「ペドロのお母さん」 

óla mam§ de Pedroô 

 

5-35-b 机の横に／机の前に／*机に（来て！）【場所名詞】 

Ὤ̈͂aΈ2 ̈͂koΈ3 na3m̈͂eΈs2 

ὬaΈ2 koΈ3 na3-meΈs2 

IMP:来る 横 CLF-机 

「机のわきに来て」 

óáven al lado de la mesa!ô 

 

5-35-c あの人の次【時間的関係】 

tὊi2n̈͂ủΈ3 ̈͂da2 na1 

tὊi2-nủΈ3 da2 na1 

CLF-顔 人 その 

「その人の次」 

ódespu®s de esa personaô 
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5-36-a バラの花びら【種別】 

m̈͂oΈ24 wa4l̈͂e4 

moΈ24 wa2-le4 

葉 CLF-花 

「花びら」 

óp®talos de florô 

 

5-36-b 果物のナイフ【用途】 

i2ẗ͂uΈᾐ13 ty5 mὢ24n̈͂ᾐmaΈ41 

ja2-tuΈᾐ13 ty21 mὢΈ24+na2-ᾐmaΈ41 

CLF-刃 IPFV:切る 玉+CLF-木 

「果物を切るナイフ」 

ócuchillo para frutasô 

 

5-36-c 紙の飛行機【材料・材質】 

ᾐa2b̈͂j»Έ13 kiᾐ4 mo2ḧ͂eΈ41 

ᾐa2bj»Έ13 kiᾐ4 mo2-heΈ41 

飛行機 GEN/DAT3 CLF-紙 

「紙の飛行機」 

óavi·n de papelô 

 

5-36-d チューリップの絵【内容】 

wa2ᾐ̈͂uΈ41 kiᾐ4 wa2le4g̈͂ᾬ׃Έ2 

wa2-ᾐuΈ41 kiᾐ4 wa2-le4+gᾬ׃Έ2 

CLF-絵 GEN/DAT3 CLF-花+赤 

「チューリップの絵」 

ócuadro de unos tulipanesô 

 

5-36-e 花の匂い【産出物】 

ḧ͂yΈᾐ4 wa4l̈͂e4 

hyΈᾐ4 wa2-le4 

いい匂い CLF-花 

「花の匂い」 

óolor a floresô 

 

5-36-f 英文の手紙【表現形式(?)】   

日本語の先生【職種】  井戸の水【取得源】［「～の果物」のような産地でも良い］   

雨の日【状況】 

k̈͂»Έ2 gᾱa4mo2ḧ͂eΈ41 na2s̈͂ὢΈ2 huΈ3da4n̈͂uΈ1 

k»Έ2 gᾱa4+mo2-heΈ41 na2-sὢΈ2  =huΈ35+da2nuΈ1 

一 耳+CLF-紙 STAT-書く:3 DS=言葉+米国人 

「英語で書かれた一枚の手紙」 
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óuna carta en ingl®sô 

 

5-36-g 日本語の先生【職種】 

ta2ḧ͂oᾐ4 kᾬÞӉΈ
3 huΈ3da4n̈͂uΈ1 

ta2ḧ͂oᾐ4 kᾬÞӉΈ
3  =huΈ35+da2nuΈ1 

先生 GEN/DAT3:AN DS=言葉+米国人 

「英語の先生」 

óprofesor de ingl®sô 

 

5-36-h 井戸の水【取得源】 

ḧ͂mὢΈ2 m̈͂toΈ2 

hmὢΈ2 mὢ2-toΈ2 

水 CLF-穴 

「井戸の水」 

óagua del pozoô 

 

5-36-i 雨の日【状況】 

hmὢ3ᾐ̈͂iΈ3 wa2ḧ͂maΈ24 

hmὢΈ3+ᾐiΈ3   wa2-hmaΈ24 

日+ぶら下がっている CLF-雨 

「雨のぶら下がっている日」 

ód²a de lluviaô 

 

5-37-a 妹の花子【同格】 

tὊi2ᾐjaΈ31ß̈͂Έnᾐ13 i2k̈͂a4 

tὊiΈᾐ2+ᾐjaΈ31+ßΈᾐ13=n  ᾐja2+ka4 

子+女+キョウダイ=1SG/IN 女+カルメン 

「私の妹カルメン」 

ómi hermana Carmenô 

 

5-37-b 社長の田中さん 【同格】 

da2ẗ͂aΈ3 ma3ë͂Έl3 ̈͂luΈn2 

da2+taΈ3 ma2eΈl3  =luΈn3 

人+仕事 イスマエル DS=ルナ 

「町長イスマエル・ルナ」 

óel presidente Ismael Lunaô 

 

5-38 となりの家の友達のお父さんの車のタイヤ（が昨日突然パンクしたんだって。） 【属格の連続

使用】 

mὢ24j̈͂aΈn3 kiᾐ4 ̈͂hmiΈ2 da1gᾬaΈ3 ̈͂koΈ1 na1 

mὢ24+jaΈn3  kiᾐ4 hmiΈ2 =da2+gᾬaΈ4 koΈ2 na1 

玉+タイヤ GEN/DAT3 父:3 DS=人+近く 横 その 
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「その横の隣人のお父さんのタイヤ」 

‘la  llanta  del  papá del  vecino de al  lado’ 

 

 

6 19 ₈ ₉  

 

6-1 【直接影響・変化】 

6-1-ʘ 彼はそのハエを殺した。 

i2j̈͂oΈ31 ma1ḧ͂Ǽủᾐ3 tὊi3ḧ͂ủΈ2 

ǫ2+jo3=Έ1  =ma2-hǼủᾐ4  tὊi2-hủΈ3 

NMLZ:AN+あの=LG DS=PRF-P:殺す:3  CLF-ハエ 

「彼は（その）ハエを殺した」 

ó®l mat· la moscaô 

 

6-1-b 彼はその箱を壊した。 

i2j̈͂oΈ31 ma1g̈͂ὢΈ4 sa1kᾬÞᾐ2 na1 

ǫ2+jo3=Έ1  ma2-gὢΈ4  =sa2-kᾬÞᾐ3 na1 

NMLZ:AN+あの=LG PRF-P:壊す:3 DS=CLF-箱 その 

「彼はその箱を壊した」 

ó®l rompi· la cajaô 

 

6-1-ʩ 彼はそのスープを温めた。 

i2j̈͂oΈ31 ma2d̈͂ᾍiΈ4 hmὢᾐ5 

ǫ2+jo3=Έ1  ma2-gὢΈ4  =hmὢᾐ5 

NMLZ:AN+あの=LG PRF-P:壊す:3 DS=スープ 

「彼はスープを温めた」 

ó®l calent· el caldoô 

 

6-1-d-i 彼はそのハエを殺したが、死ななかった。 

i2j̈͂oΈ31 ga1ḧ͂Ǽủᾐ3 sa3ḧ͂yΈᾐ2 pe1 sa1ga1ḧ͂ȈΈj3 

ǫ2+jo3=Έ1  =ga2-hǼủᾐ4 sa2-hyΈᾐ3  pe2 sa2-ga2-hȈΈ4=j 

NMLZ:AN+あの=LG DS=PST-P:殺す CLF-アルマジロ しかし NEG-PST-P:死ぬ=3AN 

「彼はアルマジロを殺したが、死ななかった」 

ó®l mat· el armadillo pero no muri·ô 

 

6-1-d-ii 彼はそのハエを殺したが、死ななかった。 

i2j̈͂oΈ31 ga1ḧ͂Ǽủᾐ3 tὊi1m̈͂ὢΈᾐ13 pe1 sa1ga1ḧ͂ȈΈj3 

ǫ2+jo3=Έ1  =ga2-hǼủᾐ4 tὊi2-mὢΈᾐ24  pe2 sa2-ga2-hȈΈ4=j 

NMLZ:AN+あの=LG DS=PST-P:殺す CLF-蟻  しかし NEG-PST-死ぬ=3AN 

「彼は蟻を殺したが、死にきらなかった」 

ó®l mat· hormigas pero no murieron (todas)ô 
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解説：事態の打ち消しは可能である。(6-1-d-i)の場合は、狩りなどにおけるアルマジロの個体を念頭に

置いたもので、(6-1-d-ii)はアリが多数いるアリの巣のアリを殺しきれなかった場合にも使える。(6-1-d-

i), (6-1-d-ii)の両者ともに両方の動詞を完了形といれかえることができる。なお、チナンテク語では姿勢

動詞や移動動詞に数による補充法があるほかは、三人称の単複の区別がない。 

 

6-2 【直接影響・無変化】 

6-2-ʘ 彼はそのボールを蹴った。 

i2j̈͂oΈ31 ma1ᾐ̈͂eΈ2 mὢ13pe1l̈͂ot2 

ǫ2+jo3=Έ1  =ma2-ᾐeΈ3 mὢ24+pe2lot3 

NMLZ:AN+あの=LG DS=PRF-P:蹴る:3 玉+ボール 

「彼は（その）ボールを蹴った」 

ó®l pate· la pelotaô 

 

6-2-b 彼女は彼の足を蹴った。 

i2j̈͂oΈ31 ma1ᾐ̈͂eΈ2 ma1ẗ͂ὢΈj2 

ǫ2+jo3=Έ1  =ma2-ᾐeΈ3 ma2-tὢΈ3=j 

NMLZ:AN+あの=LG DS=PRF-蹴る:3 CLF-足:3=3AN 

「彼は彼の足を蹴った」 

ó®l le pate· en el pieô 

 

6-2-ʩ 彼はその人にぶつかった（故意に）。 

ma2dᾍi2Ὤ̈͂uΈj4 ᾐὬiΈj2 kᾬÞӉΈᾐ
2 i1j̈͂o2 

ma2-dᾍi2ὬuΈ4=j  =ᾐὬiΈ3=j  kᾬÞӉΈᾐ
3  ǫ2+jo3 

PRF-P:ぶつかる:3=3AN DS=REFL3=3AN COM NMLZ:AN+あの 

「彼はわざと彼にぶつかった」 

ó®l se tir· contra ®lô 

 

6-2-d 彼はその人とぶつかった（うっかり）。 

ma2dᾍi2Ὤ̈͂uΈj4 kᾬÞӉΈᾐ
2 i1j̈͂o2 

ma2-dᾍi2ὬuΈ4=j  =kᾬÞӉΈᾐ
3  ǫ2+jo3 

PRF-P:ぶつかる:3=3AN DS=COM NMLZ:AN+あの 

「彼は彼にぶつかった」 

ó®l se choc· con ®lô 

 

6-3 【知覚 2A vs. 2B】 

6-3-ʘ あそこに人が数人見える。 

hnÞ3 he1d̈͂ᾍ«ᾐ3 d̈͂a1 he2ḧ͂naΈ21 

hnÞ3 =he2dᾍ«ᾐ4  da2 he3h+na1 

見える DS=いくらか:AN 人 〜の辺り+その 

「あそこに人が数人見える」 

óse ven algunas personas ah²ô 
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6-3-b 私はその家を見た。 

ga2ḧ͂ủΈn4 sa2ᾐ̈͂neΈ24 na1 

ga2-hủΈ4=n   sa2-ᾐneΈ24 na1 

PST-P:見る:1S=1SG/IN CLF-家 その 

「私はその家を見た」 

óvi esa casaô 

 

6-3-ʩ 誰かが叫んだのが聞こえた。 

ga2l̈͂nyᾐ3 ga1ᾐ̈͂oᾐ2 ̈͂h«Έ1 ̈͂da1 

ga2-la2-nyᾐ3 =ga2-ᾐoᾐ3 h«Έ2 da2 

PST-INCH-聞こえる DS=PST-叫ぶ:3 一:AN 人 

「一人叫ぶのが聞こえた」 

ôse oy· gritar a alguienô 

 

6-3-d 彼はその音を聞いた。 

i2j̈͂oΈ31 ga1n̈͂uΈ3 ga1ᾐ̈͂ǫΈ2 

ǫ2+jo3=Έ1  =ga2-nuΈ4  ga2-ᾐǫΈ3 

NMLZ:AN+その=LG DS=PST-P:聞く:3 PST-P:鳴る 

「彼は鳴ったのを聞いた」 

‘escuchó que sonó’ 

 

6-4 【（知覚2A）発見・獲得・生産など】 

6-4-ʘ 彼は（なくした）カギを見つけた。 

ga2ḧ͂nßjᾐ5 ho1Ὤ̈͂eΈ13 

ga2-hnßᾐ5=j  =ho2+ὬeΈ24 

PST-P:見つける:3=3AN DS=?+鉄 

「鍵を見つけた」 

óencontr· la llaveô 

 

6-4-b 彼は椅子を作った。 

ga2ḧ͂meΈj3 ᾐma1s̈͂iΈ2 

ga2-hmeΈ3=j =ᾐma2+siΈ3 

PST-P:する:3=3AN DS=木+椅子 

「椅子を作った」 

ó®l hizo la sillaô 

 

 

6-5 【追及】 

6-5-ʘ 彼はバスを待っている。 

i2j̈͂oΈ31 ̈͂tὊeᾐ4 ̈͂hßӉΈ
2 pa1s̈͂aΈ2he2 

i2+jo3=Έ1  =tὊeᾐ5  hßӉΈ
3  pa2saΈ3he3 

NMLZ:AN+その=LG DS=立っている:3 IPFV:待つ:3 バス 
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「彼はバスを待っている」 

ó®l est§ esperando el autob¼sô 

 

6-5-b 私は彼が来るのを待っていた。 

ḧ͂nÞΈ3 ma3ẗ͂Ὂenᾐ4 ma2ḧ͂ÞӉΈ
3 hniᾐ2 

hnÞΈ3 ma3-tὊeᾐ4=n   ma2-hÞӉΈ
3=hniᾐ2 

PRO1SG PSTHAB-立っている:1S=1SG/IN  PRF-P:待つ:AN:1S=1>3 

「私は彼が来るのを待っていた」 

óyo estaba esperando a ®lô 

 

6-5-ʩ 彼は財布を探している。 

i2j̈͂oΈ31 ̈͂tὊeᾐ4 ̈͂ᾐnoΈᾐ2 lo1k̈͂uΈ2 kijᾐ3 

i2+jo3=Έ1  =tὊeᾐ5   ᾐnoΈᾐ3  loΈ2+kuΈ3 kiᾐ4=j 

NMLZ:AN+その=LG DS=立っている:AN:3 IPFV:探す:3 皮+金 GEN/DAT3=3AN 

「彼は彼の財布を探している」 

ó®l est§ buscando su carteraô 

 

解説：(6-5a, b, c)にあるように、チナンテク語オスマシン方言では姿勢動詞「立っている」「座ってい

る」「横たわっている」が動作動詞の前に現れて継続中の動作を表す文法化を起こしつつある。 

 

6-6 【知識１】 

6-6-ʘ-i 彼はいろんなことをよく知っている 

i2j̈͂oΈ31 ̈͂kᾬyΈᾐ2 la1hủΈ21 

i2+jo3=Έ1  =kᾬyΈᾐ3  la1hủΈ21 

NMLZ:AN+その=LG DS=知る:3 全て 

「彼は物事を何でも知っている（知識がある）」 

ó®l conoce muchas cosasô 

 

6-6-ʘ-ii 彼はいろんなことをよく知っている 

i2j̈͂oΈ31 ̈͂liᾐ2 la1hủΈ21 

i2+jo3=Έ1  =liᾐ3  la1hủΈ21 

NMLZ:AN+その=LG DS=知る:3 全て 

「彼は何でもできる（技がある）」 

ó®l sabe de todoô 

 

6-6-ʘ-iii 彼はいろんなことをよく知っている 

i2j̈͂oΈ31 ̈͂tủӉΈ
1 mo1ḧ͂eΈ31 

i2+jo3=Έ1  =tủӉΈ
2  mo2+heΈ41 

NMLZ:AN+その=LG DS=知る:3 葉+紙 

「彼は物知りだ（学んだことを知っている）」 

ó®l es sabioô 
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6-6-b 私はあの人を知っている。 

k̈͂ᾬȈΈ21 hniᾐ2 

kᾬȈΈ21=hniᾐ2 

知る:AN:1S=1>3 

「私は（その人を）知っている」 

ólo conozcoô 

 

6-6-ʩ 彼はロシア語ができる。 

l̈͂ijᾐ2 huΈ4 sa4n̈͂oΈ51 

liᾐ2=j huΈ35 sa2-noΈ41 

知る:3 言葉 CLF-サポテク 

「彼はサポテク語ができる」 

ó®l sabe zapotecoô 

 

6-7 【知識２】 

6-7-ʘ あなたはきのう私が言ったことを覚えていますか？ 

tὊi3 ̈͂daΈ2 ᾐoᾐ1 e1 ga1ḧ͂wủnᾐ3 ᾐne1 ̈͂dᾍoΈ1 

tὊi3 =daΈ3  ᾐo2=ᾐ  e2 ga2-hwủᾐ4=n  ᾐne2 dᾍoΈ2 

Q DS=覚えている 覚えている=2SG NMLZ PST-P〜に言う:1S=1SG/IN PRO2SG 昨日 

「あなたは昨日私があなたに言ったことを覚えていますか」 

 

6-7-b 私は彼の電話番号を忘れてしまった。 

ga2g̈͂aΈ2 dủn21 ̈͂ᾐwủᾐ2 kiᾐ3 na3l̈͂uΈ31 kijᾐ3 

ga2-gaΈ2  dủn21  =ᾐwủᾐ3 kiᾐ4 na2-luΈ2  kiᾐ4=j 

PST-P:忘れる 忘れる:1S  DS=字 GEN/DAT3 CLF-音のする機械 GEN/DAT3=3AN 

「私は彼の電話番号を忘れてしまった」 

óse me olvid· su n¼mero de tel®fonoô 

 

解説：チナンテク語において「覚えている」「忘れる」など多くの感覚・心情述語は、非人称動詞と心

臓ないし肝臓を指すdủn21 (1SG) / ᾐoᾐ2 (2SG) / dủΈ4 (3)からなる複雑述語で表される。身体部位の部分は、元

の語義の通りに使われ内臓を指す場合と違い、強勢を持たない。 

 

6-8 【感情１】 

6-8-ʘ 母は子供たちを深く愛していた。 

ẗ͂ὊoΈj24 e21 ma2ᾐ̈͂nÞΈj13 hwer4te1 ̈͂h»Έj2 

tὊoΈ24=j e21 =ma3-ᾐnÞΈ24=j  hwer5te1 h»Έ3=j 

母:3=3AN その DS=PSTHAB-愛する:3=3AN とても 子:3=3AN 

「母は子どもたちをとても愛していた」 

óla madre quer²a mucho a sus hijosô 
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6-8-b 私はバナナが好きだ。 

ẗ͂ὢΈᾐ4 dủn21 na2ẗ͂oΈ41 

tὢΈᾐ4 dủn21 na2-toΈ41 

好く 好く:1S CLF-バナナ 

「私はバナナが好きだ」 

óme gustan los pl§tanosô 

 

6-8-ʩ-i 私はあの人が嫌いだ。 

la1ᾐ̈͂ÞӉΈnᾐ
3 ̈͂daΈ2 na1 

la1-ᾐÞӉΈᾐ
3=n  da2=Έna1 

IPFV:INVOL-嫌う:AN=1SG 人=その 

「私はその人が嫌いだ」 

óodio a esa personaô 

 

6-8-ʩ-ii 私はあの人が嫌いだ。 

la1ᾐ̈͂ßΈnᾐ3 kiᾐ4 

la1-ᾐßΈᾐ3=n  kiᾐ4=j 

IPFV:INVOL-嫌う=1SG/IN GEN/DAT3=3AN 

「私はその人が嫌いだ」 

óodio a esa personaô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言で人を嫌う場合、動詞の有生目的語形 la1ᾐÞӉΈᾐ
3を使って嫌う相手を

直接目的語に取ることもできるが、無生目的語形la1ᾐßΈᾐ3 (inan.)と属与格代名詞を使って嫌う相手を表す

こともできる。ソチアパン方言（Foris 1993）、ウシラ方言（Skinner & Skinner 2000）やララナ方言（フ

ィールドノート）など他のチナンテク語方言では有生性標示の有無が人称階層に影響され分裂能格性を

示し、その他にもコマルテペク方言など（Anderson 2018）人称階層の影響する現象があるが、オスマシ

ン方言のこの交替においては、両者の間に人称階層などによる使い分けや意味の違いは見受けられな

い。 

 なお、非意図接頭辞la1-はgwӉΈ
21「眠る」からla1gwӉΈ

14「眠い」を派生するなど、非意図的な状態や動

作を表す動詞を派生し、この接頭辞を取れるものには少なくとも 30-40程度の動詞があると見られる。 

 

6-9 【感情２】 

6-9-a 私は靴が欲しい。 

ᾐnon4 sa1m̈͂ὢΈ31 

ᾐno4=n  =sa2-mὢΈ41 

欲す:1S=1SG/IN DS=CLF-靴 

「私は靴が欲しい」 

óquiero unos zapatosô 
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6-9-b 今、彼にはお金が要る。 

n̈͂aΈ4ga3hyΈᾐ31 ̈͂ᾐnßΈj3 ̈͂kuΈ2 

na4=Έga3hyΈᾐ31 =ᾐnßΈ4=j  kuΈ3 

今=すぐに DS=欲する:3=3AN 金 

「今すぐ彼は金が欲しい」 

óahora mismo necesita dineroô 

 

6-10 【感情３】 

6-10-ʘ （私の）母は（私の）弟がうそをついたのに怒っている。 

ᾐ̈͂ÞӉΈ
24 ma4k̈͂ᾬan4 kiᾐ3 ma1ḧ͂uΈ3 tὊi1ß̈͂Έnᾐ13 

ᾐÞӉΈ
24 ma13+kᾬa4=n =kiᾐ4 ma2-huΈ4  tὊiΈᾐ2+ßΈᾐ13=n 

怒っている:3 母+GEN/DAT1SG:AN=1SG/IN DS=〜故に PRF-P:嘘をつく:3 子+キョウダイ=1SG/IN 

「母は弟が嘘をついたのに怒っている」 

ómi mam§ est§ enojada porque mi hermano minti·ô 

 

6-10-b-i 彼は犬が怖い。 

la1ᾐ̈͂Ὤaj4 sa2d̈͂ὢΈ41 

la1-ᾐὬa4=j   sa2-dὢΈ41 

INVOL-怖い:AN=3AN  CLF-犬 

「彼は犬が怖い」 

ótiene miedo a los perrosô 

 

6-10-b-ii 彼は犬が怖い。 

g̈͂«jᾐ2 sa2d̈͂ὢΈ41 

g«ᾐ2=j  sa2-dὢΈ41 

恐れる:AN=3AN CLF-犬 

「彼は犬を恐れる」 

ótiene miedo a los perrosô 

 

6-11 【関係１】 

6-11-ʘ 彼は父親に似ている。 

l̈͂«Έj4 la1 ̈͂l«Έ3 ̈͂hmiΈj1 

l«Έ4=j  la1 =l«Έ4  hmiΈ2=j 

COP:AN=3AN のよう DS=COP:AN 父:3=3AN 

「彼は父親に似ている」 

óse parece a su pap§ô 

 

6-11-b 海水は塩分を含んでいる。 

hmὢ2Ὤ̈͂eΈᾐ13 kᾬÞӉΈᾐ
2 wa2Ὤ̈͂eΈ21 

hmὢΈ2+ὬeΈᾐ13 =kᾬÞӉΈᾐ
3 wa2-ὬeΈ2 

水+海  DS=COM CLF-塩 

「海は塩入りだ」 
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óel agua del mar contiene salô 

 

6-12 【関係２】 

6-12-ʘ 私の弟は医者だ。 

tὊi2ß̈͂Έnᾐ13 ̈͂l«Έ3 tủ2m̈͂ủΈ2 

tὊiΈᾐ2+ßΈnᾐ13 =l«Έ4  tủ3+mủΈ3 

子+キョウダイ DS=COP:AN 知る人+薬 

「私の弟は医者だ」 

ómi hermano es m®dicoô 

 

6-12-b 私の弟は医者になった。 

tὊi2ß̈͂Έnᾐ13 ma1l̈͂«Έ3 tủ2m̈͂ủΈ2 

tὊiΈᾐ2+ßΈnᾐ13 =ma2-l«Έ4  tủ3+mủΈ3 

子+キョウダイ DS=PRF:P:なる:AN 知る人+薬 

「私の弟は医者になった」 

ómi hermano se hizo m®dicoô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言ではコピュラla4 (inan.) / l«Έ4 (an.)にアスペクト接頭辞をつけた形が状

態変化を表す「なる」として使われる。他の非動作者的動詞と同様、未完了形では接頭辞 da2-が使われ

る。ララナ方言などではコピュラと「なる」は語幹交替による派生関係にあると見られるが共時的に不

透明である。 

 

6-13 【能力１】 

6-13-ʘ 彼は車の運転ができる。 

l̈͂ijᾐ2 ̈͂kojᾐ4 ̈͂kaΈr3 

liᾐ2=j koᾐ4=j  kaΈr3 

知る=3AN POT:触る:3=3AN 車 

「彼は車の運転ができる」 

ósabe manejar carroô 

 

6-13-b 彼は泳げる。 

l̈͂ijᾐ2 ̈͂gὢΈj4 wa2ḧ͂mὢΈ41 

liᾐ2=j gὢΈ4=j   wa2-hmὢΈ41 

知る=3AN POT:壊す:3=3AN CLF-水 

「彼は泳げる」 

ósabe nadarô 

 

6-14 【能力２】 

6-14-ʘ 彼は話をするのが上手だ。 

l̈͂ijᾐ2 ̈͂dᾍaΈj4 ̈͂huΈ24 

liᾐ2=j  dᾍaΈ4=j =huΈ35 

知る=3AN POT:置く:3=3AN DS=言葉 
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「彼は話をすることを知っている」 

óse le da bien hablarô 

 

6-14-b 彼は走るのが苦手だ。 

sa2l̈͂ijᾐ2 ̈͂ᾐlǫΈj4 

sa2-liᾐ2=j  ᾐlǫΈ4=j 

NEG-知る=3AN POT:走る:3=3AN 

「彼は走ることを知らない」 

óno se le da bien correrô 

 

6-15 【移動】 

6-15-ʘ-i 彼は学校に着いた。 

ma2ḧ͂aΈj3 sa3k̈͂ᾱel2 

ma2-haΈ3=j  sa3kᾱel2 

PRF-P:来る:3=3AN 学校 

「（その学校に通わない人が）学校に着いた」 

óvino a la escuelaô 

 

6-15-ʘ-ii 彼は学校に着いた。 

ma2ḧ͂«Έjᾐ3 sa3k̈͂ᾱel2 

ma2-h«Έᾐ3=j  sa3kᾱel2 

PRF-P:拠点に来る:3=3AN 学校 

「（その学校に通う人が）学校に着いた」 

óvino a la escuelaô 

 

6-15-b 彼は道を渡った／横切った。 

ma2k̈͂ᾱ«jᾐ4 tὊi2ḧ͂wủΈ3 

ma2-kᾱ«ᾐ4=j  tὊi2-hwủΈ3 

PRF-P:与える:3=3AN  CLF-道 

「彼は道を渡った」 

ócruz· el caminoô 

 

6-15-ʩ 彼はこの道を通った。 

ma2῁ǼủΈj3 tὊi2ḧ͂wủΈ3 

ma2-ǼủΈ3=j  tὊi2-hwủΈ3 

PRF-P:通る:3=3AN CLF-道 

「彼は道を通った」 

ópas· por el caminoô 
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6-16 【感覚１】 

6-16-ʘ 彼はお腹を空かしている。 

k̈͂ᾬ»jᾐ1 wa2ᾐ̈͂eΈ24 

kᾬ»ᾐ1=j  wa2-ᾐeΈ24 

空腹だ:3=3AN CLF-トルティージャ 

「彼はお腹を空かしている」 

ótiene hambreô 

 

6-16-b 彼は喉が渇いている。 

li2k̈͂ǫΈ2 dủΈj4 wa2ḧ͂mὢΈ41 

li2kǫΈ2  dủΈ4=j   wa2-hmὢΈ41 

喉が渇いている 喉が渇いている:3=3AN CLF-水 

「彼は喉が渇いている」 

ótiene sedô 

 

6-17 【感覚２】［完全な一項、もしくは０項の感覚述語である。］ 

6-17-ʘ 私は寒い。 

g̈͂ᾬynᾐ2 

gᾬyΈ2ᾐ=n 

寒がる:1S=1SG/IN 

「私は寒い」 

ótengo fr²oô 

 

6-17-b 今日は寒い。 

g̈͂ᾬyΈ21 ̈͂na3 

gᾬyΈ2=1 =na4 

寒い=LG DS=今日 

「今日は寒い」 

óhoy hace fr²oô 

 

6-18 【（社会的）相互行為１】 

6-18-ʘ 私は彼を手伝った／助けた。 

hnÞ3 ga2ḧ͂men3 be2 kijᾐ3 

hnÞ3 =ga3-hme4=n  be3 kiᾐ3=j 

PRO1SG DS=PST-P:する:1S=1SG/IN 力 GEN/DAT3=3AN 

「私は彼を手伝った」 

óyo le ayud®ô 

 

6-18-b 私は彼がそれを運ぶのを手伝った。 

hnÞ3 ga2ḧ͂men3 be2 kijᾐ3 nak»n41 

hnÞ3 =ga3-hme4=n  be3 kiᾐ3=j  na2-k»41=n 

PRO1SG DS=PST-P:する:1S=1SG/IN 力 GEN/DAT3=3AN IPFV:AND-持っていく:1S=1SG/IN 
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「私は彼を手伝った」 

óyo le ayud® a llevarloô 

 

6-19 【（社会的）相互行為２（言語行動）】 

6-19-ʘ 私はその理由を彼に聞いた。 

ga2῁Ǽὢn13 ̈͂huΈ4 kijᾐ3 e1l̈͂aΈ13 

ga2-Ǽὢ13=n   huΈ35 =kiᾐ4=j  e2laΈ24 

PST-P:尋ねる:1S=1SG/IN 言葉 DS=GEN/DAT3=3AN なぜ 

「なぜかを彼に訊いた」 

óle pregunt® por qu®ô 

 

6-19-b-i 私はそのことを彼に話した。 

ḧ͂nÞΈ3 ga1ḧ͂wὢᾐ3 hniᾐ1 

hnÞ3=Έ  =ga2-hwὢᾐ4=hniᾐ2 

PRO1SG=LG DS=PST-P:〜に言う:1S=1>3 

「私は彼に言った」「私は彼に伝えた」 

óse lo avis®ô 

 

6-19-b-ii 私はそのことを彼に話した。 

ḧ͂nÞΈ3 ga1k̈͂onᾐ3 huΈ24 kᾬÞӉΈᾐ
2 

hnÞ3=Έ  =ga2-koᾐ4=n  huΈ35 kᾬÞӉΈᾐ
3=j 

PRO1SG=LG DS=PST-P:触る:1S=1SG/IN 言葉 COM=3AN 

「私は彼にたれ込んだ」 

óle pas® el chismeô 

 

6-20 【再帰・相互】 

6-20-ʘ 私は彼と会った。 

ga2ḧ͂ủӉΈ
21 hniᾐ2 

ga2-hủӉΈ
21=hniᾐ2 

PST-P:見る:AN:1S=1>3 

「私は彼と会った」 

óyo lo viô 

 

 

7 20 ₈ ₉  

 

7-1 彼はいつも新聞を読みながらご飯を食べる。 

la1hủΈ21 ̈͂hǫΈᾐ3 e2 ̈͂kuΈjᾐ41 ̈͂ᾐủΈj2 pe1r̈͂jo2di2ko2 

la1hủΈ21 hǫΈᾐ3 e2 kuΈᾐ4=j=Έ1   =ᾐủΈ3=j   pe2rjo3di3ko3 

全て 機会 NMLZ IPFV:食べる:3=3AN=LG DS=IPFV:読む:3=3AN  新聞 

「食べるたびに新聞を読んでいる」 

ócada que come lee peri·dicoô 
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7-2 （私は）昨日は〜時に家に帰って、少しテレビを見て（から）、寝ました。 

d̈͂ᾍoΈ2 ̈͂hanᾐ3 ̈͂kin31 k»2ᾐ̈͂ǫ2 ̈͂gᾬaΈ24, ga2ḧ͂ủn4 na2l̈͂uΈ2, h«Έ2ga3 ga1g̈͂ᾱὢn4 kin21 

dᾍoΈ2 h«ᾐ3=n    kin31  k»2ᾐǫ4 gᾬaΈ4  

ga2-hủ4=n   na2-luΈ2  h«Έ2ga3(5) =ga2-gᾱӉΈ
21=n  kin31 

今日=LG PST:拠点に来る:1S=1SG/IN  GEN/DAT1SG 〜時 十  

PST-P:見る:1S=1SG/IN CLF-音のする機械 その後 DS=PST-P:眠る:1S=1SG/IN GEN/DAT1SG 

「昨日は 10時に家に帰って、テレビを見て、寝た」 

óayer regres® a casa a las diez, vi la televisi·n y me acost®ô 

 

7-3 （私は）昨日階段で転んで、ケガをしてしまった。 

d̈͂ᾍoΈ2 ga1ẗ͂anᾐ2 gᾬyᾐ3 sa1ẗ͂a1, ga2l̈͂aΈ41 ̈͂miΈᾐ1 ̈͂doΈ2 kin4 

dᾍoΈ2 =ga2-t«ᾐ3=n gᾬyᾐ4 sa2-ta2% ga2-la4=Έ1 =miΈᾐ2 doΈ3(5) kin31 

昨日 DS=PST-P:倒れる:AN=1SG 上 CLF-階段 PST-P:なる=LG DS=少し 傷 GEN/DAT1SG 

「昨日階段で転んで、少し私にケガができた」 

óayer me ca² en la escalera, me lastim®ô 

 

7-4 今日も父は会社に行って、兄は大学に行った。 

ma2Ὤ̈͂eΈ3 ẗ͂kᾬan4 ma1n̈͂hmeΈ2 ̈͂taΈ2 ka2lÞᾐ1, ta2k»1hǫΈᾐ13 tὊi1ß̈͂Έnᾐ13 ma1Ὤ̈͂eΈ2 s̈͂kᾱel2 

ma2-ὬeΈ3  tÞΈ13+kᾬan21 ma2na2-hmeΈ3 taΈ3  ka2lÞᾐ1 ta2k»1hǫΈᾐ13 

=tὊiΈᾐ2+ßΈᾐ13=n  ma2-ὬeΈ3 sa2kᾱel3 

PRF-P:行ってくる:3 父+POS1SG:AN PRF-P:する:3 仕事 また その間  

DS=子+キョウダイ=1SG/IN PRF-P:行ってくる:3 学校 

「父はまた仕事に行った。その間兄は学校へ行った。」 

óel pap§ fue al trabajo como siempre, mientras que el hermano fue a la escuelaô 

 

7-5 （あの人は）今日は帽子をかぶって歩いていた。 

ga2῁Ǽὢj3 ̈͂dᾍeΈj13 ko3ẗ͂ὊaΈᾐ31 

ga2-Ǽὢ3=j  dᾍeΈ13=j   ko2tὊaΈᾐ1 

PST-P:歩く:3=3AN かぶっている:3=3AN 帽子 

「帽子をかぶって歩いていた」 

óanduvo con el sombrero puestoô 

 

7-6 （私は）休みの日にはいつも本を読んだり、テレビを見たりしています。 

hmὢ3 ̈͂tenᾐ3 dủn4, ̈͂ᾐủn21 mo1ḧ͂eΈ31 kᾬÞӉΈᾐ
3 ̈͂hủΈn2 na2l̈͂uΈ2 kin21 

hmὢ3 teᾐ3(5)=n   dủn21 ᾐủ21=n  mo2+heΈ41 kᾬÞӉΈᾐ
3 

=hủΈ3=n   na2-luΈ2 kin31 

〜の時 IPFV:休む:1S=1SG/IN 休む:1S IPFV:読む:1S=1SG/IN  葉+紙 COM  

DS=IPFV:見る:1S=1SG/IN CLF-音のする機械 GEN/DAT1SG 

「私は休む時には本を読んだりテレビを見たりしています」 

ócuando estoy descanso leo libros y veo la televisi·nô 
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7-7 時間がないから、急いで行こう。 

ᾐὬuΈᾐ4 hủᾐ2 sa1ḧ͂ÞӉΈ
2 hneΈ21 

ᾐὬuΈᾐ4  =hủᾐ3  sa2-hÞӉΈ
3 hneΈ2 

IMP:急ぐ  DS=なぜなら NEG-暇だ PRO1INCL 

「急げ、なぜなら私たちは暇ではないからだ」 

óap¼rate que no tenemos tiempoô 

 

7-8 昨日は頭が痛かったので、いつもより早く寝ました。 

kiᾐ4 ma3ḧ͂ǫΈ4 hwer5te1 mὢ1d̈͂ᾍen3 ̈͂dᾍoΈ1, ga1g̈͂ᾱӉn
21 ̈͂tԐΈ21 

kiᾐ4 ma3-hǫΈ4  hwer5te1 =mὢ2-dᾍe4=n  dᾍoΈ2 ga2-gᾱӉΈ
21=n 

tԐΈ21 

故に PSTHAB-痛い とても DS=CLF-頭:1S=1SG/IN 昨日 PST-P:眠る:1S=1SG/IN 

早い 

「昨日は頭が痛かったので早く寝た」 

ócomo me dol²a mucho la cabeza ayer, dorm² tempranoô 

 

7-9 あの人は本を買いに行った。 

Ὤ̈͂eΈj3 na2l̈͂Þj31 mo2ḧ͂eΈ41 ̈͂liΈ3bro3 

ὬeΈ3=j   na2-la3=j   mo2+heΈ41  liΈ3bro3 

PST:行ってくる:3=3AN PST:AND-買う:3=3AN 葉+紙  本 

「本を買いに行った」 

ófue a comprar librosô 

 

7-10 （彼は）外がよく見えるように窓を開けた。 

ga2n̈͂ÞΈj2 o3ẗ͂kiΈ41 ma3 l̈͂hnÞΈ2 ka2ᾐ̈͂neΈ13 

ga2-nÞΈ2=j  oΈ3+ta2kiΈ41 ma3 =la2-hnÞΈ3  ka2+ᾐneΈ24 

PST-P:開ける:3=3AN 口+窓  〜のため DS=POT:INCH-見える 横+家 

「外がよく見えるように窓を開けた」 

óabri· la puerta para que se viera bien afueraô 

 

7-11 ここでは夏になると、よく雨が降ります。 

ᾐ̈͂ὢΈ2 hwer5te1 wa2ḧ͂maΈ24 ̈͂sὢΈᾐ2 ̈͂huΈ3njo3 

ᾐὢΈ2  hwer5te1 wa2-hmaΈ24 sὢΈᾐ2 huΈ3njo3 

ipfv:ぶら下がる とても clf-雨  月 6月 

「6月になるとよく雨が降る」 

óllueve mucho en el mes de junioô 

 

7-12 窓を開けると、冷たい風が入って来た。 

hmὢ3 ga2n̈͂aΈ2 o2ẗ͂kiΈ31 ga1ᾐ̈͂eΈ41 wa1dᾍeΈ2 ̈͂gᾬyᾐ2 

hmὢ3 ga2-naΈ2  =oΈ3+ta3kiΈ41 ga2-ᾐe5=Έ1  wa2-dᾍeΈ3+gᾬyᾐ3 

〜の時 PST-P:開く DS=口+窓  PST-P:入る=LG CLF-風+冷たい 

「窓が開くと冷たい風が入ってきた」 
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óal abrir la ventana, entr· el aire fr²oô 

 

7-13 坂を上ると、海が見えた。 

hmὢ3 ga2ẅ͂ὢn41 dᾍe3m̈͂oᾐ2 ga1l̈͂hnÞΈ2 hmὢ2Ὤ̈͂eΈᾐ13 

hmὢ3 ga2-wὢ41=n   dᾍe3+moᾐ2 ga2-la2-hnÞΈ3 hmὢΈ2+ὬeΈᾐ13 

〜の時 PST-P:上る:1S=1SG/IN 頂+山  PST-INCH-見える 水+海 

「山頂に登った時海が見えるようになった」 

ócuando sub² la cuesta, pude ver el marô 

 

7-14 明日雨が降ったら、私はそこに行かない。 

tὊi2ma2 ̈͂ᾐiΈ3 wa2ḧ͂maΈ24 ̈͂ᾐß4, sa1n̈͂ὢn13 

tὊi2ma2 ᾐiΈ3  wa2-hmaΈ24 ᾐß4 =sa2-nὢ24=n 

COND1 ぶら下がっている CLF-雨  明日 DS=NEG-POT:行く:1S=1SG/IN 

「明日雨が降ったら私は行かない」 

ósi llueve ma¶ana, no voyô 

 

7-15 もっと早く起きればよかったなあ。 

hwa3 ma1n̈͂on3 ̈͂tiΈᾐ2 

hwa3 =ma2-no4=n  tiΈᾐ3 

IRR1 DS=PRF-P:起きる:1S=1SG/IN 朝に 

「朝早くに起きていればなあ」 

óojal§ me hubiera levantado tempranoô 

 

7-16 あんなところへ行かなければよかった。 

hwa3 sa1ma1Ὤ̈͂en3 ko3ẗ͂eΈ2 

hwa3 =sa2-ma2-Ὤe4=n   ko2teΈ3 

IRR1 DS=NEG-PRF-P:行ってくる:1S=1SG/IN 〜の方がいい 

「私は行かないほうがよかった」 

óyo no deb²a haber idoô 

 

7-17-i １に１を足せば、２になる。 

k̈͂»Έ2 kᾬÞӉΈᾐ
3 ̈͂hjoᾐ2 ̈͂kᾱaΈ21 ̈͂t»3 

k»Έ2 kᾬÞӉΈᾐ
3 =hjoᾐ3 kᾱaΈ21  t»4 

一 COM DS=別の IPFV:与える:3 二 

「1がもう 1つと 2を与える」 

óuno m§s uno, dosô, ósi sumas uno a uno, tienes dosô 

 

7-17-ii １に１を足せば、２になる。 

ẗ͂»Έ41 kᾬÞӉΈᾐ
3 ̈͂ᾐnủΈ21 ̈͂kᾱaΈ21 ̈͂ᾐὬa2 

t»4=Έ1 kᾬÞӉΈᾐ
3 ᾐnủ2=Έ1 kᾱaΈ21  =ᾐὬa3 

二=LG COM 三=LG IPFV:与える:3 DS=五 

「2が3と 5を与える」 
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ódos m§s tres, cincoô, ósi sumas dos a tres, tienes cincoô 

 

7-18 駅に着いたら電話をしてください。 

ka3ma2d̈͂ᾍoᾐ4 he2 ̈͂tὊiᾐ4 ter1mi1n̈͂al2, h«1ẗ͂oᾐ3 huΈ3 kin4 

ka3ma2-dᾍo4=ᾐ  he3 =tὊiᾐ5  ter2mi2n̈͂al3  h«1-toᾐ3=ᾐ   huΈ35 

kin31 

〜次第-PFV:着く:2=2SG 〜の所 DS=立っている ターミナル FUTIMP-IPFV:入れる:2=2SG  言葉 

GEN/DAT1sg 

「ターミナルに着き次第私に電話してください」 

ócuando llegues a la terminal, ll§mameô 

 

7-19 日曜日になったら、みんなで公園に行きたいなあ。 

ᾐ̈͂non4 ̈͂nὢn1 tὊi1ḧ͂maΈ13 kᾬÞӉΈᾐ
2 la1hủӉΈ

4 ᾐnÞᾐ1 hmὢ3 do1m̈͂in2go2 

ᾐno4=n =nὢ24=n   tὊi2hmaΈ24 kᾬÞӉΈᾐ
3(5) la1hủӉΈ

21 ᾐnÞᾐ2 hmὢΈ4+do2min3go3 

欲す:1S=1SG/IN DS=POT:行く:1S=1SG/IN  小川 COM 全て:AN PRO2PL 日+日曜 

「日曜日にはあなたたち皆と小川に行きたい」 

óme gustar²a ir con ustedes al arroyoô 

 

解説：nὢn24「私は行くだろう」に見られるように、基底の/24.2.24/連続で最初の/24/が/2/と中和する。と

りあえず上昇調連続の回避と呼んでおく。 

 

7-20 明日雨が降ったら困るなあ。 

d̈͂ᾍuΈ41 hwa2 sa1ḧ͂ÞΈ41 wa1ḧ͂maΈ13 ̈͂ᾐß3 

dᾍu4=Έ1  =hwa3(5) sa2-hÞΈ21=1 wa2-hmaΈ24 ᾐß4 

良い=LG DS=IRR1 NEG-来る=LG CLF-雨  明日 

「明日雨が降らないといい」 

óojal§ no llueva ma¶anaô 

 

7-21 家に来るなら、電話をしてから来てください。 

h«1ḧ͂meΈᾐ31 huΈ4 ̈͂hÞӉΈ
3, tὊi2ma2 ̈͂ὬeΈᾐ31 ̈͂kin4 

h«1-hmeΈ31=ᾐ  huΈ4 hÞӉΈ
3  tὊi2ma2 ὬeΈᾐ13=ᾐ  kin31 

FUTIMP-IPFV:する:2=2SG 言葉 前もって  COND1 POT:来る:2=2SG GEN/DAT1SG 

「もし私の家に来るなら、前もって知らせろ」 

ósi vienes a mi casa, ll§mame antesô 

 

7-22 （もうすぐベルが鳴るので）鳴ったら、教えてください。 

waΈ3 ga1ᾐ̈͂ǫΈ2 na2l̈͂uΈ21 kin21 h«1ḧ͂meΈᾐ31 huΈ4 kin5 

waΈ3 =ga2-ᾐǫΈ3   na2-luΈ2   kin31%  h«1-hmeΈ31=ᾐ  huΈ35  

kin31 

COND2 DS=PST-P:鳴る CLF-音のする機械 GEN/DAT1SG FUTIMP-IPFV:する:2=2SG 言葉  

GEN/DAT1SG 

「私の電気機器が鳴ったら知らせてください」 
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ócuando suene el timbre, av²sameô 

 

7-23 （もしかしたらベルが鳴るかもしれないので）もし鳴ったら、教えてください。 

tὊi2ma2 ga1ᾐ̈͂ǫΈ2 na2l̈͂uΈ21 kin21, h«1ḧ͂meΈᾐ31 huΈ35 

tὊi2ma2 =ga2-ᾐǫΈ3  na2-luΈ2  kin31  h«1-hmeΈ31=ᾐ  huΈ35 

COND1 DS=PST-P:鳴る CLF-音のする機械 GEN/DAT1SG FUTIMP-IPFV:する:2=2SG 言葉 

「もし私の電気機器が鳴ったら知らせてください」 

ósi suena el timbre, av²sameô 

 

7-24-i 働かざるもの食うべからず。／働かない者は、食べるべきではない。 

ǫ2 sa2ḧ͂meΈ21 ̈͂taΈ2 sa1k̈͂uΈjᾐ1 

ǫ2 sa2-hmeΈ21  =taΈ3 sa2-kuΈᾐ2=j 

NMLZ:AN NEG-IPFV:する:3 仕事 NEG-IPFV:食べる:3=3AN 

「働かない者は食べない」 

óquien no trabaja, no comeô 

 

7-24-ii 働かざるもの食うべからず。／働かない者は、食べるべきではない。 

hwὢᾐ5 ǫ2 sa2ḧ͂meΈ41 ̈͂taΈ2 sa1k̈͂uΈjᾐ2 

hwὢᾐ5 ǫ2 sa2-hmeΈ4=1 =taΈ3 sa2-kuΈᾐ3=j 

怠け者 NMLZ:AN NEG-POT:する:3=LG DS=仕事 NEG-POT:食べる:3=3AN 

「働かない怠け者は食べない」 

óflojo que no trabaje, no comer§ô 

 

解説：(7-24-i)のような一般言明もできるが、未然形を使った(7-24-ii)が常用句である。 

 

7-25 もう少しお金があったらなあ。 

dᾍuΈ41 hwar3 ̈͂tὊaΈ2ga3 miΈᾐ31 ̈͂kuΈ2 kin4 

dᾍu4=Έ1 hwar3 tὊaΈ2=ga3  miΈᾐ2 =kuΈ3(5) kin31 

良い=LG IRR2 EXT=もっと 少し DS=金 GEN/DAT1SG 

「もう少しお金を持っていればなあ」 

óojal§ tuviera un poquito m§s de dineroô 

 

7-26 これも食べたら？ 

e2 ̈͂leΈ31 tὊi1ma1 ̈͂kuᾐ4 e2l̈͂a1 

e2 le3=Έ1  tὊi2ma2 kuᾐ5=ᾐ  e2+la1 

何 POT:なる=LG COND1 POT:食べる:2=2SG NMLZ+この 

「これを食べたら何が起こる？」 

óàqu® tal si comes esto?ô 

 

解説：(7-26)は疑問文の形をとった勧誘、つまり修辞疑問文である。「何が起こる」の部分は省略できな

い。 
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7-27 （やりたいなら自分の）好きなようにやれば？ 

ḧ͂meΈ3 al3 ̈͂ᾐnoΈᾐ1 

hmeΈ3 a3la1  =ᾐnoΈ2=ᾐ 

IMP:する どのように DS=欲す:2=2SG 

「好きなようにしろ」 

 

解説：命令形しか使うことができず、口調を和らげるためには語彙を変えて、 ḧ͂meΈ3 al31 ̈͂l«ᾐ2「おまえ

の考えるようにしろ」などと言う。 

 

7-28 このコップは落としても割れない。 

ma2kᾬeΈ1 ga2ẗ͂oᾐ3 wa3b̈͂aΈs2 la1 sa1da1ḧ͂ßΈ2 

ma2kᾬeΈ1 ga2-toᾐ3  wa3-baΈs2  la1 =sa2-da2-hßΈ3 

éしても PST-落ちる CLF-コップ この DS=NEG-IPFV/POT-IPFV:割れる 

「このコップは落ちても割れない」 

óeste vaso, aunque se caiga, no se rompeô 

 

7-29 このリンゴは高かったのに、ちっとも甘くない。 

mὢ24m̈͂saΈn3 laΈ31 ma1k̈͂ủӉΈ
2 ̈͂ᾐmoᾐ3 pe1 ni1m̈͂iΈᾐ2 sa1ß̈͂Έ2 

mὢ24+man2saΈn3 la1 =ma2-kủӉΈ
3  ᾐmoᾐ4% pe1 ni1+miΈᾐ2  sa1-ßΈ2 

玉+りんご この DS=PRF-P:値段がする 高価な でも éもない+少し NEG-甘い 

「このりんごは高かったのに、少しも甘くない」 

óesta manzana cost· caro y no est§ dulce para nadaô 

 

解説：接頭辞 ni1-は否定極性語を作り、述語に否定辞を要求する。否定辞は動詞の場合 sa2-で、形容詞

の場合はsa1-である。sa1-は存在辞の否定のうちの一つでもある。 

 

7-30 彼の家に行ってみたけれども、彼はいなかった。 

Ὤ̈͂eΈn3 ̈͂kijᾐ4 tὊi2ẗ͂Ὂ«Έ2 ma2g̈͂ᾬaΈj24 

ὬeΈ3=n   kiᾐ4=j  tὊi2-tὊ«Έ2  ma2-gᾬaΈ24=j 

PST:行ってくる:1S=1SG/IN GEN/DAT3=3AN NEG:EXT-EXT:AN PRF-P:座っている:3 

「彼の家に行ったが、いなかった」 

ófui a su casa pero no estabaô 

 

7-31 あの人が来るまで、私はここで待っています。 

【時間的期限[1]】 

ḧ͂ßΈn3 he3laΈ31 la1hǫΈᾐ3 ̈͂hÞΈ4 da1ᾐ̈͂e2 

hßΈ3=n  he3+la1  la1hǫΈᾐ24 =hÞΈ21  da2+ᾐe3 

POT:待つ:1S=1SG/IN 〜の所+この 〜まで DS=POT:来る:3 人+その 

「その人が来るまで私はここで待つ」 

óesperar® aqu² hasta que venga esa personaô 
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7-32 あの人が来るまでに、食事を作っておきますよ。 

【時間的期限[2]】 

ma2na2l̈͂aΈ41 o2m̈͂aΈ3 kin5 h«Έ1ga3 ̈͂hÞΈ4 da1ᾐ̈͂e2 

ma2-na2-la4=Έ1 wa2+maΈ24(5) kin31  h«Έ1ga3(5) hÞΈ21  da2+ᾐe3 

PRF-STAT-P:なる=LG CLF-料理  GEN/DAT1SG あと POT:来る:3 人+その 

「その人が来るまでに私の食事はできている」 

ótendré hecha la comida antes de que venga esa personaô 

 

 

8 21 ₈ ≤ ₉  

 

8-1-a えっ、A（固有名詞）が来たの？ 

mΈ24, tὊi3 ̈͂haΈ24 ̈͂peΈ2 

mΈ24 tὊi3 =ha4   peΈ3 

え Q DS=PST:来る:3 ペドロ 

「え、ペドロが来たの」 

óeh, àvino Pedro?ô 

 

解説：(8-1-a)の3音節目が声調/24/になる理由は調査中である。 

 

8-1-b いや、AじゃなくてBが来たんだ。 

ha2ᾐ«4, ̈͂hw«Έ24ba3 e1 ̈͂haΈ24, h«1 ̈͂peΈ3 e2 

ha2ᾐ«4 hw«Έ24=ba3 =e2 ha4%  h«1  peΈ3 e2 

いや フアン=FOC DS=NMLZ  PST:来る:3 NEG:COP ペドロ NMLZ 

「いや、フアンが来たんだ、ペドロじゃない」 

óno, es Juan el que vino, no Pedroô 

 

8-2-a 誰が来たの？ 

ǫ2 ma2ḧ͂aΈ3 

ǫ2 ma2-haΈ3 

誰 PRF-P:来る:3 

「誰が来たの」 

óàqui®n vino? 

 

8-2-b Aが来たよ。 

p̈͂eΈ3ba3 

peΈ3=ba3 

ペドロ=FOC 

「ペドロだ」 

óes Pedroô 

 

解説：回答は p̈͂eΈ3だけでもじゅうぶんである。 
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8-3-a Aのほうが大きいんじゃないの？ 

tὊi3 sa1ḧ͂ßӉΈᾐ
24ga2 ̈͂peΈ2 

tὊi3 =sa1-hßӉᾐ
5=ga3  peΈ3 

Q DS=NEG-大きい:AN=もっと ペドロ 

「ペドロのほうが大きいの」 

óàno es Pedro m§s alto?ô 

 

8-3-b いや、Aじゃなくて、Bのほうが大きいんだよ。 

ha2ᾐ«4, hßӉᾐ
5ga3 ̈͂hw«Έ24 

ha2ᾐ«4 hßӉᾐ
5=ga3  hw«Έ24 

いや 大きい:AN=もっと フアン 

「いや、フアンのほうが大きい」 

óno, Juan es m§s altoô 

 

8-4-a （電話で）どうしたの）？ 

eΈ2 la4? 

e2 e2 la4 

何 NMLZ COP 

「どうしたの」 

óàqu® es?ô 

 

8-4-b うん、今、お客さんが来たんだ。 

ni1k̈͂»Έ2, h«Έ2 ̈͂daΈ2ba3 na1 ma1ḧ͂aΈ2 

ni1+k»Έ2  h«Έ2 da2=Έba3 na1 =ma2-haΈ3 

もéない+一  一:AN 人=FOC そこ DS=PRF-P:来る:3 

「なんでもない、そこに人が来たんだ」 

óðnada, vino una personaô 

 

8-5-a あの子供がAを叩いたんだって!? 

tὊi3 sa3ẗ͂ὊiΈᾐ41 na1 ma1k̈͂ᾱaΈ2 kiᾐ3 ̈͂peΈ2 

tὊi3 sa2-tὊiΈᾐ31 na1 ma2-kᾱaΈ3  kiᾐ4 peΈ3 

Q CLF-子 その PRF-P:与える GEN/DAT3 ペドロ 

「その子がペドロを叩いたとか」 

óàque ese ni¶o le peg· a Pedro?ô 

 

8-5-b いや、Aじゃなくて、Bを叩いたんだよ。 

ha2ᾐ«4, h«1 kiᾐ4 ̈͂peΈ3, kiᾐ4 ̈͂hw«Έ13ba3 

ha2ᾐ«4 h«1 kiᾐ4   peΈ3 kiᾐ4 hw«Έ13=ba3 

いや NEG:COP GEN/DAT2  ペドロ GEN/DAT3 フアン=FOC 

「いや、ペドロじゃなくてフアンを叩いたんだ」 

óno, a Pedro no, fue a Juanô 
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8-6-a 赤い袋と青い袋があるけど、どっちを買うの？／（私は）青い袋を買うよ。 

ẗ͂ὊaΈ2 sa2tuΈᾐ31g̈͂ᾬ׃Έ2, tὊaΈ1 e1 ̈͂suΈl2 ka2lÞᾐ1, eΈ2 ̈͂laᾐ4 

tὊaΈ2 sa2-tuΈᾐ31+gᾬ׃Έ2 =tὊaΈ2 e1 suΈl2 ka2lÞᾐ1% e2 e2 la4=ᾐ 

EXT CLF-袋+赤い DS=EXT NMLZ 青い また 何 NMLZ POT:買う:2=2SG 

「赤い袋と青い袋がある。どちらを買うのか」 

óhay una bolsa roja y otra azul, àcu§l vas a comprar?ô 

 

8-6-b （私は）青い袋を買うよ。 

ᾐ̈͂non41 e1 ̈͂suΈl2 

ᾐno4=n=1  e2 suΈl3 

欲す:1S=1SG/IN=LG NMLZ 青い 

「青いのが欲しい」 

óquiero el azulô 

 

8-7-a Aはどこですか？ 

n̈͂aΈ24 ̈͂peΈ3 

naΈ24  peΈ3 

どこにある ペドロ 

「ペドロはどこにいる」 

ód·nde est§ Pedroô 

 

解説：チナンテク語には疑問詞「どこ」とは別に「どこにある／どこにいる」を訊くための特別な形が

ある方言が複数ある。オスマシン方言ではnaΈ24がそれにあたる。 

 

8-7-b Aは朝からどっかへでかけたよ。 

ma2῁ǼoΈj3 ̈͂k»Έ2 he3 ma3῁ǼoΈj2 ̈͂ᾐmὢΈ2 ̈͂tiΈᾐ2 

ma2-ǼoΈ3=j  k»Έ2 he3 =ma2-ǼoΈ3=j  ᾐmὢΈ3 tiΈᾐ3 

PRF-P:行く:3=3AN 一 〜の所 DS=PRF-P:行く:3=3AN 少し前 朝に 

「今朝どこかに行った」 

óse fue a alg¼n lugar desde tempranoô 

 

解説：(3-6)で「何か」について言及したのと同様、不定語は述語を繰り返して名詞化することによって

得られるが、「どこか」のように場所句を名詞化する場合は he3「ところ」が使われ、「行くところに行

った」と直訳される。 

 

8-8-a （あの子供は）誰を叩いたの？ 

ǫ2 kiᾐ4 ma1k̈͂ᾱaΈj2? 

ǫ2 kiᾐ4 =ma2-kᾱaΈ3=j 

誰 GEN/DAT3 DS=PRF-P:与える:3=3AN 

「誰を叩いたの」 

óàa qui®n le peg·?ô 
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8-8-b （あの子供は）自分の弟を叩いたんだ。 

ma2k̈͂ᾱaΈj31 kiᾐ3 tὊi1ß̈͂ӉΈjᾐ
13 

ma2-kᾱaΈ3=j=1  =kiᾐ4  tὊiΈᾐ2+ßӉΈᾐ
13=j 

PRF-与える:3=3AN=LG DS=GEN/DAT3 子+キョウダイ=3AN 

「彼の弟を叩いた」 

óle peg· a su hermanoô 

 

8-9-a （電話で）どうしたの）？ 

eΈ2 ma2l̈͂a4 

e2 e2 ma2-la4 

何 NMLZ PRF-P:なる 

「どうした」 

óqu® pas·ô 

 

8-9 うん、Aが（自分の）弟を叩いたんだ。 

ma2k̈͂ᾱaΈj31 ̈͂peΈ2 kiᾐ3 tὊi1ß̈͂ӉΈjᾐ
13 

ma2-kᾱaΈ3=j=1  =peΈ3  kiᾐ4 tὊiΈᾐ2+ßӉΈᾐ
13=j 

PRF-P:与える:3=3AN=LG DS=ペドロ GEN/DAT3 子+キョウダイ=3AN 

「ペドロが彼の弟を叩いた」 

óPedro le peg· a su hermanoô 

 

8-10-a あのケーキ、どうした？ 

n̈͂aΈ24 pas5ẗ͂el3 h«Έ31 

naΈ24  pas2tel3 h«Έ1 

どこにある ケーキ あの 

「あのケーキはどこにある」 

óqu® pas· con el pastelô 

 

8-10-b （ああ、あれは）Aが食べちゃったよ。 

ga2k̈͂uΈᾐ2 peΈ3 h«Έ31 

ga2-kuΈᾐ2  peΈ3 h«Έ1 

PST-P:食べる:3 ペドロ あの 

「ペドロがあれを食べた」 

óPedro se lo comi·ô 

 

8-11 私が昨日お店から買ってきたのはこの本だ。 

l̈͂iΈ3bro3 la1 ga1l̈͂an3 ̈͂me2hi2ko2 mὢ1ḧ͂«Έ41 

liΈ3bro3 la1 =ga2-la4=n  me3hi3ko3  mὢ2h«Έ51 

本 この DS=PST-P:買う:1S=1SG/IN メキシコシティー 以前 

「この本が私が以前メキシコシティーで買った本だ」 

óeste libro es el que compr® el otro d²a en la Ciudad de M®xicoô 
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8-12 あの人は先生だ。この学校でもう年働いている。 

ta2ḧ͂oᾐ4ba3 naΈ31; ma2ᾐ̈͂jaΈ21 ̈͂ᾐnủ2 ̈͂ὬeΈ2 ̈͂hmeΈj21 ̈͂taΈ2 sa2k̈͂ᾱel2 laΈ21 

ta2hoᾐ4=ba3 na1 ma2-ᾐjaΈ21 ᾐnủ2 ὬeΈ1 hmeΈ21=j  =taΈ3 sa2kᾱel3 

la1 

教師=FOC その PRF-経る 三 年 IPFV:する:3=3AN  DS=仕事 学校 

この 

「その人は先生で、この学校で働いて 3年になる」 

óese es profesor; lleva ya tres a¶os trabajando en esta escuelaô 

 

8-13 彼のお父さんは、あの人だ。 

da2Ὤ̈͂yΈᾐ2 na1 ̈͂hmiΈj1 

da2+ὬyΈᾐ2 na1 =hmiΈ2=j  

人+男 その DS=父:3=3AN 

「彼の父はその男だ」 

ósu padre es ese hombreô 

 

8-14 あの人が彼のお父さんだ。 

ḧ͂miΈj2 da2Ὤ̈͂yΈᾐ2 na1 

hmiΈ2=j da2+ὬyΈᾐ2 na1 

父:3=3AN 人+男 その 

「その男が彼のお父さんだ」 

óese hombre es su padreô 

 

8-15 あさってっていうのはね、明日の次の日のことだよ。 

ᾐ̈͂juΈ4 ᾐnß4ḧ͂Þᾐ3 ̈͂ᾐß3 na1d̈͂ủΈ2ga2 ko1ḧ͂mὢΈ2 

ᾐ̈͂juΈ4 ᾐnßΈ4+hÞᾐ3  =ᾐß4 na2-dủΈ3=ga3  k»Έ2+hmὢΈ3 

あさって 欲す+IPFV:言う:3  DS=明日 STAT-加わる=もっと 一+日 

「あさってというのは明日にさらに 1日加えたもののことをいう」 

 

8-16 何人かで入った喫茶店で注文を聞かれて）私はコーヒーだ。 

kin31 ̈͂k»Έ2 hmὢ2d̈͂ὢΈ31 

kin31  k»Έ2 hmὢ2d̈͂ὢΈ31 

GEN/DAT1sg 一 コーヒー 

「コーヒーは私にだ」 

ópara m², un caf®ô 

 

解説： ḧ͂nÞ3 ̈͂ᾐnon4 hmὢ2d̈͂ὢΈ31「私はコーヒーが欲しい」のほうが普通である。 
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8-17 ［（注文した数人分のお茶が運ばれてきて）どなたがコーヒーですか？との問いに］コーヒーは

私だ。 

k»Έ2 hmὢ2dὢΈ31 kin4 

k»Έ2 hmὢ2dὢΈ31  =kin31 

一 コーヒー  DS=GEN/DAT1SG 

「私にはコーヒー1つだ」 

óun caf® es para m²ô 

 

8-18 その新しくて厚い本は（値段が）高い。 

ᾐ̈͂moᾐ4 ̈͂liΈ3bro3 ̈͂ᾐmủ2 e1 ̈͂bȈΈᾐ2 na1 

ᾐ̈͂moᾐ4 liΈ3bro3 =ᾐmủ3  e2 bȈΈᾐ3 na1 

高価だ 本 DS=新しい NMLZ 太い その 

「その新しくて厚い本は高い」 

óese libro nuevo y grueso es caroô 

 

8-19 （砂糖入れを開けて）あっ、砂糖が無くなっているよ！ 

tὊi3 ̈͂kᾬȈΈᾐ3, ma2d̈͂aΈ41 ta1Ὤ̈͂eΈ41 

tὊi3 =kᾬȈΈ4=ᾐ  %ma2-da4=Έ1 =ta2-ὬeΈ51 

Q DS=知る:2=2SG PRF-P:終わる=LG DS=CLF-砂糖 

「知ってるか、砂糖が無くなっている」 

óáah, se ha acabado el az¼car!ô 

 

8-20-a 午後、誰かに会うはずだったなあ。 

n̈͂aΈ41 ta1ga1n̈͂yΈ1 ̈͂don13 na3ḧ͂ủn4 h«Έ1 da1é 

na4=Έ1 =ta2ga2nyΈ2 do24=n  na2-hủӉ
5=n    h«Έ2 da2% 

今日=LG DS=午後  POT:行く:1S=1SG/IN POT:AND-POT:見る:AN:1S=1SG/IN 一:AN 人 

「今日の午後、誰かに会いに行く」 

óhoy en la tard® iba a ver a alguienô 

 

8-20-b 誰だったっけ？ あっ、そうだ、田中君だったな。 

éǫ2 lÞΈ3, ma2daΈ3 ̈͂dủn21, ̈͂lan21 ta2n̈͂aΈ3ka3 

ǫ2 lÞΈ3 ma2-daΈ3  dủn21  l«21=n  ta2n̈͂aΈ3ka3 

誰 TAGQ PRF-P:覚えている 覚えている:1S 思う:1S=1SG/IN 田中 

「誰だ、思い出した、田中だと思う」 

óàqui®n era?, ah s², era Tanakaô 
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9 22 ₈ ─ ₉  

 

9-1 この土地は野菜がよく育つ。だから高い値段で売れるだろう。 

hủᾐ3 ̈͂ᾐwaΈ4 la1 ̈͂kᾱaΈ21 wa1k̈͂ᾱὢΈ41, da2ᾐ̈͂nὢΈ31 ̈͂ᾐmoᾐ3 

hủᾐ3 ᾐwa4=Έla1 =kᾱaΈ3=1  wa2-kᾱὢΈ51%  da2-ᾐnὢΈ31  =ᾐmoᾐ4 

なぜなら 土地=この DS=IPFV:与える:3=LG CLF-トウモロコシ IPFV:POT-POT:売れる DS=高価だ 

「この土地はトウモロコシがよくできるので、高く売れるだろう」 

ócomo en esta tierra se da el ma²z, se vender²a caroô 

 

9-2 私は頭が痛い。だから今日は休む。 

ḧ͂ǫΈ21 mὢ2d̈͂ᾍen4 e2h«Έ1 ̈͂ᾐlÞnᾐ2 ̈͂na3 

hǫΈ21 mὢ2-dᾍe4=n e2h«Έ1 ᾐlÞᾐ2=n   na4 

痛い CLF-頭:1S=1SG/IN だから POT:欠かす:1S=1SG/IN DS=今日 

「私は頭が痛い。だから今日は休む」 

óme duele la cabeza as² que hoy faltar®ô 

 

9-3 あの人だけ、時間通りに来た。 

ma1 i2j̈͂oΈ31ba2 ̈͂haΈ24 ̈͂ᾐoΈr2 kijᾐ3 

ma1 i2+jo3=Έ1==ba3  ha4  ᾐoΈr3 kiᾐ4=j 

だけ NMLZ:AN+あの=LG=DS=FOC PST:来る:3 時間 GEN/DAT3=3AN 

「あの人だけ時間通りに来た」 

ósolo ®l vino a tiempoô 

 

9-4 これはここでしか買えない。 

ma1 he3ḧ͂laΈ31ba2 ̈͂tὊaΈ41 e1l̈͂a1 

ma1 he3h+la1=ba3(5)  =tὊaΈ2 e2+la1 

だけ 〜の辺り+この=FOC DS=EXT NMLZ+この 

「これはこの辺りにしかない」 

óesto solo se consigue por ac§ô 

 

9-5 その家にいたのは子供ばかりだった。 

sa2tὊiΈᾐ31 ̈͂piᾐ4 hmaᾐ3 ma2ẗ͂ÞӉΈᾐ
2 sa1ᾐ̈͂neΈ13 h«Έ1 

sa2-tὊiΈᾐ31+piᾐ4 =hmaᾐ4  ma3-tÞӉΈᾐ
3   sa2-ᾐneΈ24 h«Έ2 

CLF-子+小さい DS=ばかり PSTHAB-中にいる:AN:PL CLF-家 その 

「その家にいたのは小さい子ばかりだった」 

óhab²a puros chamacos en esa casaô 

 

9-6 次回こそ、失敗しないようにしよう。 

ḧ͂joᾐ3 ̈͂hǫΈᾐ3 sa3ᾐ̈͂eΈn13 

hjoᾐ3 hǫΈᾐ3 =sa2-ᾐeΈ24=n 

別の 機会 DS=NEG-POT:失敗する:1S=1SG 

「別の機会には私は失敗しないだろう」 
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ópara la siguiente ocasi·n no fallar®ô 

 

9-7 疲れたね、お茶でも飲もう。 

ma2ᾐ̈͂w«ᾐ3 lÞΈ3, wa2ᾐ̈͂ǫΈnᾐ3 ̈͂k»Έ2 hmὢ2d̈͂ᾍiᾐ4 ᾐo1 e1 ̈͂tὢΈᾐ3 ᾐoᾐ1 

ma2-ᾐw«ᾐ3=ᾐ  lÞΈ3 wa2-ᾐǫΈᾐ3=n  k»Έ2 hmὢ2+dᾍiᾐ4 =ᾐo1 e2 tὢΈᾐ4 

ᾐo2=ᾐ 

PRF-P:疲れる=2SG TAGQ OPT-POT:飲む:1P=1SG/IN 一 水+苦い DS=または NMLZ 好きだ 

好きだ:2=2SG 

「疲れたでしょう、ビールかあなたが好きなものを飲もう」 

óte cansaste, àverdad? vamos a tomar cerveza o lo que quierasô 

 

 

9-8 水さえあれば、数日間は大丈夫だ。 

tὊi2ma2 ̈͂tὊaΈ2 wa2ḧ͂mὢΈ41 li1b̈͂eΈ2 dủ3 hneΈ2 tὊi1m̈͂iΈᾐ1 ̈͂hmὢΈ3 

tὊi2ma2 tὊaΈ2 wa2-hmὢΈ41 li2-beΈ3 dủ4 hneΈ3 tὊi2miΈᾐ2 hmὢΈ4 

COND1 EXT CLF-水 POT:INCH-耐える 耐える:1P PRO1IN 多く 日 

「水があれば私たちは何日も耐えられる」 

ócon solo tener agua aguantaremos por varios d²asô 

 

9-9 小さい子供まで、その仕事の手伝いをさせられた。 

la1kᾬԐΈ2 tὊi2p̈͂iᾐ4 ga1ḧ͂meΈ2 be2 maΈ2 ga1l̈͂aΈ31 ̈͂taΈ2 h«Έ21 

la1kᾬԐΈ2 tὊiΈᾐ2+piᾐ4  =ga2-hmeΈ3 be3 ma3-ga2-la4=Έ1  taΈ3 h«Έ2 

までも 子+小さい DS=PST-P:する:3 力 〜のために-PST-P:なる=LG 仕事 その 

「その仕事がなされるために小さい子供まで手伝った」 

óhasta ni¶os peque¶os ayudaron para que se hiciera ese trabajoô 

 

9-10 私はお金なんか欲しくない。 

ku3ᾐ̈͂lὢᾐ5ba3 naΈ31 sa1ᾐ̈͂non3 

kuΈ3+ᾐlὢᾐ5=ba3 na1 =sa2-ᾐno4=n 

金+悪い=FOC その DS=NEG-欲す:1S=1SG/IN 

「そんな金なんかいらない」 

óno quiero pinche dineroô 

 

9-11 自分の部屋ぐらい、自分できれいにしなさい。 

hwar3 miΈᾐ1 ̈͂kᾱar2to2 kᾬÞᾐ3 ̈͂ᾐjaΈᾐ13 

hwar3 =miΈᾐ2 kᾱar3to3 kᾬÞᾐ4  ᾐjaΈᾐ24=ᾐ 

IRR2 DS=少し 部屋 GEN/DAT2sg POT:掃く:2=2SG 

「あなたの部屋ぐらいあなたが掃くんです」 

óbarre aunque sea solo tu cuartoô 
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9-12 私にもちょうだい。 

k̈͂ᾱủΈᾐ13 hnÞ2 ka2lÞᾐ1 

kᾱủΈᾐ13  =hnÞ3  ka2lÞᾐ1 

IMP:〜に与える DS=PRO1SG また 

「私にもちょうだい」「私にもう一度ちょうだい」 

ódame a m² tambi®nô, ódame otra vezô 

 

解説：チナンテク語オスマシン方言の ka2lÞᾐ1は「また」と「もう一度」の二つの語義があり、(9-12)は

「私にもう一度ちょうだい」とも解釈されうる。そのためか、語用論的にはhnÞ3 sa1ma1ẗ͂ủn2「私はもら

っていない」というほうが普通である。 

 

9-13 お父さんもう帰って来たね。お母さんは？ 

ma2ḧ͂«Έᾐ3 ̈͂paΈ24, ̈͂naΈ13ba3 ̈͂maΈ51 

ma2-h«Έᾐ3  paΈ24 naΈ13=ba3  maΈ13 

PRF-P:拠点に来る:3 お父さん どこにいる＝FOC お母さん 

「お父さんは帰ってきた。お母さんはどこ」 

ópap§ ya regres·; àmam§?ô 

 

9-14 誰か（が）電話してきたよ。 

ma2ẗ͂oΈᾐ2 ǫ1 ma1ẗ͂oΈᾐ1 huΈ24 kᾬÞᾐ3 

ma2-toΈᾐ2  =ǫ2  ma2-toΈᾐ2  huΈ35 kᾬÞᾐ4 

PRF-P:入れる:3 DS=NMLZ:AN PRF-P:入れる:3 言葉 GEN/DAT2SG 

「誰かがあなたに電話した」 

óalguien te marc·ô 

 

9-15 誰かに聞いてみよう。 

wa2ᾐ̈͂ǫΈ41 tὊi1ᾐ̈͂ǫΈ1 wa1῁Ǽὢn3 huΈ4 kiᾐ3 

wa2ᾐǫΈ41 tὊi1ᾐǫΈ1 wa2-Ǽὢ4=n   huΈ35 =kiᾐ4 

誰か  OPT-POT:尋ねる:1P=1SG/IN 言葉 DS=GEN/DAT3 

「誰かに聞いてみよう」 

ópregunt®mosle a alguienô 

 

9-16 私のいない間に誰か来た？ 

tὊi3 ma3ḧ͂aΈ2 ǫ2 ma1ḧ͂aΈ2 ta1hǫΈᾐ13 sa1g̈͂ᾬan2 

tὊi3 =ma2-haΈ3 ǫ2 ma2-haΈ3  ta1hǫΈᾐ24    

sa2-gᾬa3=n 

Q DS=PRF-来る:3 NMLZ:AN PRF-P:来る:3 〜の間 

DS=NEG-座っている:1S=1SG/IN 

「私のいない間に誰か来たか」 

óàvino alguien mientras yo no estaba?ô 
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9-17 誰か来たら、私に教えてください。 

tὊi2ma2 ̈͂ha4 ǫ1 ̈͂ha3, ̈͂hmeᾐ4 huΈ3 kin41 

tὊi2ma2 ha4  =ǫ2  ha4  hme5=ᾐ  huΈ35  

kin31 

COND1 PST:来る:3 DS=NMLZ:AN PST:来る:3 POT:する:2=2SG 言葉 

GEN/DAT1SG 

「誰か来たら私に伝えてください」 

ósi viene alguien h§zmelo saberô 

 

9-18 今日は誰も来るとは思わない。／今日は誰も来ないと思う。 

l̈͂«n21 ni1ḧ͂«Έ2 sa1ḧ͂ÞΈ21 na3 

l«21=n   ni1-h«Έ2  =sa2-hÞΈ21 na4 

IPFV:思う:1S=1SG/IN éもない-一:AN  DS=NEG-POT:来る:3 今日 

「今日は誰も来ないと思う」 

ócreo que no viene nadie hoyô 

 

9-19 そこには今誰もいないよ。 

ni1ḧ͂«Έ2 sa1tὊ«Έ1 he2ḧ͂naΈ31 ̈͂naΈ3ga2hyΈᾐ31 

ni1+h«Έ2  sa2-tὊ«Έ2  he3ḧ͂+na1  na4=Έga3hyΈᾐ31 

éもない+一:AN NEG-EXT:AN 〜の辺り+それ 今=すぐに 

「そこには今だれもいない」 

óno hay nadie ah² ahoraô 

 

9-20 （それは）誰でもできる。 

wa2ᾐ̈͂ǫΈ41 tὊi1ᾐ̈͂ǫΈ1 le2 ̈͂hmeΈ3 

wa2ᾐǫΈ41 tὊiᾐǫΈ1 =le3  hmeΈ4 

誰でも  DS=POT:なる POT:する:3 

「誰でもできる」 

ócualquiera puedeô 

 

9-21 そんなこと（は）、みんな知っているんじゃないか!? 

da2ḧ͂wὢΈ2 ̈͂ὬeΈ1 

da2+hwὢΈ2 =ὬeΈ2 

人+村 DS=知る:3 

「村じゅうが知っている」 

ótodo el mundo sabeô 

 

 

9-22 そんなもの、誰が買うんだよ!? 誰も買うわけないじゃないか！ 

ǫ2 ̈͂laΈ4 e2n̈͂a1, ni1ḧ͂«Έ2 

ǫ2 laΈ4  e2+na1  ni1+h«Έ2 

NMLZ:AN POT:買う:3 NMLZ+その éもない+一:AN 
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「そんなもの誰が買うんだ、誰も（買うわけがない）」 

óqui®n comprar²a eso, nadieô 

 

9-23 君は英語がうまいね。 

ẅ͂ủӉΈᾐ
3 huΈ4 da5n̈͂uΈ1 kᾬÞᾐ3 

wủӉΈᾐ
3  huΈ35+da2nuΈ1 =kᾬÞᾐ4 

優れている 言葉+米国人 DS=GEN/DAT2SG 

「あなたの英語は優れている」 

ótu ingl®s es buenoô 

 

9-24 君は退屈そうだね。 

ḧ͂nÞΈ3 ma1l̈͂meᾐ3 ᾐoᾐ1 

hnÞΈ3 ma2-la2-meᾐ4 ᾐo2-ᾐ 

見える PRF-INCH-飽きる 飽きる:2-2SG 

「君は飽きたように見える」 

óparece que est§s aburridoô 

 

9-25 明日も寒いらしいよ。 

l̈͂iΈ3 li3g̈͂ᾬyΈ2 ka2lÞᾐ1 ̈͂ᾐß3 

 liΈ3  =li2-gᾬyΈ3  ka2lÞᾐ1 ᾐß4 

〜みたいだ DS=POT:INCH-寒い また 明日 

「明日も寒くなるみたいだ」 

óparece que ma¶ana tambi®n har§ fr²oô 

 

 

10 23 ₈ ⁸ ≤ ₉  

 

10-1 これは私の本ではない。 

h«1 mo2ḧ͂eΈ41 ̈͂liΈ3bro3 kin31 e2l̈͂a1 

h«1 mo2+heΈ41 liΈ3bro3 kin31  e2+la1 

NEG:COP 葉+紙 本 GEN/DAT1SG NMLZ+この 

「これは私の本ではない」 

óeste no es mi libroô 

 

10-2 この部屋には椅子がない。 

sa1ẗ͂ὊaΈ2 ᾐma2s̈͂iΈ3 ̈͂tὊaΈ31 ̈͂tÞΈᾐ2 ̈͂dᾍaᾐ3 la1 

sa1-tὊaΈ2 ᾐma2+siΈ3  =tὊaΈ2 tÞΈᾐ3  dᾍaᾐ4 la1 

NEG-EXT 木+椅子  DS=EXT 中にある:PL 部屋 この 

「この部屋には椅子がない」 

óno hay sillas en este cuartoô 
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10-3 この部屋には一つも椅子がない。 

ni1k̈͂»Έ2 ᾐma2s̈͂iΈ3 sa3ẗ͂ὊaΈ1 ̈͂tÞΈᾐ2 ̈͂dᾍaᾐ3 la1 

ni1+k»Έ2  ᾐma2+siΈ3 =sa1-tὊaΈ2  tÞΈᾐ3  dᾍaᾐ4 la1 

éもない+一 木+椅子 DS=NEG-EXT 中にある:PL 部屋 この 

「この部屋には一つも椅子がない」 

óno hay ni una silla en este cuartoô 

 

 

 

10-4 その部屋には誰もいない。 

ni1ḧ͂«Έ2 sa1ẗ͂ὊaΈ1 ̈͂tÞӉΈᾐ
2 ̈͂dᾍaᾐ3 na1 

ni1+h«Έ2  =sa1-tὊ«Έ2 tÞӉΈᾐ
3  dᾍaᾐ4 na1 

éもない+一:AN DS=NEG-EXT:AN 中にある:AN:PL 部屋 この 

「この部屋には誰もいない」 

óno hay nadie en este cuartoô 

 

10-5 その本はこの部屋にない。 

mo2ḧ͂eΈ41 ̈͂liΈ3bro3 na1 sa1k̈͂ᾬeΈ1 ̈͂dᾍaᾐ3 la1 

mo2+heΈ41 liΈ3bro3 na1 =sa2-kᾬeΈ 2 dᾍaᾐ4 la1 

葉+紙 本 その DS=NEG-横たわる 部屋 この 

「その本はこの部屋にない」 

óese libro no est§ en este cuartoô 

 

10-6 この犬は大きくない。 

sa1ḧ͂ßӉΈᾐ
24 sa4d̈͂ὢΈ41 la1 

sa1-hßӉᾐ
5  sa2-dὢΈ41 la1 

NEG-大きい:AN CLF-犬 この 

「この犬は大きくない」 

óeste perro no es grandeô 

 

10-7 この犬はあまり大きくない。 

sa2d̈͂ὢΈ41 la1 sa1ḧ͂ßӉΈᾐ
24 hwer4te1 

sa2-dὢΈ41 la1  =sa1-hßӉᾐ
5  hwer5te1 

CLF-犬 この DS=NEG-大きい:AN とても 

「この犬はあまり大きくない」 

óeste perro no es muy grandeô 

 

10-8 この犬はあの犬より大きい。 

ḧ͂ßӉᾐ
5ga3 sa2d̈͂ὢΈ41 la1 la1k̈͂»Έ2 i2j̈͂o3  

hßӉᾐ
5=ga3  sa2-dὢΈ41 la1 la1k»Έ2 i2+jo3 

大きい:AN=もっと CLF-犬 この より NMLZ:AN+あの 

「この犬はあの犬より大きい」 
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10-9 この犬がその犬たちの中で一番大きい。 

sa2d̈͂ὢΈ41 la1 ma1 ǫ1 ̈͂hßӉΈᾐ
24 kiᾐ3 he2 la1hủӉΈ

4 sa1d̈͂ὢΈ31 i║1 ̈͂tÞӉΈᾐ
2 na21 

sa2-dὢΈ41 la1 ma1 =ǫ2  hßӉᾐ
5  kiᾐ4 he3(5) la1hủӉΈ

21 sa2-dὢΈ41  

i║2  tÞӉΈᾐ
3  na1 

CLF-犬 この だけ DS=NMLZ:AN 大きい:AN GEN/DAT3 〜の所 全て:AN CLF-犬 

NMLZ:AN 中にいる:AN:PL その 

「この犬がその中にいる全ての犬のうちで一番大きい」 

óeste perro es el m§s grande entre todos los perros que est§n ah²ô 

 

10-10 今日はあの人は来ない。 

i2j̈͂oΈ31 sa1ḧ͂ÞΈ21 ̈͂na3  

i2+jo3=Έ1  =sa2-hÞΈ21 na4 

NMLZ:AN+あの=LG DS=NEG-POT:来る:3 今日 

「今日はあの人は来ない」 

ó®l no viene hoyô 

 

10-11 あの人はその本を持って行かなかった。 

i2j̈͂oΈ31 sa1ma1k̈͂«Έ41 ̈͂liΈ2bro2 kijᾐ3 

i2+jo3=Έ1  sa2-ma2-k«Έ51  liΈ3bro3 kiᾐ3=j 

NMLZ+あの=LG NEG-PRF-P:持っていく:3 本 GEN/DAT3=3AN 

「あの人はその本を持っていかなかった」 

ó®l no se llev· el libroô 

 

10-12-i 全ての学生が参加しなかった。／学生は全員参加しなかった。 

sa2ma2Ὤ̈͂eΈᾐ3 ni1ḧ͂«Έ1 tὊiΈᾐ1 sa1k̈͂ᾱel2 

sa2-ma2-ὬeΈᾐ3   =ni1+h«Έ2  tὊiΈᾐ2+sa2kᾱel3 

NEG-PRF-P:拠点に行ってくる:3 DS=éもない+一:AN 子+学校 

「学生は一人も（授業や学校での行事に）参加しなかった」 

óni un estudiante asisti·ô 

 

10-12-i 全ての学生が参加しなかった。／学生は全員参加しなかった。 

sa2ma2Ὤ̈͂eΈ3 ni1ḧ͂«Έ1 tὊiΈᾐ1 sa1k̈͂ᾱel2 

sa2-ma2-ὬeΈ3  =ni1+h«Έ2  tὊiΈᾐ2+sa2kᾱel3 

NEG-PRF-P:行ってくる:3 DS=éもない+一:AN 子+学校 

「学生は一人も（学校以外での行事に）参加しなかった」 

óni un estudiante asisti·ô 

 

10-13 全ての学生が参加したわけではない。 

h«1 la1hủӉΈ
21 tὊiΈᾐ2 sa2k̈͂ᾱel3 sa1ma1na1n̈͂ÞΈ2 

h«1 la1hủӉΈ
21 tὊiΈᾐ2+sa2kᾱel3 =sa2-ma2-na2nÞΈ3 

NEG:COP 全て:AN 子+学校  DS=NEG-PRF-P:行く:PL:3 
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「全ての学生が参加したわけではない」 

óno todos los estudiantes asistieronô 

 

10-14 （私は買わなかった。しかし、決して）値段が高いというわけではない。 

h«1 e2 sa1ᾐ̈͂moᾐ4 na1 

h«1 e2 sa1-ᾐmoᾐ4  na1 

NEG:COP NMLZ NEG-高価だ それ 

「それは高いわけではない」 

óno es que est® caroô 

 

10-15 走るな！ 

ta1ᾐ̈͂lǫ3 

ta1-ᾐlǫ3 

NEG:IMP-IMP:走る 

「走るな」 

óno corrasô 

 

10-16 大きな声を出すな！ 

ta1ᾐlủΈᾐ13 ̈͂kǫΈ41 

ta1-ᾐlủΈᾐ4  kǫΈ21 

NEG:IMP-IMP:話す うるさい 

「大声で話すな」 

óno hables fuerteô 

 

10-17 明日は雨は降らないだろう。 

sa2ḧ͂ÞΈ21 wa2ḧ͂maΈ24 ̈͂ᾐß4 

sa2-hÞΈ21  wa2-hmaΈ24 ᾐß4 

NEG-POT:来る CLF-雨  明日 

「明日は雨が降らないだろう」 

óno llover§ ma¶anaô 

 

10-18 あの人に聞こえないように、小さな声で話してくれ。 

ᾐ̈͂lủΈᾐ3 ̈͂ᾐwaΈ2 ma2sa1n̈͂uΈj3 

ᾐlủΈᾐ3 =ᾐwaΈ3  ma3-sa2-nuΈ4=j 

IMP:話す DS=柔らかい 〜のために-NEG-POT:聞く:3=3AN 

「聞こえないように小声で話してくれ」 

óhabla en voz baja para que no nos oigaô 

 

10-19 私はあなたを怒らせようと思ってそう言ったんじゃない。 

sa2ma2ḧ͂wủnᾐ24 ᾐneΈ2 ma2n̈͂uΈᾐ13 ̈͂wὢΈ2 

sa2-ma2-hwủᾐ24=n  ᾐne2 =ma3-nuΈ24=ᾐ   wὢΈ3 

NEG-PRF-P:言う:1S=1SG/IN PRO2SG DS=〜のために-POT:聞く:2=2SG 厳しい 
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「私があなたを怒らせるために言っていない」 

óno te lo dije para que te ofendierasô 

 

10-20 私が昨日買ってきた本はどこ（にある）？ 

n̈͂aΈ24 ̈͂liΈ3bro3 e1 ga1l̈͂an3 ̈͂dᾍoΈ1 

naΈ24  liΈ3bro3 =e2 ga2-la4=n   dᾍoΈ2 

どこにある 本 DS=NMLZ PST=買う:1S=1SG/IN  昨日 

「私が昨日買った本はどこにある」 

óàd·nde est§ el libro que compr® ayer?ô 

 

10-21 その本を持って来た人は誰（か）？ 

ǫ2 ma2k̈͂ᾬԐΈ41 mo2ḧ͂eΈ41 ̈͂liΈ3bro3 na1 

ǫ2 ma2-kᾬԐΈ41  mo2+heΈ41 liΈ3bro3 na1 

NMLZ:AN PRF-P:持ってくる 葉+紙 本 その 

「その本を持ってきたのは誰か」 

óàqui®n trajo ese libro?ô 

 

10-22 この部屋が私たちの仕事をしている部屋です。 

e2l̈͂aΈ1 ̈͂dᾍaᾐ4 he4 ̈͂hmeΈ41 hnÞᾐ2 ̈͂taΈ2 

e2+la1=Έ  dᾍaᾐ4 =he3(5)  hmeΈ1  hnÞᾐ3 taΈ3 

NMLZ+この=LG 部屋 DS=〜の所 IPFV:する:1P PRO1EX 仕事 

「私たちが仕事をしている部屋はこれです」 

óeste es el cuarto donde trabajamosô 

 

10-23 足が一本折れたあの椅子はもう捨ててしまった。 

ma2b̈͂en4 ᾐma2s̈͂iΈ3 naΈ31 na1ḧ͂ßΈ2 ma1ẗ͂ὢΈ2 

ma2-be4=n   ᾐma2+siΈ3 na1 na2-hßΈ3  ma2-tὢΈ3 

PRF-捨てる:1S=1SG/IN 木+椅子 その STAT-折れる CLF-足:3 

「足が一本折れたその椅子はもう捨てた」 

óya tir® la silla con una pata rotaô 

 

10-24 ドアを叩いている音が聞こえる。 

ᾐ̈͂ǫΈ3 e3 ̈͂tủΈ2 ̈͂h«Έ2 ǫ1 ̈͂tủΈ2 o2ᾐ̈͂aΈᾐ1 

ᾐǫΈ3  =e2 tủΈ3  h«Έ2 ǫ2 tủΈ3  oΈ3+ᾐaΈᾐ2 

IPFV:鳴る DS=NMLZ IPFV:呼ぶ:3 一:AN NMLZ:AN IPFV:呼ぶ:3 口+扉 

「誰かがドアを呼ぶのが鳴る」 

óse oye que alguien est§ llamando a la puertaô 

 

10-25 あの人が結婚したという噂は本当（か）？ 

tὊi3 doo3 huΈ24 ̈͂ᾐiΈ2 e1 ga1ḧ͂ԐΈ2 goΈ1 i1j̈͂o2 

tὊi3 doo3 =huΈ35+ᾐiΈ3  e2 ga2-hԐΈ3 goΈ2  i2+jo3 

Q 本当 DS=言葉+ぶら下がっている NMLZ PST-結婚する 結婚する:3 NMLZ+あの 
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「あの人が結婚したという噂は本当か」 

óàes cierto el rubor de que ®l se cas·?ô 

 

10-26 私はその人が来た時にご飯を食べていた。 

hmὢ2 ̈͂h«ᾐ4 i2ᾐ̈͂e3, ̈͂hnÞ3 m̈͂gᾬan3 ̈͂kunᾐ5 

hmὢ2 h«ᾐ4 i2+ᾐe3 hnÞ3 ma2-gᾬa3=n kuᾐ5=n 

〜の時 PST:拠点に来る:3 NMLZ+その PRO1SG PRF-座っている:1S=1SG/IN IPFV:食べる:1S=1SG/IN 

「私はその人が帰ってきたときに食べていた」 

óyo estaba comiendo cuando ®l regres·ô 

 

10-27 私はその人が待っている所に行った。 

ḧ͂nÞ3 ̈͂ὬeΈn3 heΈ3 ma3ḧ͂ÞӉΈ
31 i1ᾐ̈͂eΈ21 hnÞ2 

hnÞ3 ὬeΈ3=n   he3 ma3-hÞӉΈ
31   =i2+ᾐe3=Έ1  

hnÞ3 

PRO1SG PST:行ってくる:1S=1SG/IN 〜の所 PSTHAB-待つ:AN:3SG DS=NMLZ:AN+あの:AN=LG 

DS=PRO1SG 

「私はその人が私を待っている所に行ってきた」 

ófui a donde ®l me estaba esperandoô 

 

10-28 私はその人が走っていったのを見た。 

ḧ͂nÞ3 ga2ḧ͂ủӉΈ
31hniᾐ2 ̈͂Ǽajᾐ3 ̈͂ᾐlǫj21 

hnÞ3 ga2-hủӉΈ
3=1hniᾐ2  Ǽaᾐ3=j   ᾐlǫ21=j 

PRO1SG PST-P:見る:AN:1S=1>3 PST:拠点に行く:3=3AN IPFV:走る:3=3AN 

ólo vi irse corriendoô 

 

10-29 昨日の夜、私は彼らがしゃべっているのを聞いた。 

dᾍo2ᾐ̈͂loΈ24 ga1n̈͂un4 ̈͂ᾐlủjᾐ1 

dᾍo2ᾐloΈ24 =ga2-nu5=n  ᾐlủᾐ2=j 

昨夜 DS=PST-P:聞く:1S=1SG/IN IPFV:話す:3=3AN 

「昨夜私は彼らが話しているのを聞いた」 

óanoche los o² hablandoô 

 

10-30 私はその人が昨日ここに来たことを知っている。 

m̈͂an21 ̈͂dᾍoΈ2 ̈͂haΈ4 i2ᾐ̈͂e3 he3l̈͂aΈ31 

ma21=n  dᾍoΈ2 haΈ4  i2+ᾐe3  he3+la1 

知る:1S=1SG/IN 昨日 PST:来る:3 NMLZ:AN+その:AN 〜の所+この 

「私はその人が昨日ここに来たことを知っている」 

ós® que ayer vino aqu²ô 
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10-31-a （昨日）彼は彼が今日ここに来たと言った。 

d̈͂ᾍoΈ2 i2ᾐ̈͂eΈ31 ga1s̈͂ὢᾐ3 hnÞ2 ̈͂haj3 he2l̈͂aΈ21 ̈͂dᾍoΈ1 

dᾍoΈ2 i2+ᾐe3=Έ1 =ga2-sὢᾐ4  hnÞ3 ha4=j  he3+la1  dᾍoΈ2 

昨日 NMLZ+その:AN=LG DS=PST-に言う PRO1SG PST:来る:3=3AN 〜の所+これ 昨日 

「昨日彼は昨日ここに来たと言った」 

óayer ®l me dijo que hab²a venido aqu² ayer mismoô 

 

10-31-b （昨日）彼は、「私は今日ここに来た」と言った。 

d̈͂ᾍoΈ2 i2ᾐ̈͂eΈ31 ga1s̈͂ὢᾐ3 hnÞ2, çn̈͂a4 ma2haΈn2 he2l̈͂aΈ21è 

dᾍoΈ2 i2+ᾐe3=Έ1 =ga2-sὢᾐ4  hnÞ3% na4 ma2-haΈ2=n   he3+la1 

昨日 NMLZ+その:AN=LG DS=PST-P:に言う PRO1SG 今日 PRF-P:来る:1S=1SG/IN 〜の所+これ 

「昨日彼は『私は今日ここに来た』と言った」 

óayer ®l me dijo: çhoy vine aqu²èô 

 

10-32 私はリンゴが（あの）皿の上にあったのを食べた。 

ḧ͂nÞ3 ga1k̈͂unᾐ4 mὢ13m̈͂saΈn2 e2 ma2ᾐ̈͂ÞΈ2 neᾐ4 wa2ẅ͂ӉΈ
2 na1 

hnÞ3  =ga2-kuᾐ5=n     mὢ24+man2saΈn3 e2 ma3-ᾐÞΈ3(5)   

neᾐ1 wa3-wӉΈ
2 na1 

PRO1SG  DS=PST-P:食べる:1S=1SG/IN  玉+りんご NMLZ PSTHAB-中にある 

中に CLF-皿 その 

「私はりんごがその皿の上にあったのを食べた」 

óyo com² la manzana que hab²a en ese platoô 

解説：*̈͂hnÞ3 ga1k̈͂unᾐ4 e1 mὢ13m̈͂saΈn2 ma2ᾐ̈͂ÞΈ3 neᾐ4 wa2ẅ͂ӉΈ
21 na1は非文法的である。 

 

10-33 私はネコが家に入ってきたのを捕まえた。 

ḧ͂nÞΈ3 ga2s̈͂«nᾐ31 ̈͂tὊiᾐ4 i2m̈͂iΈ3 ǫ1 ga1ᾐ̈͂eΈ3 tὊi1n̈͂eᾐ3 

hnÞ3=Έ  ga2-s«ᾐ31=n  tὊiᾐ4-ᾐi2miΈ3 =ǫ2  ga2-ᾐeΈ4  tὊi2n̈͂eᾐ4 

PRO1sg=LG PST-P:捕まえる:1S=1SG/IN CLF-猫 DS=NMLZ:AN PST-P:入る:3 家の中 

「私は家に入った猫を捕まえた」 

óyo agarr® el gato que se meti· en la casaô 

解説： *̈͂hnÞ3 ga2s̈͂«nᾐ31 ǫ1 ẗ͂Ὂiᾐ3 i1m̈͂iΈ2 ga1ᾐ̈͂eΈ3 tὊi1n̈͂eᾐ3は非文法的である。 

 

 

 

1P 1人称複数語幹 

1S 1人称単数語幹 

1SG/IN 1人称単数・複数包括後接語 

1>3 1人称動作者と3人称被動者 

2 2人称語幹 

2SG 2人称単数後接語 

3 3人称語幹 

3AN 3人称有生後接語 
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AN 有生 

AND 行って〜する 

CLF 類別詞 

COM 共格（〜と） 

COND1 条件法 1 

COND2 条件法 2 

COP コピュラ 

DS ダウンステップ 

EX （1人称複数）除外形 

EXH 勧誘 

EXT 存在述語 

FOC 焦点 

FUTIMP 遅延命令 

GEN/DAT 属与格 

IMP 命令 

IN （1人称複数）包括形 

INCH 起動相 

INVOL 非意図 

IPFV 未完了語幹 

IRR1 仮定法1 

IRR2 仮定法2 

LG 母音延長 

NEG 否定 

NMLZ 名詞化 

OPT 希求法 

PL 複数 

POT 未然語幹 

PRF 完了接頭辞 

PRO 独立形代名詞 

PST 過去接頭辞 

PSTHAB 過去習慣接頭辞 

Q 諾否疑問文 

SG 単数 

STAT 状態アスペクト 

TAGQ 付け足し諾否疑問文 
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